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「答えよ！　レティーツィア・フォン・アーレンスマイヤー！」

　シュトラール皇国第一皇子──リヒト・ジュリアス・シュトラールの輝かがやく金の双そう眸ぼうが、苛か烈れつな怒いかりに燃え上がる。

　陽光を思わせる金の髪かみが、凛り々りしく引ひき締しまった頰ほおに降ふりかかる。まっすぐ通った鼻筋、薄うすく形のよい甘かん美びな唇くちびる──ゾクゾクするほどの色香に満ちた魔ま性しょうの美び貌ぼう。

　スラリとした長身に、細身でありながら男らしく精せい悍かんな体たい軀く。一分の隙すきもないスタイル。

　ただそこに在るだけで、見る者を圧あっ倒とうする威い厳げんと類たぐい稀まれなるカリスマ性。

　誰だれもが強きょう烈れつに惹ひきつけられる。魅みせられる──。

（ああ、リヒトさま……）

　なんて素す敵てきなのだろう。やっぱり、この断罪シーンのリヒトが一番好きだ。

　もちろん、わかっている。これはいつもの夢だ。それでも──胸が熱くなる。

　ヒロイン私はリヒトに寄より添そい、唇を綻ほころばせた。

（そうよ。この彼こそ正しい──）

　黄金の装そう飾しょくと精せい緻ちな彫ちょう刻こくが施ほどこされた純白の壁かべ。六元素を表す六つの国の紋もん章しょうがデザインされた大理石の床ゆか。整然と並ぶ白はく亜あの柱に、豪ごう奢しゃなシャンデリア。優美な曲線を描えがく高い天てん井じょうは、息を吞のむほど素す晴ばらしいフレスコ画で彩いろどられている。

　そんな──まるで王宮のような美しい大ホールは、自分のために整えられた舞ぶ台たいだ。

　私は鮮あざやかなビロードの絨じゅう毯たんが敷しかれた大階段に愛する人とともに立ち、足もとに這はいつくばっている悪役令れい嬢じょうを見つめた。

「っ……どうして……！　リヒト殿でん下か！　どうか目を覚ましてくださいませ！」

　レティーツィア・フォン・アーレンスマイヤー。

　紫むらさきがかった淡あわくも華はなやかなピンクブロンドに、サファイアのごとく碧へき眼がん、抜ぬけるように白い肌はだに、ふっくらとした桜色の唇──まるで神に愛されているかのような美貌。

　公こう爵しゃく家に生まれ、何不自由なく蝶ちょうよ花よと大切に育てられたがゆえに、我わが儘ままで傲ごう慢まん。

　すべてを持っている──誰もが羨うらやむお嬢じょうさま。

（だからこそ、あなたは悪役令嬢なのよ）

　ゲームをプレイする『普ふ通つうの女の子』とはあまりにも乖かい離りした──生まれながらにして与あたえられたものが多過ぎて、恵めぐまれ過ぎていて、苦労も挫ざ折せつも知らずに頂点に立っている人生イージーモードの彼女には、ヒロインは務まらない。

（私でなければ……！）

『普通の女の子』が甘い夢を見られてこその乙女おとめゲームなのだから。

「っ……まだ言うか！　なんと醜みにくい性しょう根ねか！」

　間ま違ちがいは、正されなくてはならない。

　ヒロインへの度たび重かさなる傲慢な振ふる舞まいで断罪され、みじめに退場する──。それこそ、悪役令嬢の正しい運命のはず。

「この場のみなには証人となってもらおう！」

　嫌けん悪お感に顔を歪ゆがませたリヒトが、私の肩かたを優やさしく抱だき寄せる。

　そして、ホールに集まる生徒たちを見回すと、高らかに宣言した。

「私は、今この時をもって、レティーツィア・フォン・アーレンスマイヤー公爵令嬢との婚こん約やくを破は棄きする！」

　その言葉に、苦しいほど胸が締めつけられる。

（取とり戻もどさなくちゃ……！）

　ゲームを立て直さなくては。

　そして、もう一度やり直さなくては。

　ヒロインは、この私。

　それこそが正しい──！
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「待って？　今のこの状じょう況きょう、もしかして最高なのでは？」

　唐とう突とつに気づいてしまった。

　レティーツィアは、衝しょう撃げきにわなわなと震ふるえる手で頰ほおを包んだ。

（待って。落ち着いて。一いっ旦たん、落ち着こう。まだ慌あわてるような時間じゃない──は名言。そのとおり、慌てず冷静に考えよう。早とちりはしちゃ駄だ目め）

　必死に自分に言い聞かせるも、一気に高鳴る心臓。

　もういても立ってもいられず、レティーツィアはベッドを飛び出すと、そのまま足早に部屋を突つっ切きり、テラスへと続く窓を勢いよく開け放った。

　まるで藍あいの帳とばりに銀ぎん砂しゃを散らしたかのような、豪ごう奢しゃな星空。無数の光が不規則に煌きらめき、瞬またたくさまは、息を吞のむほど美しい。

　レティーツィアはテラスに出て、気持ちを落ち着けるべく大きく一つ深呼吸をすると、満天の星を見上げた。

「聖剣は失われた……。六聖の力も霧む散さんした……」

　乙女おとめゲーム『六聖のＦＯＲＥＬＳＫＥＴフォレルスケット〜語れないほど幸福な恋こいに堕おちている〜』──通つう称しょう『六恋』の世界。ここには六つの国があり、それぞれ世界を構成する六元素──光・闇やみ・地・火・風・水を司つかさどっている。

　その世界の中心である『六聖エテルネ学園』が物語の舞ぶ台たい。

　主人公プレイヤーは、何者かの意思によって選ばれ、二年の春に学園に編入。

　そこで一年を過ごす中、六つの国の皇子やその側近たちと知り合い、素す敵てきな恋をするというのが、このゲームの大まかなストーリーとなっている。

　だが、ただの学園恋れん愛あいものではない。ゲームのテーマは、『世界を揺ゆるがす恋』だ。

　そこで欠かせない要素の一つが──『聖剣』。

　主人公ヒロインは、六元素の力を宿す『聖剣』を目覚めさせて、『六聖の乙女』となる。

　そして、主人公の選せん択たくが、この世界を大きく変えてゆく。

　それこそが、正しい『シナリオ』だ。

　しかし、今のこの世界では、その『シナリオ』が破は綻たんしてしまった。

　主人公であるマリナ・グレイフォードは、リヒトの攻こう略りゃくがうまくいかないことに苛いら立だち、シナリオを無視して『六聖の乙女・覚かく醒せいイベント』を強制的に起こし、この世界における絶対的な力と立場を得た。それらを利用してリヒトを手に入れようと画策したけれど──レティーツィアの抵てい抗こうもあり、失敗。

『聖剣』は折れて塵ちりとなり、マリナが得た『六聖の力』も消えてしまった。

　そして、リヒトは──悪役令れい嬢じょうであるはずのレティーツィアを選んだ。

　ということは──？

（もうこのゲームは終わったって、考えてもいいよね？）

　ヒロインがどのエンドも迎むかえないまま、継続不可能ゲームオーバー。

（レティーツィアの破は滅めつは回かい避ひできたって、考えてもいいよね？）

　これからはレティーツィアとして、リヒトの隣となりに立つ者──未来の国母として、自分を貫つらぬいてもいいのだ。誇ほこりと自信をもって、信じる道を進んでいいのだ。

「ってことはつまり、これはもうこの世界を謳おう歌かしまくっていいってことよね!?」

　レティーツィアは歓かん喜きの声を上げて、万ばん歳ざいと両手を上げた。

「やったっ！　これで『聖地』を満まん喫きつできるっ！」

　ゲームの世界に転生するという最高の聖地巡じゅん礼れい。ヲタクとして、六恋クラスタとして、これを堪たん能のうしない手はない！

「スチルに描えがかれた場所はすべて巡めぐりたいし、主要な背景イラストで描かれたポイントも全部押さえたい。ゲーム内に出てきたスイーツやグルメももちろん全制せい覇はする。好感度を上げる手助けとなる細々したアイテムなんかも全部見つけて手に入れたい！」

　そうだ。学園や学生街で登場する、名前のないモブキャラたちも探してみたい。

　そして、ゲームではお馴な染じみの場所も、反対にいっさい登場しない場所も──学園島のすべてを観察し尽つくしたい。

「それだけじゃない！　これで、同人活動にも集中できるんだ！」

　もちろん、この世界の小説はまだ芸術性が高く、エンターテイメント性が低いもので、漫まん画がにいたっては存在すらしていない。漫画やアニメのようなイラストも存在しない。

　ネットもＳＮＳもなく、二次創作を気軽に目にすることも、薄うすい本を手に入れることもできない。そもそも、『ヲタク』という概がい念ねんすらないのだ。前世と同じような同人活動は望むべくもない。

　それでも、『推おし』はもう画面の向こうの存在ではない。『推し』と同じ空気を吸って、自分自身の目で、耳で、肌はだで、直接その存在を感じて、妄もう想そうを爆ばく発はつさせることができる。そして、それを自分なりに昇しょう華かし、形にすることができるのだ。

　これ以上のことがあるだろうか？

「世界遺産級に尊い推しを日々存分に愛めでながら、聖地を感じ、味わい、楽しみ尽くして、同人活動にも全力投球できるとか……最高過ぎるのでは!?」

　考えただけで、興奮──いえ、ときめきが止まらない。

『破滅』を回避した先には、最高のご褒ほう美びが待っていた。

　レティーツィアは満面の笑えみで喜びに身を震わせると、万歳三唱した。

「やったぁー！　思う存分ヲタ活するぞー！」
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「いったい何をブスったれているんだ？　我が婚こん約やく者しゃ殿どのは」

　雲一つない青空の下、降り注ぐ陽光に鮮あざやかな新緑が煌めく。

　六聖エテルネ学園の中庭にある薔ば薇ら園えん。薔薇垣がきの間を縫ぬうように走る小こ径みちを進んだ先の、メルヘンチックな白いとんがり屋根のガゼボ。それを囲むフェンス仕じ立たての薔薇は赤、黄、オレンジ、ピンク、白と色とりどりで、今が盛さかりと咲さき誇り、甘い香りを漂ただよわせている。

　白いテーブルの上にはスモークサーモンときゅうりのサンドウィッチに、チキンサラダ、ローストビーフ、数種類の焼き菓が子しにクリームたっぷりのトライフルなどが並んでいる。

　今日のランチも美味おいしそうだ。ワクワクしながら給きゅう仕じを待っていたレティーツィアは、リヒトの唐突な言葉に顔を上げ、眉まゆをひそめた。

　急に何を言い出したのだろう？　今、そんな話をしていただろうか。

「わたくしが……ブス……ですか？」

　思わず首を傾かしげると、リヒトが何を言っているんだとばかりに顔をしかめた。

「そんなことは言っていない。言葉は正確に聞け」

「そうですよ。レティーツィアさまのどこがブスだって言うんですか？　レティーツィアさまがブスなら、私なんか鼠ねずみの糞ふんじゃないですか」

　エリザベートが信じられないとばかりに首を横に振ふる。

　エルザベート・アルディ。レティーツィアの大切なヲタク友達だ。紅茶色のおさげ髪がみに春の新緑のような瞳ひとみ。かなり小こ柄がらで、大きなとんぼ眼鏡が印象的な子だ。

「鼠の糞だなんて！　エリザベートさんはとてもお可愛かわいらしいですわ！　大好きです！」

　その手を握にぎって力強く言うと、エリザベートがぱぁっと頰を赤らめる。

「わ、私もレティーツィアさまが大好きですっ！」

「っ……！　エリザベートさん……！」

　熱く見つめ合うレティーツィアとエリザベートに、リヒトがやれやれとため息をつく。

「……とにかく、だ。レティーツィアをブスと侮ぶ辱じょくした覚えはない」

「殿でん下かは、レティーツィアさまのお顔が大好きですもんね」

　思いがけない言葉に目を見開いたレティーツィアの視線の先で、リヒトが余計なことを言うなとばかりに、イザークをにらみつける。

　シュトラール皇国第一皇子──リヒト殿下の従者、イザーク・リード。ふわふわとした軽いライトブラウンの髪かみに、同じ色の穏おだやかな瞳。柔にゅう和わな印象の好青年だ。外見は。

　中身のほうは、かなりの腹黒で底意地が悪い。三度の飯よりも人の不幸が好き。

「今朝からずっと機き嫌げんが悪いだろう？　何かあったのか？　そう訊きいたんだ。私は」

　しかし、にらみつけただけで何も言わず、話を戻もどす。イザークの余計な一言にいちいち腹を立てていてはキリがない。そんなことは主あるじとして重々承知しているのだろう。

　レティーツィアはさらに目を丸くして、両手で頰を包んだ。

「えっ!?　顔には出さないようにしていたつもりだったのですが、不ふ愉ゆ快かいな思いをさせてしまいましたか？」

「まぁ、うまく隠かくしてはいたな」

　リヒトの長くて綺き麗れいな指が、銀のフォークをつまみ上げる。

「私とイザーク以外は気づかないレベルの巧こう妙みょうさだった」

　──一番気づかれてはいけない相手に気づかれている時点で、巧妙も何もないのだが。

「も、申し訳ありません。わたくしは……」

「謝る必要はない。別段、それを不快に思ってはいない。理由が気になっただけだ」

「理由、ですか？」

「そうだ。少々のことなら、昼まで引きずったりしないだろう？　お前は」

　たしかに、そのとおりだ。『推し』の今日も絶好調な作画を拝めただけで、嫌いやな気分はすべて吹ふっ飛とぶ。つまり朝、リヒトに挨あい拶さつできるだけで気分は花マルハッピーになるため、昼まで嫌な気分を引きずることなどありえない。

『推し』が今日も息をしている。

　ヲタクとは、それだけで最高に幸せを感じる生きものだからだ。

　ただ、今朝は──。

　レティーツィアは目の前のサンドウィッチを見つめて、そっとため息をついた。

「本当に大したことではないのです。夢見が恐おそろしいほど悪かっただけで」

「夢見が？　それを昼まで引きずるか？　お前が？」

「ええ。その……殿下に婚約破は棄きされる夢だったものですから」

　前世の記き憶おくが甦よみがえった際にも見た、ゲームのままの断罪シーンの夢。

　聖剣が失われ、シナリオが完全破綻したことで、破滅を回避できたにもかかわらず、その夢をまだ見る。しかも、これで三日連続だ。

「私が、お前を捨てると？」

　リヒトが驚おどろいた様子で目を丸くし──しかしすぐに一転、穏やかに目を細めて笑う。

　そして手を伸のばして、レティーツィアの淡あわく紫むらさきがかったピンクブロンドに指を絡からめた。

「それでご機嫌斜ななめだったのか？　……馬鹿だな。そんなことは天地がひっくり返ってもありえないと言っただろう？　その言葉だけでは不安か？」

　甘く見つめられて、頰が燃えるように熱くなってしまう。

「っ……い、いいえ！　そ、そんなことは……！　た、ただ……」

「ただ、なんだ？」

「い、いえ……あの、あまりに連続して見てしまったもので……その……」

　口ごもるレティーツィアの華きゃ奢しゃな手をつかまえて、リヒトが身を乗り出す。

「不安なら何度でも言ってやろう。レティーツィア。お前がお前であるかぎり、俺の妃きさきはお前だ。お前以外を選ぶつもりも、お前をほかの誰だれかにくれてやるつもりもない」

　レティーツィアを見つめたままきっぱりと言って、中指に形のよい唇くちびるを押しつける。

　レティーツィアを映した金の双そう眸ぼうが、甘く煌めいた。

「お前は俺のものだ、レティーツィア。俺を誰よりも幸せにすると豪ごう語ごする可愛いお前を、逃にがしたりするものか」

「っ……」

　オレサマなくせにとびきり甘い言葉と、震えるほど色香溢あふれる視線、乙女の憧あこがれである手ての甲こうへのキス──。リヒトの神がかり的な顔面をもってすれば、これはもう立派な殺人行こう為いだろう。ショックで動きを止めなかった心臓を褒ほめてやりたい。

　レティーツィアは慌ててもう片方の手で口を塞ふさぎ、素す早ばやく顔をそむけた。

「……どういう反応だ。それは」

　少しムッとした様子で、リヒトが眉をひそめる。

（あ、危ない！　殿下のご尊顔に鼻血ぶっぱなすところだった！）

　なんとか耐たえた鼻の粘ねん膜まくは、あとで充じゅう分ぶんにねぎらってやらなくては！

「殿下は、ご自身の美しさを計算に入れたうえで、そういうことをなさってください！　み、未来の国母として、人前で鼻血を噴ふき散らかすわけにはゆきませんでしょう？」

　リヒトは今や、レティーツィアの『推し』であり、『最愛の人』であり、『恋こい人びと』だ。『推し』というだけだったころに比べたら、その殺傷能力は格段に上がっている。

『夢妄想』や『夢展開』という──ほとんど唯ゆい一いつの大地じ雷らいを克こく服ふくしてしまったがゆえに、レティーツィアの命はもう毎日が綱つな渡わたりだ。

「ああ、そういうことか」

　なんだか少しホッとしたように息をついたリヒトに、イザークが「あれ？　もしかして嫌がられたかと思って焦あせりました？」とからかうように笑う。

「いいんじゃないですか？　皇子の美しさに鼻血を噴き散らかす皇こう妃ひなんて、逆に親近感湧わきそうですけど」

「私も、少なくとも悪印象にはならないと思います。皇子のことを大好きでいらっしゃる皇妃に眉をひそめる人なんているんですか？」

　ヘラヘラと笑うイザークに「馬鹿なことを言わないでちょうだい！」と言おうとして、しかしそれよりも早くエリザベートが思いがけず彼の援えん護ご射しゃ撃げきをして、驚く。

「だそうだぞ。存分に噴き散らかせ」

「い、嫌ですわ。わたくしは、できれば民たみが誇れる妃でありたいと思っておりますので」

「大だい丈じょう夫ぶですっ！　深しん紅くの薔薇のごとく鮮やかな鮮せん血けつにまみれたレティーツィアさまも、絶対にお美しいのでっ！」

「いったい何が大丈夫なんですの……？」

　綺麗な言葉で表現しても、鼻血は鼻血。間ま違ちがいなく『醜しゅう態たい』だろう。

「あ、それで思い出しましたけど、レティーツィアさまを誘ゆう拐かいした件で、セルヴァさまとノクスの処分が決まりましたよ」

　今の話から思考がどう繫つながったのかは定さだかではないが、かなり重要なことなのにまるでもののついでのようにイザークが言う。

　六元素は風を司る国──ヴェテルの第二王子、セルヴァ・アルトゥール・ヴェテル。

　彼は『六聖の乙女』となったヒロイン──マリナ・グレイフォードに命じられるまま、側近のノクスを使ってレティーツィアを攫さらい、監かん禁きんした。

　命令したマリナの目的は、レティーツィアをリヒトから引ひき離はなすため。

　従った彼の狙ねらいは、『六聖の乙女』に取り入ることで、自らが覇は王おうとなるため。

　しかし、あくまでも首しゅ謀ぼう者しゃは『六聖の乙女』。セルヴァ自身の野心の有う無むに関係なく、基本的に彼に拒きょ否ひ権はなかったという点を考こう慮りょして、本来ならばシュトラールの法で裁くところを、リヒトの温情によって、すべての決断はヴェテル王に委ねられていた。

「セルヴァさまは、王位継けい承しょう権および王籍せきの剝はく奪だつ。そして、ヴェテルの国教・ダレス教の聖地であるイシス・ダレスの地に移い封ほうとなりました。今後は神しん殿でんに属し、神官となるべく修しゅ行ぎょうをされるそうです」

「まぁ……」

「そしてノクスは、五年の禁きん固こ刑けいののち、ダレス教の修道士となるとのことです」

「そう……。ノクスは、セルヴァさまにお供できなかったの……」

　あれほどセルヴァに仕えることを己おのれの誇りとしていたのに。

「王子を諫いさめるべき立場なのに、命じられるまま罪に手を染めてしまったわけですからね。そりゃ、そうなるでしょう。むしろ、それで済んだことを本人は喜ぶべきです」

「そのとおりだ。本来なら、一番残ざん酷こくな極きょっ刑けいを与あたえられてしかるべきなのだからな」

「では、ノクスはもちろん、セルヴァさまも……この学園を去られるのですね」

　この『六聖エテルネ学園』は、世界のために設けられた学校だ。セルヴァはヴェテルの次期国王としてここに通っていたのだから、王位継承権を失い、そのうえ王族ですらなくなったとなれば、当然そうなるのだろう。

「ああ、すでに二人の身み柄がらはヴェテルに送られているし……もう会うことはないだろう。セルヴァの異母弟おとうと──ヴェテルの王位継承権第二位の編入が決まったことだし」

「セルヴァさまの次ということは、末の第四王子……ですわよね？」

「え……？」

　レティーツィアの言葉に、エリザベートがきょとんとして首を傾げた。

「セルヴァさまは第二王子でしたよね？　それなのに、次が末の第四王子なんですか？」

「現在のヴェテル王には五人の御み子こがいらしたんですが、第一王子は早世なされて、第二王子のセルヴァさまは王籍を剝奪されました。順番的に次は第一王女となりますが、ヴェテルでは女性が王位を継つぐことはできません。そうなると次は第三王子なのですが、彼もまた臣下の身分に下ってらっしゃって……。ですから次は、末の第四王子です」

「臣下の身分にって……」

「詳くわしくは、わたくしも存じ上げなくて……。そもそも第三王子も第四王子も、これまで一度も公おおやけの場にお出になっていないので……」

　他国のことも常に情報を仕入れ、しっかりと勉強しているレティーツィアでも、公式に発表されていないことは知らない。たとえば、他国の貴族の顔と名前は一いっ致ちしているが、それはあくまで貴族年ねん鑑かんに載のっている人と、社交の場において紹しょう介かいを受けたことがある人のみだ。

　ヴェテルの御子たちの場合、家系図に名前が書かれているのはセルヴァまでで、あとは第一王女、第三王子、第四王子としか記き載さいがなく、本人たちも一度も公の場に姿を見せたことがないため、よくわからない。

　知っているのは、世界六国の中でヴェテルとアフェーラは複数の妃を持つ文化があり、セルヴァと第一王女、第三・第四王子とでは生母が違うこと、そのため歳としがとても近く、たった数カ月しか違わないということぐらいだ。

　そんなレティーツィアに代わって、イザークが意味ありげな笑えみを浮うかべた。

「それがね、なかなかおもしろいんですよ。第三王子と第四王子は双ふた子ごでして、兄である第三王子は、十歳の時に自ら王籍を返上して臣下の身分になっているんです」

「えっ？　自らですか？」

「ええ、セルヴァさまのように何かの罰ばつとして王族という身分を剝奪されたのではなく、自ら臣下になりたいと王に申し出たそうです。弟の──第四王子の傍そばにいたいから、と」

「弟殿下の傍に、ですか？」

「リヒト殿下にとっての僕やラシード殿下にとってのアーシムのように、王位継承者には、常にお傍に在り続ける従者が存在します。第三王子は、第四王子のそれになりたかったんだそうですよ。常に、双子の片割れとともに在るために」

「っ……！　そのために王籍を返上するなんて……！」

　エリザベートが「素敵ですねぇ！　キュンキュンします〜！」と両手で頰を包む。

　本当に、なんとも乙女心をくすぐられる。それどころか、個人的には性せい癖へきに思いっきりぶち刺ささる。完全にドストライクだ。

「お会いできるのが楽しみですわ」

　ときめきに頰を染めて言うと、リヒトがなんだかひどく不愉快そうに眉を寄せる。

「そして、『六聖のごとき乙女』は、休学の申しん請せいを出しましたよ」

　そんな主人の姿にニヤニヤしながら、イザークが言葉を続ける。

「え……？　休学？」

『六聖のごとき乙女』とは、『六聖の乙女』として覚醒しながらその力を失ってしまったマリナ・グレイフォードのことだ。

「ええ、表向きは『六聖の力を失ってしまったのは自身の不徳のいたすところ。己を磨みがき、成長するために、世界六国を巡って見識を広めたい』とのことです」

「表向きは？」

「はい、リヒト殿下には、きちんとした書面が届きました。要約すると、『自分は矮わい小しょうな人間でした。欲に駆かられて、あのような真ま似ねをしでかした自分の愚おろかさを恥はじています。自身の目で世界を見て、もう一度一から学び直して、人間として成長することで償つぐなわせていただきたい』って感じですかね」

　レティーツィアは息を吞み、ムスッとして頰ほお杖づえをついているリヒトに視線を移した。

「許可をされたのですか？」

「……目が届くところに置いておきたい気持ちはあったがな」

　リヒトが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をして、ため息をつく。

「しかし、あれが犯おかした罪については、セルヴァの件もあって、ヴェテル王にしか伝えていないからな。罪が公になっていない以上、セルヴァと違ってあれは罪人ではないんだ。少なくとも世間的には。それどころか『六聖の乙女であった者』として影えい響きょう力を持つ身。『六聖』はそれだけ──この世界の成り立ちにかかわる絶対的な存在だからな」

「つまり、殿下のご一存では、彼女の行動を制限することはできない……」

「そうだ。すべては世界六国の王が協議して決定する。私が口を挟はさめるなら、少なくとも最初に渡わたる国がヴェテルというのだけでも阻そ止ししていたな」

「えっ!?　ヴェテルなんですか!?」

　エリザベートがスコーンを取り落とし、とんぼ眼鏡の奥の目を大きく見開いた。

「よ、よりにもよってヴェテルって……！　えっ!?　もしかして『六聖のごとき乙女』が望んだんですか!?　最初はヴェテルにって」

「ああ、そう聞いている」

「それってどうなんですか!?　ヴェテルの王子と共きょう謀ぼうして、あんなことをしたのに……。いくら、ほかの五国の王はそれをご存じないからって……」

「だから、だそうだぞ。自身の罪を知る国ならば自分を甘やかさないだろうから、まずはヴェテルで甘ったれた根こん性じょうを叩たたき直なおしたい──だったか」

「筋は通ってますけど……」

　けれど納なっ得とくはいかないのか、エリザベートは不満そうに眉を寄せて首を横に振った。

「でも、なんか嫌です……」

「……そうだな。私も同じ気持ちだ」

　リヒトが肩かたをすくめて、レティーツィアへと視線を移した。

「これは言うべきかどうか迷ったんだが……あれがお前との面会を希望している」

「え……？　わたくしとの面会、ですか？」

「ああ、あれが学園島を離れるのは今週末だが……どうする？　見送りに行くか？」

　予想だにしていなかった言葉に思わず口ごもっていると、エリザベートが気き遣づかわしげにレティーツィアの腕うでに触ふれて、ふるふると首を横に振った。

「やめておきましょうよ、レティーツィアさま。また何をたくらんでいるか……」

「エリザベートさん……」

　そう言う気持ちもわかる。だが実際には、彼女にはもうハッピーエンドを迎える手段は残されていない。すでに完全に詰つんでしまっている。

　それはつまり、彼女にはもうレティーツィアを攻こう撃げきする理由がないことを意味している。

（でもだからこそ、彼女のほうが、自分をそんな状況に追い込んだ私には会いたくないと思っていそうなものだけれど……）

　自分の未来を潰した相手と会いたい理由はなんだろう？

　レティーツィアは唇に指を当てて少し考え──あらためてリヒトを見つめた。

「殿下は見送りに行かれるのですか？」

「ああ、王子たちを代表してな。これも、世界六国の王よりの命令だ」

　リヒトがひどくうんざりした様子で頷うなずく。では──もう自分の答えは決まっている。

「でしたら、ともに参りますわ」

　ここがゲームの世界であることを知るのは、マリナとレティーツィアだけだ。

　マリナが何を考えているのかわからないが、リヒトを守るためにも傍にいるべきだろう。不測の事態に備えられるのは自分だけなのだから。

「殿下の隣には、わたくしが在らねば。そうでございましょう？」

　リヒトを幸せにするためにも。

　にっこり笑ってそう言うと、リヒトはその金の双眸をなんだか眩まぶしげに細めた。

「そうだな」
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　終業の鐘かねが鳴ると同時に、レティーツィアは素早く席を立った。

（さて、さっそく学園内の聖地巡礼よ！）

　背景イラストで描かれた場所でまだ見ていないのは、まず北の森に六聖を祀まつる聖堂──しかしこの二つは、許可なく立ち入ることができない。

（庶しょ民みん・中流階級用のカフェテラスも、私が入ることは難しいし……）

　そうすると──残るは、貴族専用カフェテラス、生徒会室、保健室、応接室、大聖堂、ダンスホール、温室を含ふくむ東の庭園、温室ぐらいだろうか。

（じゃあ、まずは東の庭園と温室へ行ってみよう。放課後は人も少ないだろうし）

　レティーツィアはそそくさと教室を出た。

（温室は、リヒト殿下、リアム殿下、ユエ殿下、アレクシスのイベントが発生するのよね。とくに、アレクシスイベントのスチルは最高だった！）

　そして東の庭園は、リアム、ユエ、ノクスとのイベントが発生する場所だ。絶対に押さえておきたい。

（東の庭園は、ユエ殿下のスチルがヤバ過ぎたよね！　噴ふん水すいで濡ぬれて……ああっ！）

　盛せい大だいにニヤけてしまいそうになるのを必死に堪こらえながら先を急ぎ、校舎を出る。

　東の庭園は、校門とは違う方向だ。そのため、校舎を出て少し歩いただけで一気に人が少なくなる。そうなれば──もうヲタクの自分を抑おさえられない！

　レティーツィアは逸はやる気持ちのまま、走り出した。

（東の庭園の背景イラストポイントは、噴水前と植木迷めい路ろの中の六聖彫ちょう刻こく前！　噴水前はともかくとして、植木迷路の中の彫刻はすぐに見つかるかしら？）

　ワクワクしながら校舎の角を曲がろうとした瞬しゅん間かん、物もの陰かげからヌッと何かが現れる。

　ギョッとした時には──すでに遅おそし。

「きゃっ……！」

「おっと……！」

　そのまま出で会あい頭がしらにぶつかってしまい、レティーツィアは顔を押さえてよろめいた。

「大丈夫ですか？」

　力強い腕が、サッと身体からだを支えてくれる。

　レティーツィアは鼻の頭をさすりながら、顔を上げた。

「え、ええ。申し訳ありま……っ……！」

　息が、止まった。

　好き勝手な方向を向いたロングウルフの白はく髪はつが、ひらりと風に踊おどる。

　少し目め尻じりが上がった切れ長の双眸は、鮮やかなアメジスト。色香溢れるその眼まな差ざしは、一いっ瞬しゅんにして見る者の心を捕とらえてしまう。まっすぐ通った鼻筋に引き締しまった精せい悍かんな頰、唇は薄く、形がよく、ゾクゾクするほど甘やか。

　そして、その身に纏まとっている制服は純白──選ばれし者のそれだった。

（刺し色も白……！　これは、ヴェテルの……！）

　そのとおり、襟えりもとにはヴェテルの国章が輝かがやいている。

（では、この方が……セルヴァさまの弟殿下……！）

　息を吞んだ瞬間、白き殿下が「大丈夫ですか？」と気遣わしげに言う。

　レティーツィアは慌てて数歩後ろに下がると、スカートを持ち上げて恭うやうやしく一礼した。

「た、たいへん失礼いたしました……！　お初にお目にかかります。シュトラール皇国、レティーツィア・フォン・アーレンスマイヤーと申します」

「……あ……」

　白き殿下が何やら困ったように口ごもり、視線を泳がせる。そしてそのまま口を噤つぐんでしまった。

（あ、あら……？　名乗っていただけない……？）

　一気に血の気が引く。それほどの不興を買ってしまったのだろうか？　どうしよう！

　だが、白き殿下が何も言わない以上、レティーツィアは黙だまって待つことしかできない。声をかけるのは身分の高い者から。それが鉄則だから。

　内心ひどい冷ひや汗あせをかきながら、それでもなんとか笑顔を崩くずさず言葉を待っていると、白き殿下がそっとため息をつく。

「すみません……。まさか、見つかってしまうとは……」

　なんのことだろうと首を捻ひねった──その時だった。

「あれ〜？　レティちゃんだぁ〜！」

　突とつ然ぜん、頭上からのんびりした声が降ってくる。

（レ、レティちゃん!?）

　親にだって、そんなふうに呼ばれたことはない。

　驚いて振り仰あおぐと、校舎の二階の窓からこちらを見下ろしていた人物と目が合った。

「っ……!?　噓うそ……」

　その顔は──そしてどうやら服装も、目の前の白き殿下とまったく同じ。

　目を丸くしたティーツィアに、同じ顔をした御お方かたはニィッと唇の端はしを持ち上げた。

「待って待って、レティちゃん。すぐにそっちに行くから」

　そう言うや否いなや、そのまま窓から身を躍おどらせる。

「っ!?　あ、危なっ……！」

　予想だにしていなかった行動にギョッとした瞬間、その御方は空中で一回転、軽かろやかに地面に着地した。

「六元素は風を司る国──ヴェテルの第四王子、イアン・フィアードラウル・ヴェテルと申します。どうぞお見知りおきを」

　マントをバサリと軽やかにさばき、そのまま胸に手を当てて、ひどく優ゆう雅がに一礼する。
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「第四……？　えっ……!?」

　では、こちらの御方が王位継承権第一位となった末の王子なのか。

　レティーツィアはポカンと口を開けて、隣の白き殿下を見上げた。

（でも、こちらの方も国章をつけていらっしゃるのだけれど……？）

「で、では……？」

「非礼をお詫わびいたします。レティーツィアさま。私はイアン殿下の第一従者、ロイド・レイラーシュ・サウズミルドと申します。以後、お見知りおきを」

「ああ、いえ……先ほどは失礼いたしました」

　軽く頭を下げると、イアンがきょとんとしてロイドを見る。

「何？　ロイド、なんかやらかしちゃったの？」

「ええ、ぶつかってしまいました。それだけなら、ちょっとした事故なのですが……」

　ロイドが言葉を濁にごして、そっと息をつく。

　それだけで察したらしい。イアンは「ああ、なるほどね〜？　謝ることも名乗ることもできなかったってわけか」と呟つぶやくと、レティーツィアに視線を戻して苦く笑しょうした。

「ゴメンね？　レティちゃん。ロイド、さっきまで俺のフリをしてたんだよね。だから、名乗らなかったんじゃなくて、名乗れなかったんだよ。勝手にバラすわけにもいかないし、かといって予定になかった人まで騙だますわけにもいかないしで」

「え？　イアン殿下のフリ……ですか？」

　思いがけない言葉に目を丸くすると、ロイドが再びため息をつく。

「ええ、殿下が学園を運営されている方々との顔合わせや、各種説明、学園の案内などを嫌がられまして」

「まぁ……」

　とんでもない話だ。呆あきれてイアンを見るも、しかし彼はまったく悪びれる様子もなく、「だって、かったりーじゃん」などと言う。

「顔合わせとか、説明とか、案内とか、やってらんねーよ。ロイドが覚えててくれれば、それで充分だし」

「しかし、何かあった時のために、殿下も……」

「何もねーよ。何があるって言うんだよ？　お前は、常に俺の傍にいるだろ？」

　ロイドの言葉を遮さえぎり、その肩をつかんで引き寄せる。

　ほとんど同じ顔が、キスをしてしまいそうなほど近づいた。

「お前は俺のものなんだから」

「っ……！」

　心臓が信じられないほど大きな音を立てて跳はねる。

（む……無理ぃぃいぃいぃぃっ！）

　レティーツィアは思わず両手で顔を覆おおい、天を仰いだ。

（待って！　無理！　あまりにも無理！　性癖にぶち刺さりすぎて、無理が過ぎるっ！）

　双子というだけでポイントが高いのに、兄は弟の傍にいたいがために王籍を返上して、弟はそんな兄を自分のものだと公言してはばからない──この関係性がたまらない。

（今のやりとりだけで、ご飯何杯ばいでもイケる！　そのままイアン×ロイドもいいけれど、ロイド×イアンもいい！　傲ごう慢まんオレサマな強気受け！　待って！　しんどい！）

　今すぐ帰って、この『萌もえ』を昇華したい！　文章もイラストも書き殴なぐりたい！

（でも、ここはやっぱりイアン×ロイド！　主従逆転はもうすでにアーシム×ラシードでやってるし！　少しだけ印象が違う、だけど驚くほどそっくりな双子が快感に悶もだえる姿は最高に萌える！　滾たぎる！　想像するだけで無理みがエグい！）

　本当に、この世界はどこまで『萌え』を与えてくれるのだろうか。

「ああ……もう……しゅきが止まらない……！」

「レティちゃん？」

「レティーツィアさま？」

　双子が不思議そうにレティーツィアを見る。その仕草のシンクロ具合もドストライクだ。

　レティーツィアは思いっきりニヤけてしまいそうなのを必死に堪えながら、あらためてイアンに頭を下げた。

「ヴェテルの若き太陽にご挨拶申し上げます。レティーツィア・フォン・アーレンスマイヤーと申します」

　それを受けて、イアンもまた恭しくお辞じ儀ぎをする。その後ろで、ロイドも深々と。

「セルヴァとその従者が犯した罪につきまして、弟として、ヴェテルの王位継承者として、あらためて心よりお詫び申し上げます。レティーツィア嬢じょう」

「あ、頭を上げてくださいまし。イアン殿下が謝ることではございませんわ」

　レティーツィアは慌てて両手を振った。

「セルヴァさまにもノクスにも、すでに罰が下されました。それで充分でございましょう。これ以上の謝罪は必要ありません」

　セルヴァの罪を、国や国王陛下──ましてや弟殿下が背負うことはない。

「イアン殿下とわたくしたちの関係はこれから紡つむいでゆくものです。セルヴァさまの罪が影響することなどございませんわ」

　笑顔できっぱりと言うと、イアンが嬉うれしそうに笑う。

「聖剣を折った武勇伝を聞いた時にも思ったけど、レティちゃんってやっぱいいな〜！」

「こ、こら！　イアン！　そういう発言は……！」

「え〜？　いいなって思ったから、そう言っただけじゃん。褒めてんだけど？」

　ロイドがため息をついて、レティーツィアに頭を下げる。

「……申し訳ありません。イアン殿下はなんというか……奔放な性格でして……」

「え〜？　はっきり言えばいいじゃん。品がないんだって」

「イアン……！　そういう問題ではなく……」

「俺、末っ子なのもあって、王子としての教育なんかろくすっぽ受けてこなかったんだよ。変に勉強したりすると、王太子の座を狙ってるんじゃないかって警けい戒かいされたりするしさぁ。だから、ロイドと二人で離り宮きゅうに籠こもって、わりと自由に過ごしてたんだよね」

　イアンがレティーツィアの顔を覗のぞき込むようにして、アメジストの双眸を細める。

「王子らしくなくて、ゴメンね？」

「いえ、そんなことは……」

　レティーツィアは顔面の筋肉を酷こく使ししてなんとか平静を装よそおいながら、首を横に振った。

（むしろ、自由奔放でワイルドな王子！　大好物ですっ！）

　そして、自分も思いっきり『いいな〜！』などと思っていた。口に出さなかっただけで。

　ただし、おそらくイアンの言う『いいな〜！』とは意味合いがまるで違うだろうけれど。

（もちろんロイドもいい！　私相手にはちゃんと『イアン殿下』って言うのに、本人には『イアン』って呼び捨てするのが、心が通じ合ってる感じがして最高っ！）

　顔はほとんど同じで、性格がかなり違うというのも、ポイントが高い。

（ああ、イアン×ロイドの脳汁駄だ々だ漏もれな薄い本が読みたい……！）

「レティーツィアさまのおかげで、殿下を見つけることができました。感謝いたします。さぁ、イアン、帰りますよ」

「あ、何？　俺を探してたの？」

「待機場所にいなかったら、探すに決まってるじゃないですか。僕がイアンを演じている間は大人しくしている約束だったでしょう？　それなのにフラフラ出歩いて」

「だって退たい屈くつだったんだもんよ〜」

「だからって、困ります。鉢はち合あわせでもしてバレたらどうするつもりだったんですか？」

「そこまで間ま抜ぬけじゃねーよ。大丈夫」

　お小言もどこ吹く風のイアンに肩をすくめて、ロイドがレティーツィアに視線を戻す。

「レティーツィアさま、あの……このことは……」

「はい、内ない緒しょですね？　承知しております」

　唇に人差し指を当てて、にっこりと笑う。ロイドはホッとした様子で唇を綻ほころばせると、胸に手を置いて一礼した。

「では、失礼いたします。次は、尊き方々の顔合わせの際に」

「ええ、楽しみにしておりますわ」

「じゃあね〜！　レティちゃん！」

　にこやかに手を振って、イアンがロイドとともに去ってゆく。

　よほど仲がいいのか、ずっと話しっぱなしだ。時折、お互たがいを見ては笑い合う。

「〜〜〜〜っ！」

　興奮にも似た──いや、これは間違いなく興奮だ。レティーツィアは胸の内で熱く滾る感情に身を震わせると、素早く校舎の陰に隠れて、天に向けて拳こぶしを突き上げた。

（最の高っ！　最高オブ最高っ！　思う存分ヲタ活を楽しめる状況になったと思ったら、こんな良質な『萌え』と出で逢あえるなんて！）

　下手をしたら、双子をメイン攻略キャラにしてゲームを一本作れてしまえそうだ。

　そこまで考えて──レティーツィアはふと双子が去った方向を見つめた。

「彼らは、ゲームとは関係ない……のよね？」

　そのはずだ。ゲームでは、名前すら出てこなかったのだから。

　しかし──一いち抹まつの不安を覚える。

　ともすれば、ヴェテルのもともとの攻略対象であるセルヴァを凌しのぐあの存在感。

　彼らは本当に、ただの双子なのだろうか──？
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　週末──。学園島唯一の船着き場。

「まさか、見送りに来ていただけるなんて……」

　爽さわやかな潮風になびく髪を押さえながら、マリナが笑う。

　さすがは『ヒロイン』だ。ひらりと揺れる薄うす紅べに色のワンピースがなんとも可愛らしい。

「リヒト殿下、私がヴェテルへ渡ることを許していただき、ありがとうございました」

　頭を下げたマリナに、リヒトが首を横に振る。

「私は関係ない。元・六聖の乙女の今後については、世界六国が協議して決めたことだ」

「でも、私の『ヴェテルに行きたい』という希望が叶かなえられたのは、セルヴァさまの罪の黒幕が私であることを知らないからです。知っていたら、少なくともヴェテル以外の国は、絶対に反対したはず。違いますか？」

「どうだかな。お前の希望はヴェテルに永住することではなく、世界六国を巡って見識を広めることだと聞いている。その最初に渡る国としてヴェテルを選んだというだけの話だ。泡あわを食って止めるようなことでもないと思うが」

「もちろん、私のために秘してくださったわけではないことは、重々理解しております。それでも私は、リヒト殿下の温情に心から感謝し、これからはしっかりと地に足をつけて生きてゆこうと思っています」

　リヒトの『お前なんかのために特別何かをしてやった覚えなどない』と言わんばかりの態度にもめげることなく、マリナが再び深々とお辞儀をする。

「それがいいと思いますよ。影かげながら応おう援えんしています」

　殊しゅ勝しょうな態度のマリナに思わず口を噤んだリヒトに代わって、イザークが笑顔で言う。

　マリナは「ありがとうございます」と笑って、レティーツィアに向き直った。

「まさか、会っていただけるだなんて……。ありがとうございます。そして、あらためて申し訳ありませんでした。私……レティーツィアさまにはとんでもないことを……」

　大きなチョコレート色の瞳を潤うるませるさまも、なんとも庇ひ護ご欲をそそる。

　レティーツィアは苦笑して、ふるふると首を横に振った。

「もう終わったことですわ」

「いいえ、いいえ！　終わってなど……！　だってまだ、ろくな償いも……！」

「そんなことはお気になさらないで、マリナさん。どうかもう前世かこに囚とらわれることなく、しっかりと前と己を見つめて、これからの人生を歩んでいってくださいませ」

　償いなんていらない。それだけで充分だ。

「レティーツィアさま……」

　マリナが今にも泣き出しそうな笑みを浮かべて、そのまま俯うつむく。

「そうですね……。終わったんだと思います……一作目わたしは」

「え……？」

　その含みを感じる意味深な言葉に、レティーツィアは思わず目を見開いた。

　今のは──？

　しかし、その意味を問う間もなく、碇てい泊はく中の大きな船から白いローブ姿の数名の男女が降りてくる。──別れの時だ。

「シュトラールの若き太陽にご挨拶申し上げます。シュトラール皇国に幸さちあらんことを」

　彼らは神に祈いのるように胸の前で両手を組むと、深々と頭を下げた。

「イシス・ダレス第一神殿は首席神官のウィル・ガスパールと申します。乙女をお迎えに上がりました」

　全員、ヴェテル国民の特とく徴ちょうでもある、抜けるように白い肌に淡い色の髪をしている。

　その中に純白の髪をした青年を見つけて、レティーツィアは目を丸くした。

（あ、そうか……。イシス・ダレスって……）

　セルヴァが移封となった地だ。

「セルヴァさま……」

　マリナがひどく驚いた様子で呟く。どうやら、彼女も知らなかったようだ。

「大神官さまのご配はい慮りょです。乙女の話し相手を仰おおせつかりました。ヴェテルまでの道中、顔見知りが一人もいないというのは息が詰まるだろうと」

「あ……そ、そうなんですね……。あの……セルヴァさまには本当にご迷めい惑わくを……」

　気まずそうに視線を泳がせるマリナに、セルヴァは笑顔で首を横に振った。

「いいえ、乙女。私が愚かだっただけでございます。そして、どうかセルヴァと。現在はセルヴァ・オスクラと名乗っております」

「はい……。あの……では、セルヴァ。よろしくお願いいたします」

「こうしてお仕えできること、光栄にございます。乙女」

　恭しくお辞儀をして──セルヴァのアメジストの双眸がレティーツィアを映す。

「二度とお目にかかれないものと思っておりましたので、お会いできてとても嬉しいです。アーレンスマイヤー公こう爵しゃく令嬢。謝罪することすらできないままでしたから」

　そう言って、その場に膝ひざをつく。そして両手を胸の前で組むと、深々と頭を垂れた。

「本当に申し訳ございませんでした。この罪は、生しょう涯がい神にお仕えすることで償いとさせていただきたく存じます」

　神官特有の敬礼に、少しだけ胸が痛む。ヴェテルの第二王子、セルヴァ・アルトゥール・ヴェテルはもういないのだと実感する。

「……今後のあなたに幸あらんことを。セルヴァ・オスクラどの」

「もったいないお言葉。アーレンスマイヤー公爵令嬢の慈じ悲ひに感謝いたします」

「──乙女よ、お別れは済みましたか？」

　セルヴァの謝罪が済んだ瞬間、ウィル・ガスパール首席神官が厳おごそかに言う。

「もう少しだけ、時間をください」

　マリナはそう言うと、そっとレティーツィアに身を寄せた。

「レティーツィアさま、『ゲーム』はまだ終わっていませんよ」

「え……？」

「私が知っているかぎり、『六恋』は第四作目の製作が決定していました」

「は……!?」

　密ひそやかな──けれど衝撃の言葉に、思わず息を吞む。

　四作目──!?

「私が退場しても、一作目が終わっただけに過ぎません。ヒロインが変わった二作目でもあなたは悪役令嬢でした」

「っ……」

　レティーツィアが見た続編製作決定第一報のトレーラーでは、まだ悪役令嬢の部分には触れられていなかったけれど、たしかに二作目は、一作目の攻略キャラたちがあまりにも人気だったために作られた──同じキャラを使った別軸じくの物語という位置づけだったはず。マリナの言うとおり、攻略キャラが変わらないなら悪役令嬢もそのままの可能性は高い。

「二作目は唯一ダブルヒロインシステムが採用されていたのもあってか、評価は高かったです。あくまで別軸なので、その内容が次に踏とう襲しゅうされることはありませんでしたけど」

「どうして……」

　ようやく喉のどから絞しぼり出だした言葉は、滑こっ稽けいなほど震え──かすれてしまっていた。

「だって、『もう終わった』なんて仰おっしゃるんですもの。もしかしてご存じないのかなって」

　マリナがさらに笑みを深めて、レティーツィアの手を取る。

　二人の声はひどく小さいため、傍はた目めには別れを惜おしんでいるようにしか見えないだろう。

「イアン殿下が編入されたと聞きました。でも、イアン・フィアードラウル・ヴェテルは第三作目の攻略キャラで、本来はセルヴァさまの息むす子こです」

「っ……息子ですって？　そんな……」

　じゃあ、今はどうして弟になっているのだろう？

「さぁ？　急に退場者が出たから、設定に変へん更こうが加えられたのかもしれませんね」

　レティーツィアは愕がく然ぜんとしてマリナを見つめた。

　退場──。セルヴァが、王位継承権と王籍を失ったから？　だから、『次』が現れたというのだろうか。息子から弟へと──無理のないようにキャラクター設定が変化して？

（で、でも、弟殿下はいたはずよ……）

　各国の王族の家系図はすべて頭に入っている。それは間違いない。

（もしかして、名もなき第三王子と第四王子に、双子が上書きされたってこと──？）

　冷たいものが背中を駆け抜ける。でも、まさか！　さすがに荒こう唐とう無む稽けい過ぎる。

　そう思うものの──しかしマリナの言葉を完全に否定できない自分がいる。

　あの双子の存在感は、モブキャラにはありえないものだった。なぜ彼らを差し置いて、セルヴァとノクスがメインキャラだったのかと考えてしまうほど。

　続編でのキャラだと──本来ならセルヴァやノクスと同じ舞台に立つことなどなかったキャラだとすれば、納得がいく。

（でも、いったいどういう力が働いて、そんなことになっているの？）

　この世界を支配しているその『力』は、いったいなんなのだろう？

　ゲームをシナリオどおり進めようとする『強制力』？

　でも、本当にそんなものがあるのなら、なぜ未いまだに自分は排はい除じょされていないのだろう？　ヒロインであるマリナがシナリオを遂すい行こうする一番の障害となっていたのに。

（リヒト殿下だってそうよ。チュートリアルを完全に無視したのに……）

　レティーツィアもプレイした一作目では、前日に編入生のマリナと出逢ったリヒトが、学園を案内する。その際、行く先々で各国の皇子たちと遭そう遇ぐう──リヒトが紹介することで、ヒロインは攻略対象全員と繫がる。そこまでがチュートリアルだ。

　リヒトがその案内を拒否したため、マリナはゲームをスタートすることができなかった。

『ゲームの強制力』というものが存在するのなら、どうしてその時に働かなかったのか。

　そしてなぜ、今なお、攻略対象と悪役令嬢が結ばれた現状をそのままにしているのか。

「……レティーツィア？」

　レティーツィアの様子がおかしいことに気づいたリヒトが、眉を寄せる。

　しかし、同時にマリナがホロリと涙なみだを零こぼして、震えるレティーツィアを抱だき締めた。

「ああ……！　いつか、また会いできたらと思います。レティーツィアさま……！」

　そして別れを惜しんでいるふうを装いながら、レティーツィアの耳もとに唇を寄せた。

「ゲームはまだ終わっていません。『次』が、ちゃんといますよ。あなたの傍に」

「っ……そんな……」

「二作目のヒロインは双子です。自身が双子であることも、お互いの存在も知らないまま、別々に育った姉し妹まい──。一人はクールで無ぶ愛あい想そう、信じられる人にしかありのままの自分を見せることができないクーデレな子。庶民クラスで、名前はクラウディア・ジョルジュ」

「クラウディア……ジョルジュ……」

「もう一人は本が好きで大人しく、少し気が弱いけれど思いやりがあって優やさしい子です。クラスは新興富裕層ブルジョア。名前は──」

　マリナがようやく腕を解き、軽やかに数歩下がる。

　そして、実にヒロインらしい──愛らしく華はなやかで、ひどく残酷な笑みを浮かべた。

「エリザベート・アルディ」

　戦せん慄りつが走った。
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　ギインッと、広い空に金属音が響ひびく。

　あたりに満ちるビリビリとした緊きん張ちょう感。剣けんが激しくぶつかり合うたび、身体からだがすくむ。

「くっ……！」

「反応が遅おそい！」

　リヒトが鋭するどく叫さけび、さらに大きく一歩踏ふみ込む。

　懐ふところに入り込まれて、アレクシスがギョッと身を仰のけ反ぞらせる。同時に、なぜかリヒトが剣を持つ手を引く。アレクシスの注意がそちらに向く。

　そして生じた隙すき──。その脇わき腹ばらに、リヒトが痛つう烈れつな蹴けりを叩たたき込んだ。

「ぐっ……！」

　アレクシスの身体がぐらりと傾かたむき、そのまま地面に膝ひざをつく。ひゅんと剣を唸うならせて、リヒトはその喉のどもとに切っ先を突つきつけた。

「──詰つみだ」

　アレクシスを見下ろして、リヒトが冷たく言う。

　少し離はなれたところにあるガーデンチェアに座ってすべてを見ていたレティーツィアは、両手で真っ赤に染まった顔を包んで身を震ふるわせた。

（か、かっこいい！　なんて華か麗れいな剣さばき！　そして、ものすごくお強い！　ああ！　最高！　尊死しそう！　いえ、尊過ぎて、逆に魂たましいが洗われて寿じゅ命みょうが伸のびる〜〜〜〜！）

　ああ、今日も推おしが最高だ。

「……お見それいたしました」

　アレクシスが剣を地に置いて姿勢を正し、深々と頭を下げる。

「何度剣を合わせても、殿でん下かには勝てる気がいたしません。もっと精しょう進じんしませんと」

「馬鹿正直に真正面から挑いどみ過ぎなんだ、お前は。あと、剣に注意を払はらい過ぎだな」

「もちろん、殿下相手に恥はずかしい真ま似ねはできませんから」

「馬鹿か、お前」

　リヒトが眉まゆをひそめて、剣を鞘さやに収める。

「それでもクレメンスの第一従者か。お前が貫つらぬくべきは、『正しさ』じゃないだろう」

「え……？　ですが……」

「お前の使命は、主あるじを守まもり抜ぬくことだ。選ぶべきは、主を脅おびやかす敵を潰つぶす一番確実な方法。どんな卑ひ怯きょうな手でも使え。主のためなら喜んで汚よごれてみせろ。それでこその第一従者だ」

「あれ？　僕、褒ほめられました？」

　イザークがリヒトにタオルを差し出しながら、いけしゃあしゃあと笑う。

「……聞いたか？　このぐらいの図ずう々ずうしさを持て」

「無茶を仰おっしゃる……」

　アレクシスがため息をつくと同時に、レティーツィアの隣となりに座るナディアも顔を歪ゆがめて、「可か哀わい想そう……」と呟つぶやいた。

　彼女もまた選ばれし者。六元素は火を司つかさどる国──ヤークートの第一王子、ラシード・ムスタファ・アブドゥル゠スレイマン・ヤークートの婚こん約やく者しゃ候補だ。

　今日も、ゆるふわっとした緋ひ色いろの髪かみをツインテールにして、大きなリボンをつけている。同じ色の大きな瞳ひとみは零こぼれ落おちそうで、とても可愛かわいいらしい。

「イザークを見習えだなんて……。そんなこと言われたら、私だったら泣いちゃう……」

　同感だ。むしろ、イザークは『人としてああなってはいけない』というお手本だろう。

　ナディアの言葉に、同じテーブルに座るレアもまた頷うなずく。

　水を司る国──キュアノスの第一皇子、クレメンス・フォレミオン・リド・キュアノス。

　キュアノスの公こう爵しゃく令れい嬢じょうであり、クレメンスの婚約者。

　彼女の清らかさを表しているかのように、身体のほとんどは限りなく白に近い淡あわい色。白しら藍あいの長い睫まつ毛げが影かげを落とす瞳だけが、深い海の底のようなプルシアン・ブルー。

　レティーツィアの推しの一人だ。アレクシスを見つめる横顔がたまらない。

「何が無茶だ」

『イザークを見習うなんて人として終わり』──アレクシスもレティーツィアたち三人もそう思えど、しかしリヒトだけは何を言っているんだとばかりに表情を険しくした。

「お前に負けは許されない。敵を前にして斃たおれてみろ。その瞬しゅん間かん、クレメンスの命は消えるんだ。いいか？　お前に求められているのは清く正しく在ることではない。卑怯な真似をしようと、無様な姿を晒さらそうと、必ず勝ちをつかむことだ」

「も、もちろん心得ております。敵が相手なら、俺も……」

「その考え方が駄だ目めなんだ」

　アレクシスの反論を遮さえぎり、ピシャリと言う。

「敵が相手だったら容よう赦しゃはしない？　私が相手だから本気を出せないと？　ふざけるな。そんな区別をしている時点で駄目だ。敵が顔見知りだったらどうするんだ」

「っ……それは……」

「誰だれが相手でも、どんな場合でも、勝利にこだわれ。卑怯でも、無様でも、勝利を逃のがすな。クレメンスのために。レア嬢じょうのために。それができなくて何が第一従者だ！」

「っ……！」

　瞬間、アレクシスが剣をつかみ、素す早ばやく地を蹴る。リヒトはニヤリと唇くちびるの端はしを持ち上げ、スラリと剣を抜いた。

　再び、剣がぶつかり合う激しい音があたりに響き渡わたる。

「……信じられない。腹ごなしって言ってたけどそれにしては激し過ぎない？　ランチはもっとゆったり過ごしたいんだけどぉ〜」

「あら、どうします？　サロンの中に入ります？」

　食事はもう終わっているけれど、食後のお茶がまだだ。いい天気だからとサロン併へい設せつのガーデンに出てきたのだが──たしかにこれでは落ち着かない。

「そうね、いいお天気だから外でお茶したかったけど……今日は男性陣じんに譲ゆずろうかしら。なんか盛り上がってるっぽいし。男性陣と言っても、身体を動かしてるのはリヒト殿下とアレクシスだけだし、ユエ殿下とリアム殿下とルーファスはランチが終わったらさっさと戻もどっちゃって、見学してもいないんだけど。でも、ラシード殿下は楽しそうに見てるし」

　男性陣のテーブルに座るラシードを見つめながら、ナディアが肩かたをすくめる。

　視線に気づいたのか、イアンだけがこちらを見て、笑え顔がおでヒラヒラと手を振ふる。

　今日のランチで、イアンと従者のロイドは他国の選ばれし者と正式に顔合わせをした。

　イアンはしっかり猫ねこを被かぶっており、彼のあの奔放さはレティーツィア以外知らない。

「……笑顔がいい感じよね。弟殿下」

　手を振り返しながら、ナディアが視線を優やさしくする。

「あれだけ綺き麗れいな顔が二つ並んでいるのは、なかなか眼福だわ」

「そうですわね」

「ま、一番素す敵てきなのはラシード殿下だけどね。異論は認める」

「ナディアさまにとってはそうですわね。わたくしにとっては……」

　剣を振るう勇ましいリヒトをうっとりと見つめる。

（ああ、素敵……！　本当に作画が良過ぎて困る。なんなの？　あの吸引力の変わらないただ一つの顔面……！）

　もちろん、リヒトが素す晴ばらしいのは姿形だけではない。その気き性しょう、皇子たる自覚、威い厳げん、カリスマ性。そして、アレクシスに説いた独自の信念まで、すべてが完かん璧ぺきだ。

「もちろん、レアさまにとってはクレメンス殿下が……」

　レアへと視線を移して──思わず言葉を失う。

　ナディアもまた、「え……？」と目を丸くした。

（え……？　何？　レアさま推しがめちゃくちゃキラキラしてるんだけど……!?）

　激しく剣を交かわす二人を見つめて、うっとりと恍こう惚こつの表情を浮うかべている。

　頰ほおは薔ば薇ら色に染まり、瞳はこれでもかと輝かがやいていて──息を吞のむほど可愛い。

「ああ、リヒト殿下……！　アレク……！　素敵……！　ゾクゾクしますわ……！」

「レ、レアさま？」

「何？　レアって、そんなに剣けん術じゅつが好きだった？」

　レティーツィアとナディアが首を傾かしげると、レアがハッとした様子でこちらを見る。

　そして、「あ……いえ……その……」と視線を泳がせたあと、照れた様子で微笑ほほえんだ。

「ボロボロになっているアレクが愛いとおしくて……」

「えっ!?」

　アレクシスが愛しい──!?

　レティーツィアは愕がく然ぜんとして、恥ずかしそうにしているレアをまじまじと凝ぎょう視しした。

（えっ!?　噓うそ！　聞き間ま違ちがいじゃないよね!?　今、アレクシスが愛しいって言ったよね!?　こ、これ、公式だよね!?　公式で、レアさまの口からアレクシスが愛しい発言が出たよ!?　ええっ!?　夢かなっ!?）

　思わずバチンと自分の頰をひっぱたく。ナディアがビクッと身を震わせ、「な、何よ？　なんなの？」と眉を寄せた。

「も、申し訳ありません……。あの、にわかには信じがたくて……」

「それは、そうよね。クレメンス殿下もいらっしゃるのに、そんなこと言っていいの？　まぁ、この距きょ離りじゃ聞こえないだろうけど……。不用意じゃない？」

　ナディアが咎とがめると、しかしレアはきょとんとして首を傾げる。

「え……？　クレメンス殿下に何かございまして？」

「何かって……」

「わたくし、殿との方がたが泥どろや汗あせにまみれたり、激しく打ちのめされたり、ボロボロになるのが大好きでして……」

「はぁ？」

「えっ!?　そ、そっちですの!?」

　唐とう突とつな性せい癖へきのカミングアウトに啞あ然ぜんとしていると、レアがわたわたと両手を振った。

「あ、傷つけたいとか、痛めつけたいとか、害を与あたえたいというわけではございませんの。実際に、目の前で誰かが血を流すようなことがあれば、もちろん恐おそろしいですし、きっと泣いてしまいますわ。そうではなくて……。どんな困難に遭あっても、まだ輝きを失わず、雄お々おしく立ち向かう姿が好きと申しますか……。そういうの、わかりません？」

「ああ、それなら、もの……」

『ものすごくわかる』と頷こうとするも──しかしそれよりも早く、ナディアが「全然！　まったくわからないわ！」ときっぱり言う。

「そんなの、ひたすら可哀想じゃない！」

「まぁ、そうですか？　でも……たとえば、ラシード殿下が何かにひどく打ちのめされて、ボロボロと涙なみだを流しながら、歯を食くい縛しばって立たち尽つくしていらっしゃったらどうです？　それでも、その燃える瞳が輝きを失っていなかったら？　ときめきませんか？」

「それはときめくわ！」

「即そく答とうじゃないですか」

　可哀想はどこにいったのか。

「いや、でも、やっぱり可哀想は可哀想よ。それでもラシード殿下限定で想像するなら、それはときめくと言わざるを得ない……」

「嬉うれしいですわ。わかっていただけて」

「でも、それは私がラシード殿下を好きだからよ。レアはそうじゃないでしょ？」

　その言葉に、思わずビクッと肩を震わせてしまう。

　──そこは明確に言げん及きゅうしないでほしかった。

「そうですわね。これは恋れん愛あい感情とは別のものです」

　レアが無む慈じ悲ひにもきっぱりと言う。レティーツィアは両手で顔を覆おおった。

（儚はかない夢で終わった……。アレクシス×レアの公式認にん定てい……）

　別段公式であってほしいわけではないけれど、一いっ瞬しゅん期待をしてしまっただけにつらい。

　地の底より深いため息をついていると、ナディアが再び眉を寄せる。

「それで、レティーツィアはなんなの？　さっきから反応が謎なぞ過ぎるんだけど」

「……お気になさらず……」

　その時、ひときわ耳に痛い金属音が響き、男性陣からワッと歓かん声せいが上がる。

　ハッとして視線を戻すと──リヒトが華麗な仕草で剣を鞘に収めたところだった。

　その足もとには、アレクシスが膝をついている。剣を地に突き刺さし、それを支えにしてようやく倒たおれ込むのを防いでいるといった様子だ。激しく上下する肩と滴したたり落ちる汗が、彼の消しょう耗もうを如にょ実じつに表していた。

　それでも、リヒトを見つめるアレクシスの目は死んでいない。凶きょう暴ぼうな光にギラついて、まるで得物の隙を窺うかがう野生の獣けもののよう。

「ああ、素敵っ……！」

　アレクシスの姿に激しく身を震わせ、レアが恍惚の表情を浮かべる。

「……でも、恋愛感情ではないのよね？」

「ええ、そうですわ。シチュエーションにこそ心がひどくざわめくのです。苦しいほどに締しめつけられて、至上の幸福感が得られるというか……」

（それが『萌もえる』ということなのです！　レアさま！）

　レアの手を握にぎり締めてそう叫びたいけれど、さすがにそれはできない。

　顔の筋肉を総動員して盛せい大だいにニヤけてしまいそうなのを堪こらえながら、レティーツィアはリヒトとアレクシスに視線を向けた。

　リヒトはアレクシスと違い、汗こそかいているもののなんとも涼すずしい顔でイザークからタオルを受け取っている。その何気ない仕草が、アレクシスに格の違いを見せつけているようでもあって、たまらない。

　しっとりと濡ぬれた肌はだ、滴る汗すらも煌きらめいて、その美び貌ぼうと色香にゾクゾクしてしまう。あまりの神こう々ごうしさに、もう平ひれ伏ふすしかない。

（そうよね。つい最近まで、私も『萌え』と『恋愛感情』は完全に別だった）

　だから、レアの言うことはとてもよくわかる。

（だけどまさか、レアさまが『萌え』を理解する素質を持ってらっしゃるなんて！）

　ああ、今すぐ引きずり込みたい！　ヲタクの世界にようこそ！

（エリザベートさんとレアさまとＮＧなしで『萌え』トークができるようになったら……ああ、もう！　考えただけでワクワクが止まらない！）

　ひどく心が躍おどるも──しかしだからこそ、マリナが残していった言葉が心に影を落とす。

　レティーツィアは唇を嚙かみ締めた。

「リヒト殿下、俺もお相手をお願いしてもよろしいですか？」

　イアンが『ハイ』と手を上げる。

　リヒトは一瞬驚おどろいた顔をしたものの、イザークにタオルを返しながら笑顔で頷いた。

「ああ、もちろんだ。ただ敬けい称しょうはいらない。リヒトでいい。そんなに畏かしこまる必要はないぞ。私もイアンと呼ぶ」

「え？　でも、俺は年下ですし……」

　席を立ちながら、イアンが遠えん慮りょがちに言う。その猫被りっぷりは、本当に見事だった。

「たかだか一年二年の差がなんだ。世界六国はともに歩むもの。私たちは同志だ」

「そう言っていただけると、こちらとしてもありがたいです」

　にこやかに笑い、イアンはアレクシスから剣を受け取ってリヒトと相対した。

「では──遠慮なく」

「ああ、来い！」

　リヒトが剣を抜くと同時に、イアンが勢いよく踏み込む。

　あっという間に間合いを詰めて斬きり込んできたイアンに、リヒトはわずかに目を見開き、その初しょ撃げきをしっかりと受け止めた。

「えっ……？　速っ……」

　ナディアもまた目を丸くする。

　たしかに素人しろうと目めにもわかる。先ほどまでのアレクシスの剣とは、スピードがまるで違う。風を切る音もさらに鋭い。動きに無む駄だがなく、身のこなしは軽かろやかで、手数も多いのか、剣がぶつかり合う金属音が奏かなでるテンポも段だん違ちがいに速い。

　それでいて、美しい鶏にわとりの尾お羽ばねのようなロングウルフの髪が動きに合わせて跳はねては翻ひるがえり、まるで舞っているかのよう。

「ね、ねぇ……」

　剣けん舞ぶのように華麗で、かつ鋭く力強い剣さばきに、ナディアが呆ぼう然ぜんとしたまま呟いた。

「さっきのアレクシスよりも、動きがいいと思わない……？」

「そう……見えます、わね……」

「……！　見てよ、レティーツィア。リヒト殿下から笑えみが消えたわ！」

　ナディアが信じられないとばかりに声を上げる。

「アレクシスの相手をしている時は、ずっと余よ裕ゆうの笑みを浮かべていたのに……」

　ナディアの言うとおり、リヒトの顔から先ほどまでの余裕が消えていた。だがもちろん、追い詰められているわけではない。目の前の相手に完全に集中しているのだ。

　その証しょう拠こに、金の双そう眸ぼうは熱く滾たぎり、好戦的で凶暴。それでいて恐ろしいほど冷静沈ちん着ちゃく。そして、拮きっ抗こうする力を持つ者に心を揺ゆさぶられ、歓かん喜きしているようでもある。

「噓でしょう……？　あのリヒト殿下と、互ご角かくの実力を持っているとでもいうの……？　すごいじゃない。あの弟殿下……」

　ナディアが感かん嘆たんのため息をつく隣で、レティーツィアは俯うつむき、スカートを握り締めた。

　見た目の華麗さは言わずもがなで、性格もただの礼れい儀ぎ知らずでは終わらない、人の心を惹ひきつける自由奔放さ。兄との関係や、この学園に通うことになった経けい緯いもドラマチック。そのうえで、リヒトと並ぶほどの剣の実力を持っている。

　本当に、魅み力りょく的てきだ。魅力的過ぎるほどに。

（やっぱり本当なの……？　彼女が言ったことは……）

　ゲーム続行不可能となったセルヴァとノクスが退場して、三作目のキャラであるはずのイアンとロイドが、息むす子こから弟に設定変へん更こうして登場したというのは。

『ゲームはまだ終わっていません。『次』が、ちゃんといますよ。あなたの傍そばに』

　マリナの笑いを含ふくんだ声が脳のう裏りに響く。レティーツィアは思わずギュッと目を瞑つぶった。

　二作目はヒロイン以外にキャラの変更はない。追加もない。ただし、一作目では攻こう略りゃく対象ではなかったクレメンス、セルヴァ、イザーク、アーシムも攻略できるようになり、攻略対象は六名から十名に増えるとのことだった。

　第一弾だんのトレーラーにあった情報だ。前世で自分自身で確かく認にんした。

　ということは、悪役令嬢も変わらない。つまり──そういうことなのだ。

（また、悪役令嬢として破は滅めつを迎むかえる危険性が生まれてしまった……）

　そのうえ、今回は回かい避ひの難度が比べものにならないほど上がってしまった。

　レティーツィアは、二作目の『設定』や『シナリオ』をまったく知らない。

　それどころか、リヒトを攻略するのがどちらのヒロインかすら知らない。

　さらに、新しく攻略できるようになったキャラのルートで悪役を務めるのは誰なのか、それもわからない。

（キャラの追加がないんだから、当然一部の悪役令嬢は複数ルートで悪役を務めることになるわよね？）

　だとしたら、イザークルートの悪役令嬢もレティーツィアなのではないか。イザークと関係の薄うすい他国の令嬢がその役を担になうとは考えづらい。

（せっかく『破滅』を回避できたと思ったのに……。しかも、退場となった攻略キャラの代わりに息子であるはずの三作目の攻略キャラが弟に設定変更されたあげく登場するとか、今度の『ヒロイン』がエリザベートさんだとか、ありえないでしょう……！）

　信じられないし、信じたくない。噓だと思いたい。マリナが、『六聖の力』とリヒトを奪うばわれた意い趣しゅ返しとして、レティーツィアを惑まどわすためについたただの噓だと。

　でも、イアンを見ていると、彼がただのモブなはずがないとも思ってしまう。

（エリザベートさん……！）

　はじめてできたヲタ友──いや、ヲタク趣しゅ味み関係なく、なんのしがらみもなくなんでも話せる友人はエリザベートだけだ。絶対に失いたくない。

　しかし、『ヒロイン』と『悪役令嬢』──もっとも相あい容いれない立場になって、はたしてこれまでのような関係でいられるのだろうか？

『ヒロイン』になったエリザベートがこれまでと変わってしまったら？

『ヒロイン』となったことで、リヒトやほかの皇子たちと急接近するようなことになってしまったら？

　それが、怖こわくて仕方がない。

　冷静に向き合える自信がなくて、実はあれ以来エリザベートをランチに誘さそっていない。

（以前は、こんなに臆おく病びょうじゃなかったのに……）

　さらにキツく唇を嚙んだ瞬間、歓声が上がる。レティーツィアはハッとして顔を上げた。

「あー……負けたー……」

　剣を弾はじき飛とばされてしまったイアンが、天を仰あおいでため息をつく。

「強いなー……。すっげー悔くやしい……」

「悔しいのは私もだ。こんなに手こずったのは久しぶりだ」

　口では『悔しい』と言いつつも、実力差がない相手との手合わせは楽しかったのだろう。リヒトが実に晴れ晴れとした表情で手を差し出す。

　イアンは小さく肩をすくめると、しっかりとそれを握った。

「……次は勝ちますから」

「ああ、楽しみにしている」

　ふっと目を細めて、リヒトがきびすを返す。そしてイザークからタオルを受け取って、そのまままっすぐレティーツィアのもとへとやってくる。

「レティーツィア、見ていたか？」

「え、ええ、もちろんですわ。お見事です、殿下」

　汗にまみれてなお、その姿は美しい。レティーツィアはうっとりと目を細めた。

「お前に無様な姿を見せるわけにはいかないからな」

　リヒトが笑って、レティーツィアの手を取り、中指に甘かん美びな唇を押し当てる。

「勝利を、愛しきあなたに」

「まぁ、リヒト殿下ったら」

　そんなおふざけ半分の気取った仕草にも、心臓が撃うち抜かれてしまう。

（ああ、殿下……）

『推し』であり、『最愛の人』──。リヒトを失うなんて、考えられない。

　少し前まで、『破滅さえ回避できれば』なんて思っていたのが噓のようだ。

（私は欲張りになってしまった……）

　今は何一つとして失なくしてなるものかと思う。

　この恋こいはもちろんのこと、友情も絶対に諦あきらめたくない。

　だが、すべてを守るために、何をすればいいのかわからない。

　あらためて、『設定』や『シナリオ』の知識はこれ以上はないというほどの武器であり、大きなアドバンテージだったのだと思い知る。

　そんなもの関係ないと言ういっぽうで、どれだけ助けられていたことか。

　本当に、怖い。何が起こるかさっぱりわからないから。守りたいものは多くなったのに、武器も優位性もなくなってほぼ丸まる腰ごしだからだ。

　レティーツィアは顔を上げ、着き替がえに戻るリヒトの背中を見つめた。

（本当に……どうすればいいの……？）

　何も失わず、幸せになるための方法を教えてほしい。
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「みんな！　聞いてくれ！　みんなに紹しょう介かいしたい！」

　数日後──。選ばれし者のためのサロンでランチのあとのお茶を楽しんでいた時のこと。

　珍めずらしく、ランチを終えてすぐに席を立ったラシードが、しばらくしてから見覚えのない女子生徒を連れて戻ってきて、大きな声で言った。

「彼女の名は、クラウディア・ジョルジュという！」

「──ッ！」

　無防備だったところにもたらされた、衝しょう撃げき。

　レティーツィアはビクリと身を震わせ、ラシードを見つめた。

「……はじめまして。尊きみなさま。クラウディア・ジョルジュと申します」

　ラシードの後ろに立つ女子生徒が恭うやうやしくお辞じ儀ぎする。かつてのマリナと同じ、庶しょ民みん・中流階級の制服を着ていた。
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（ヒロインの片割れ……。エリザベートさんの双ふた子ごの姉し妹まい……）

　まったくクセのない紅茶色のロングヘアに、エリザベートと同じ春の新緑のような瞳。

　小こ柄がらで華きゃ奢しゃな身体つきはよく似ていたが、エリザベートがとても表情豊かなのに対して、クラウディアのほうは驚くほど無表情だからだろうか？　印象はかなり違っていた。

（たしかクールで無ぶ愛あい想そう、信じられる人にしかありのままの自分を見せることができないクーデレな子……ということだったけど……）

　一作目のヒロインのマリナとも、二作目のダブルヒロインの片割れのエリザベートともまた違った雰ふん囲い気きで、なんとも儚げで、幸さち薄うすそうで、守ってあげたくなる感じだった。

「…………」

　そっとナディアを窺うと、不ふ機き嫌げんそうに顔を歪めてクラウディアをにらみつけている。どうやらナディアは、これが初対面というわけではなさそうだった。

「みんなにも協力してもらいたい。実は彼女は、両親と双子の妹を探しているんだ」

　その言葉に、全員の視線がクラウディアに集まる。

（探している……？　というか、自身が双子であることを知っている……？）

　マリナは『自身が双子であることも、お互たがいの存在も知らずに、別々に育った姉妹』と言っていたはずだけれど、どういうことだろう？

「クラウディア、俺から話そうか？　自分で話せるか？」

　ラシードがクラウディアの背に手を回し、気き遣づかわしげに言う。クラウディアは少しだけ視線を柔やわらかくして、首を横に振った。

「……ご無礼にならないのであれば、自分の口からお話ししたいのですが……」

「いいか？　みんな」

　ラシードの確認に、王子たちが顔を見合わせる。

「私は構わないが」

　リヒトの言葉に、ほかの王子たちも頷く。

　全員が話を聞く雰囲気になったところで、レティーツィアはクラウディアににっこりと笑いかけた。

「まずはお座りになって。ラシード殿下も」

「え……？　ですが、私は、みなさまと同じテーブルに着ける身分では……」

　クラウディアが新緑の双眸を戸と惑まどいに染め、恐れ多いとばかりに首を横に振る。

　マリナと違って、礼儀はきちんと弁わきまえているようだ。先ほどのお辞儀一つとっても正しい作法が身についていることがわかる。

　もちろん、レティーツィアたち悪役令嬢キャラクターにも敵意を向けることはしない。反対に攻略対象に対して媚こびるようなそぶりもない。その視線はひどくフラットだった。

「深刻なお話とお見受けしたのですが、違うのですか？　ラシード殿下？」

　マリナの最初のころの態度がひどかったのもあって、少し意外に思いながら訊きくと、ラシードは「いや、違わない。そのとおりだ」と言って、クラウディアを見つめた。

「クラウディア、座ってくれ」

「し、しかし……私などが……」

「大だい丈じょう夫ぶだ。俺がついているから」

　安心しろと、ラシードが微笑む。その明るく、優しく、たのもしい──見る者をホッとさせる温かな笑顔に、クラウディアが胸の前で両手を握り合わせる。

　そして、意を決したように椅い子すに腰こしを下ろすと、まっすぐ顔を上げて口を開いた。

「お、恐れながら、最初に申し上げておきます。この話が真実である保証はございません。というのも、私の力では真しん偽ぎすら確かめようがないことなのです。ただ、死を目前にした母より……いえ、母だと思っていた方より聞かされた話でございます」

　そう前置きしてから、ゆっくりと話しはじめる。

「母はシュトラール皇国のアーリンゲという小さな村で、仕立て屋を営んでおりました。父はものごころがつく前にすでに他界しており、母は女手一つで私を育ててくれました。私と母は髪の色こそ違いましたが、瞳の色は同じ新緑で、顔立ちもとても似ていました。私はもちろん、村の誰一人として、私と母の親子関係を疑ったことはないと思います」

「だが、親子ではなかった？」

　リヒトの言葉に、クラウディアが頷く。

「はい、あくまで母が言うには。繰くり返かえしますが、真偽はわかりません」

　表情に乏とぼしい新緑の双眸が、わずかに翳かげる。

「ただ、たしかにおかしなことは多々ありました。母は私に針仕事を教えず、かといって村の小さな学校にも通わせず、わざわざ高いお金を支し払はらって何人もの家庭教師を雇やとって、私にさまざまな教養を身につけさせました」

「……！　それは……」

「小さな村で母娘おやこ二人で生きていくには必要のないレベルの教育です。母の仕立ての腕うでは近きん隣りんの村でも評判になるほどのものでしたし、母自身社交的で明るい性格をしていたため村の人々には慕したわれていましたが、それでもその教育方針には誰もが首を捻ひねっていました。どうしてわざわざ生活を切り詰めてまでそんなことをするのか。村のほかの子どもたちと同じように育てれば、もっと生活がラクになるだろうにと」

「生活は苦しかったのですか？」

「はい、クレメンス殿下。収入的には、両親共働きの家よりも多かったと思います。でも、生活はとても苦しかったです。同年代の子の誰よりも貧しかったのではないでしょうか？　こんな勉強よりもお腹なかいっぱいご飯が食べたい！　そう何度訴うったえたか知れません」

「でも、あなたのお母さんは譲らなかった」

「そのとおりです。『あなたのためなのよ』──それが母の口くち癖ぐせでした。まったくもって理解できませんでしたけど。分不相応の教育をやめさえすれば、生活はラクになるのに。ご飯だってお腹いっぱい食べられるようになるし、母も寝ねる時間を削けずってまで働かなくてよくなるのに。どうして？　って」

「…………」

「その長年の無理が祟たたって母は身体を壊こわし……早世することに……」

　かすかに震えた細い肩に、隣に座るラシードが痛ましげに顔を歪める。

「病びょう床しょうに就つき、自身の死期を悟さとった母は、私にすべてを話してくれました。母がそこまで私の教育にこだわったわけは……」

「この学園に入学させるためだった」

　まるでクラウディアの言葉を引き取るように、リヒトが言う。

　クラウディアはわずかに目を見開いたものの、すぐさま首を縦に振った。

「そのとおりでございます。リヒト殿下」

「でしょうね。共働きの家よりも収入が多いのに、同年代の子の誰よりも貧しかったのはさすがに変です。家庭教師を雇うだけで、そこまで生活が困こん窮きゅうするとは思えません」

　イザークの言葉に、アレクシスも頷く。

「受験料、受験時の交通費や宿しゅく泊はく費などの経費、入学時の納付金、制服など入学のために必要なものを揃そろえる準備金、年間の学費に、学園島での生活を維い持じするための費用など、そのすべてをお一人で貯ためておられたのだと考えれば、つじつまが合いますね」

　レティーツィアの隣で、レアが啞然として首を横に振る。

「つじつまは合いますけれど、それだけの金額をお一人でなんて……」

　無茶どころの話ではない。

「ええ、並なみ大たい抵ていではありませんね」

　だからこそ疑問だと、クレメンスが頷く。

　いったいどうして、そうまでしてクラウディアをこの学園に通わせようとしたのか。

「それについて、お母さまはなんと？」

「いつか、本当の両親と双子の妹に会えるようにと」

「そうですか。その時に、本当の両親と双子の妹さんの存在を知ったと」

「はい、私は父と母の子どもではなく、母曰いわく『大きな家の娘むすめ』なのだと言われました」

「大きな家……？」

　その言葉に、リヒトがピクンと片かた眉まゆを跳ね上げた。

「大きな家と言ったのか？　高貴な家ではなく？」

「はい、母は間違いなく『大きな家』と言いました」

「貴族ならば、『高貴な家』と言いそうなものだが……それで？」

「双子は相続争いのもととなりやすいそうです。生まれた時間がわずか数分しか違わず、さらにその順番についても、国や地域によって考え方が異なるそうで……」

「たしかに、そう聞きますね。シュトラール皇国では先に生まれたほうを姉と考えるのが一いっ般ぱん的ですけど、ヤークート、アフェーラ、エメロードでは逆で、あとに生まれたほうを姉とするんじゃなかったですっけ？」

　イザークの言葉に、アーシムとアレクシスがはじめて知ったとばかりに目を瞬しばたたいた。

「はい。ヤークートでは、あとに生まれたほうが姉となります。どこも同じなのかと」

「俺もそう思っていました。キュアノスでは先に生まれたほうが姉になります」

「実の両親は、あとに生まれたほうを姉と考えたそうです。ですから先に生まれた私を、当時その家で下男をしていた父に下げ渡したのだそうです。シュトラール皇国行きの旅券と、しばらくは生活に困らないであろう大金とともに」

　ショッキングな告白に、ラシードを除く全員が息を吞む。

「なんて……こと……」

「……二度とこの国に戻らないように。この家にもかかわらないように。自分たちの前に姿を現さないようにと。私に自分たちのことを話さないようにと命じられたそうです。父がそのひどい命令を受け入れて、そのとおり遂すい行こうしたのは、ここで自分が断ったら私がどうなるかわからなかったからだそうです。捨てられたり、売り飛ばされてしまうぐらいならと、父は私を抱だいて帰り、母に泣きながらシュトラール皇国についてきてくれと頭を下げたそうです。この子を守ってあげたいんだと……」

　レティーツィアはそっと目を伏ふせた。

　不幸な過去は、ヒロインを魅力的にする。そしてそれは、その後に手に入れる『恋』と『幸せ』をより輝かせる。だからこその『設定』だ。──わかっている。

　マリナにも、その明るさや健けな気げさを引き立たせるための『心の傷』があった。

　おそらくは、エリザベートにもなんらかの悲しいエピソードが用意されているはずだ。

　だが、『設定』でも、彼女たちが実際につらい思いをしてきたことには変わりがない。

「……素晴らしいお父さまだったのですね」

　胸の痛みを堪えながら言うと、クラウディアが少しだけ嬉しそうに目を細めた。

「ありがとうございます。私もそう思います」

「確認してもよろしいかしら？　純じゅん粋すいな順番的には、クラウディアさんが先にお生まれになったのですね？　そのため、本当のご両親はあとにお生まれになったほうを姉と定めて、お手もとに残した。合っていまして？」

「はい」

　だが、クラウディアの母は、彼女に『本当の両親と双子の妹に会えるように』と教養を身につけさせたのだと言った。

「もしかして、お父さまはもともとシュトラール皇国の方だったのかしら？」

　だから、クラウディアの本当の両親は、彼にシュトラール皇国行きの旅券を用意したのだろうか？

「はい、そう聞いています」

「そう……。だから『双子の妹』と仰ったのね」

　エメロードのアルディ家にとっては、エリザベートが長女。しかし、シュトラール皇国出身の養父にとっては、先に生まれたクラウディアこそが姉だったから。

　細かなところまで整理しつつ、しっかりと頭の中に叩き込む。

「母も最初は父と同じように、私を自分たちの子として育てることを決意したそうですが、父が亡なくなったあと次し第だいに迷うようになったそうです。本当にそれでいいのかと」

　クラウディアが話を続ける。

「すでに、あのころとは状じょう況きょうが変わっているかもしれない。この先変わらないとも限らない。たとえば、何年後かに跡あとを継つぐべき男子が生まれていたら、その時点ですでに姉妹が争う余地はなくなっている。それなら、二人が会っても問題ないはずだと……」

「そうだな。あとに生まれたほうが、家を継ぐ資格を失っていることだって考えられる。それこそ早世していたりな。可能性だけなら、どれだけでもある」

「そうですね。性格がいろいろとアレで、罪を犯おかして勘かん当どうされているとか」

　それまで黙だまって聞いていたイアンが、ぽつりと言う。

　あまりにデリカシーのない発言に、全員が目を見開いてイアンを凝視した。

「え……？　あ、いや、他意はありません。うちがそうなんで、つい……すみません」

　視線が集中して慌あわてたのか、イアンがわたわたと言い訳をする。

「……とにかく、双子が争わなくて済む状況は、どれだけでもあるということだ。すでにそうなっているかもしれないし、将来的にそうなるかもしれない。その考えは正しい」

　妙みょうな空気になったのを断たち切るように、リヒトが話を戻す。

「もちろん、何も変わっていない可能性だって十二分にあるがな。姉妹が手を取り合える状況になったときに君が苦労しないように、恥ずかしい思いをしないように、あらかじめ準備をしておこうとしたわけだな？　君の母上は」

「そのとおりです。妹の立場を脅かすつもりは毛頭ございません。母にもそんなつもりはありませんでした。ただ私の未来を思い、幸せを願ってくれたんです」

「両親や、妹の名は？」

「……申し訳ございません。わからないのです。『大きな家』以上のことは教えてもらえませんでした。父がお金を受け取っている手前、ここまでしか言えないと……」

「はぁ？　意味わかんない。ここまでしか言えないって……そこまで話した時点ですでに、約束なんてあってないようなものじゃないの」

　ナディアがブスッとしたまま呟く。

「いえ、クラウディアさんのお母さまは、ご両親の仰る『自分たち』のこと──つまり、『本当のご両親のこと』は話していませんわ」

　レティーツィアが首を横に振ると、ナディアは「え？　だって……」と眉を寄せた。

「ずいぶん話しているように思うけど？」

「話したのは、クラウディアさん自身の境きょう遇ぐうについてですわ。自分たちの娘ではないこと、本当の両親と妹が存在すること、自分たちが家族としてともに暮らすようになった経緯、そして、ひどい無理をしてまでクラウディアさんに教養を身につけさせた理由です」

　そう説明するも、納なっ得とくがいかないのか、ナディアが「でも……」と首を傾げる。

　イアンもまた、「それって詭き弁べんじゃね？」と眉をひそめる。

「約束させたほうは、『当然、それも話しちゃ駄目だろ』って言いそうですけど……」

　そんなイアンを見つめて、リヒトは大きく頷いた。

「まぁ、そうだ。詭弁さ。間違いなくな。だが、そこが約束を違たがえることなく踏み込めるギリギリのラインだ」

　どんな思いがあれ、約束をしたうえで金銭を受け取ったことには変わりがない。

　約束をした本人がすでに亡くなっていたとしても、不用意にそれを違えるのは危険だ。身分が違えば、なおさら。娘の一生が左右されるかもしれないとなれば、さらにだ。

『約束を破った』のではなく、そもそも『約束の解かい釈しゃくを間違えていた』。そうすることで、自分たちや娘の立場が悪くなることを最大限避さけようとしたのだろう。

　リヒトは唇に指を当てて少し考えると、あらためてクラウディアを見つめた。

「両親と妹を探していると言ったな？　探して、どうする？」

「申し上げましたとおり、妹の現在の立場を脅かすつもりは毛頭ございません。もちろん、身分やお金が目的でもございません。私の家族は、泣きながら私を抱き締めてくれた父と、私の幸せのために身を粉にして働いてくれた母です。それ以外にありえません」

　その視線を正面から受け止めて、クラウディアがきっぱりと言う。

「ただ、知りたい。会える状況であれば、一度会ってみたい。それだけにございます」

「その気持ちに噓うそ偽いつわりはないと誓ちかえるか？」

「リヒト……！」

　その言葉に、ラシードがムッとした様子で眉を寄せた。

「そういう言い方は……」

「ストレートに言おうが、オブラートに包もうが、同じことだ。一国を背負うべき者が、金や身分なんてつまらんものを得るために使われてやるわけにはいかん」

「リヒト！」

「……ラシード殿下、私は大丈夫です」

　怒いかりを滲にじませたラシードを押し留とどめて、クラウディアが頷く。

「リヒト殿下の仰ることはもっともだと思います。ですが、ご安心くださいませ。誓って、お金や身分が目的ではございません」

　口調は穏おだやかで、表情は乏しいが、それが逆に彼女の意志の強さを感じさせた。

「私が生まれた時と状況が何も変わっていない場合は、名乗り出るつもりもございません。無駄に波風を立てることは本意ではございませんので」

「なぜだ？　お前は捨てられたんだぞ？　恨うらみはないのか？」

　リヒトがさらに踏み込む。瞬間、ラシードが我が慢まんできないとばかりにテーブルを叩いて立ち上がった。

「リヒト！　お前っ！　言っていいことと悪いことがあるぞ！」

「ラ、ラシード殿下、どうか落ち着かれて」

　レティーツィアは慌てて腰を浮かせて、二人の間に割って入った。

　リヒトは、クラウディアを侮ぶ辱じょくしているわけではない。むしろ逆だ。助けてやりたいと思ったからこその言葉だ。

（リヒト殿下は、気づいてらっしゃるのかな……？）

　クラウディアがエリザベートにそっくりだということに。

（それにしても……何？　ラシード殿下は、もともと情に厚くて気安い方だけれど……）

　それだけではないように見えるのは気のせいだろうか？

　クラウディアを気遣う仕草といい、彼女に向ける熱い眼まな差ざしといい、厳しい言葉を紡つむぐリヒト殿下に激げき昂こうするのも、まるでクラウディアが大切で仕方がないと言わんばかりだ。

「恨む理由がございません」

　激昂するラシードとは対照的に、クラウディアはわずかな動どう揺ようも見せない。

　凛りんと顔を上げたまま、淡たん々たんと自らの思いを言葉にする。

「母の不可解な教育方針のためにひどく貧しい暮らしでしたが、しかしそれこそ母が私に惜おしみなく愛情を注いでくれた証拠にございます。それはこのうえなく幸せなことです。むしろ私は捨てられなければ、父と母と家族にはなれませんでした」

　だが、冷めているわけではない。熱く滾る炎ほのおを、ただ外に出さないだけ。

　その証拠に、リヒトを見つめる新緑の双眸は、静かながら力強く煌めいていた。

「私にとって、私を捨てた両親を恨むことは、父と母を否定することと同じでございます。それだけは、ありえません」

　心の奥おく底そこまで探さぐるような金の眼差しにもいっさい怯ひるむことなく、はっきりと言い切る。

　そんなクラウディアに、リヒトはホッとしたように息をついて表情を緩ゆるめた。

「そうか、わかった。──あえて厳しい言葉を使った。許せ」

「許せなどと……もったいない。殿下のお立場を考えれば、当然のことです」

　クラウディアは首を横に振って、あらためて全員を見回し、深々と頭を下げた。

「国を動かす御お方かたに、このように個人的なお願いをするべきではないと存じております。それでも、私一人の力では世界六国より両親と妹を探すことなど不可能に近く、なにとぞそのお力をお貸しいただけないでしょうか？」

「俺からも頼たのむ！　みんな！　力を貸してくれ！」

　ラシードもテーブルに手をつき、身を乗り出す。

　リヒトとのやりとりで、クラウディアの思いやある程度の人となりを理解したからか、誰一人難色を示すことなく、皇子たちは穏やかに微笑んで頷いた。

「構いませんよ」

「……異論はない」

「ラシードの頼みだしね、いいよ」

「力になれるかどうかわかりませんが」

　クレメンス、ユエ、リアム、イアンの言葉に、ラシードが顔を輝かせる。

「もとより、そのつもりだ。助力する気がなければ、あんなことは言わん」

「リヒト……。っ……それならそうと言ってくれよ。オレは……」

「むしろ、そこに思い至らなかったことにびっくりだ。お前ともあろう者が」

「ごめん……。クラウディアのことになると、ちょっと冷静でいられないみたいだ……」

　ラシードがバツが悪そうに前まえ髪がみを搔かき混まぜて、苦く笑しょうする。リヒトは意外そうに目を丸くすると、イザークと視線を交わした。

「とりあえず、みんなありがとう！　感謝する！」

「心より、感謝申し上げます」

　ようやくいつもの明るい笑顔を見せたラシードの隣で、クラウディアが再度頭を下げる。

　レティーツィアは、テーブルの下でそっと両手を握り合わせた。

（これで、全員にヒロインとの繫つながりができた……）

　一作目から考えると、ヒロインが攻略対象全員と知り合うまでがチュートリアルだ。

　二作目の内容はまったく知らないが、こんな重たい話がチュートリアルで出てくるとは考えにくい。それでも、攻略対象全員と繫がりができたということは、チュートリアルでクリアすべき条件は満たしたことになるのではないだろうか。

　隣では、ナディアが「なによ……。ラシードったら……」と悔しげに爪つめを嚙んでいる。レティーツィアは思わず眉を寄せた。

　ナディアはラシードと同じで、基本的には面めん倒どう見みがよく情に厚い。その彼女が人助けに対してこんな反応を見せるのは珍しい。

　もしかして、相手がヒロインだから──？　ラシードルートでのヒロインと悪役令嬢の関係性が、すでにできあがりつつあるということだろうか？

　ゾクリと背中が戦慄わななく。レティーツィアは身を震わせた。

（本当に二作目がはじまったの……？）

　だとしたら、これからどうなるのだろう？

　わからないが──とにかくどんな形であれ、クラウディアサイドが動き出したのなら、エリザベートサイドも進みはじめると考えるべきだろう。

（エリザベートさん……）

　実はまだ気持ちの整理がつかず、エリザベートをランチに誘えない状況は続いている。なんとかしたいとは思いつつ、しかし何をどうすればいいのかわからない。

　レティーツィアは息をついて、ラシードと話しているクラウディアを見つめた。

（どうしよう……？　エリザベートさんのことを、伝えるべき……？）

　クラウディアの双子の姉妹はエリザベートだ。自分はそれを知っている。

　しかし、とてもデリケートな問題だ。自分の立場で伝えていいものか、非常に悩なやましい。

『なぜ知っているのか』と追つい及きゅうされるのも困る。

　だが、伝えなかったら、この『妹探し』を軸じくに、クラウディアは自身の攻略対象と仲を深めてゆくことになるだろう。それを許してしまっていいのだろうか？　クラウディアの攻略対象には、リヒトも含まれているかもしれないのに。

（でも私が教えれば、攻略対象と仲を深めないまま『解決』させることができる……）

　そこまで考えて、レティーツィアは思わず唇を嚙んだ。

（嫌いやだ……。最低……）

　自身の恋や幸せを計算して、どう手助けするかを考えるなんて。

　困っている人の前で、まず自分の利になるか、損にならないかを計算するなんて。

　これは、大事な友達にかかわる問題でもあるのに。

（こんなの……悪役令嬢って言われても反論できないじゃない……）

　クラウディアをにらみつけているナディアの姿に、胸が痛む。

　ナディアが悪役令嬢として破滅することは、できれば避けたい。

　もちろん、ナディアだけじゃない。レアも、ほかの令嬢方も同じだ。そして、自分も。

　だからといって、ヒロインが不幸になってもいいというわけでもない。

　できることなら、誰にも不幸になってほしくない。

（でも、恋だけは、全員が幸せになることが難しい……）

　ヒロインか、自分か、それともほかの誰かか。

　いずれにせよ、恋こい人びとになれるのは──愛しい人が選ぶのは、たった一人なのだ。




「レティーツィア、どうした？」

「え……？」

　みなに続いてサロンを退室するべく席を立ったその時、いつの間にか近づいてきていたリヒトに声をかけられ、レティーツィアはパチパチと目を瞬いた。

「あの……どうした、とは……？」

「彼女が身の上話を終えたあたりから、壮そう絶ぜつに暗い顔をしていただろう？」

　見られていたのか。

「ああ、いえ……その……」

　レティーツィアは視線を彷徨さまよわせて──思いきってそれを口にした。

「あ、あの、殿下は、クラウディアさんをどう思われましたか？」

　意外な言葉だったのか、リヒトがわずかに目を見開く。

「どう、とは？」

「っ……それは、その……」

　訊き返されて、困ってしまう。レティーツィアはもごもごと口ごもり、下を向いた。

　どうしよう。まさか『エリザベートさんに似ていると思われませんでしたか？』などと直接的に言うわけにもいかない。

　なんと言うべきか迷っていると、リヒトは「あまりに抽ちゅう象しょう的てき過ぎて、どう答えていいかわからんが……」と肩をすくめた。

「ただ、ラシードがえらく執しゅう心しんしているようだったな。それは少し驚いた……」

　その言葉に、サロンを出て行こうとしていたナディアが振り返り、リヒトをにらむ。

　リヒトは「おっと……」と口を噤つぐむと、小さく息をついて両手を上げた。

「いや、すまない。無神経だった」

「…………」

「あの、ナディアさま。ラシード殿下は、クラウディアさんと昔からのお知り合いだったのでしょうか？　ナディアさまも彼女のことをご存じのようでしたが……」

　不快な思いをさせてしまうだろうと思いつつ、しかしどうしても気になって仕方がない。

　申し訳なく思いながらおずおずと尋たずねると、ナディアはフイッと視線を逸そらした。

「いいえ、知り合ったのは先週末よ」

「先週末……？」

　意外過ぎる返答に、思わず息を吞む。

　じゃあ、マリナが学園島を去るのとほぼ同時に──!?

「屋や敷しきを抜け出して学生街に遊びに行って、海を見て泣いている彼女を見つけたそうよ。どうしたのかって声をかけて……最初は彼女もものすごく恐きょう縮しゅくしていたそうなんだけど、ラシードが彼女を元気づけようとあれこれとたわいもない話をするうちに、緊張が解けてぽつぽつといろんな話をするようになって、それで意気投合したって聞いてるわ」

　ナディアが苛いら立だちを隠かくそうともせず、はぁ〜っと深いため息をつく。

「もっと話したいってことで、その日のうちにラシードがディナーに招いて、私はそれで会ったのよ。週末はラシードとディナーをともにするのが決まりごとだったから」

「えっ？　せ、先約があったのにもかかわらずですか？」

「そうよ！　せっかくの二人きりのディナーなのに、ラシードったら、『クラウディアが一いっ緒しょでもいいだろ？　人数が多いほうが楽しいじゃないか』なんて……」

　思わず、リヒトと顔を見合わせる。それは、あまりにも無神経過ぎるだろう。

「それから、毎日放課後は一緒に過ごしているみたいよ」

　リヒトが額に手を当て、「なんと言ったものかわからないが……」と嘆たん息そくする。

　ナディアは眉み間けんのしわを深めると、ツンとそっぽを向いた。

「結構よ。慰なぐさめなんてむしろしてほしくないわ」

「……いや……まぁ、そうだな……。今日の話、ナディア嬢は知っていたのか？」

「いいえ、全然。週末のディナーでも、家族や故郷についての話は出なかったわ」

「え？　出なかった？　でも、出身地ぐらいは……。尋ねても濁にごされたのではなく？」

　目を丸くしたリヒトに、ナディアがぶぅっと頰を膨ふくらませた。

「私が口を挟はさむ隙なんてなかったの！　仕方ないでしょ!?　私だって、初対面の相手には、『どちらからいらしたの？』ぐらいの当あたり障さわりのない話題は振るわ！　最低限の会話はするわよ！　どんなに気に入らなくてもね！　したくても、できなかったの！」

「……悪かった。失言だった」

　リヒトが再び両手を上げて、ナディアをなだめる。

「しかし、けしからん話だな。ナディア嬢に確認もせずに勝手にディナーに誘ったあげく、口を挟む隙も与えないほど話し込むなんて……あいつらしくもない……」

「本当よ。しかも、その時だけで終わればまだしも、あれ以来ずっとそんな感じなのよ？　やんなっちゃうわ！」

　そうだ。ラシードらしくない。あまりに急激に仲良くなっているように思えるのは──そしてそれを不自然に感じるのは、彼女がゲームのヒロインだからだろうか？

　まるで、このイベントを起こすために、一気に好感度を上げたように思えてしまう。

（さすがに、穿うがち過ぎかしら？）

　ものすごく話が合って、短期間で急速に仲よくなることだってないわけじゃないだろう。

　だがそれにしても、出で逢あったその日のうちに先約があるにもかかわらずディナーに招き、先約の相手ナディアそっちのけで盛り上がるなんて、いつものラシードからは考えられない。

「おそらくだけど、ラシードも昨日あたりに聞いたんだと思うわ。ああいう話を聞いて、じっとしてられる性格じゃないもの。すぐに考えうる手を打つわ。だから──」

「そうだな。それは私もそう思う」

　リヒトは頷いて、ひどくイライラした様子のナディアをまっすぐに見つめた。

「ナディア嬢、失言ついでにもう一つだけいいだろうか？　口煩くちうるさくて申し訳ないが……。その胸の内はどうあれ、現状ラシードが行おうとしているのは人助けだ。その相談の場で、ラシードへの不満を態度に出してしまうのはどうかと思う。あの娘への思いもだ」

「っ……それは……」

　ナディアがグッと言葉を詰まらせ、ひどく苦しげに顔を歪める。そして、「わかってるわよ……」と消え入りそうな声で呟き、肩を落としてサロンを出てゆく。

　その丸まった背中と重たい足取りが胸に痛くて、レティーツィアはリヒトを見上げた。

「リヒト殿下……。ナディアさまのお気持ちも考えてあげてくださいまし」

　言っていることは何一つ間違っていない。正論も正論だ。──でも。

「ナディアさまもわかっております。それでもどうにもならないのが、心というものではございませんか？」

「わかっている。私だって言いたくなかったさ」

　後味の悪い思いをしているのか、リヒトが硬い表情のままため息をつく。

「だが、どうにもあの目は……グレイフォードを思い出させてな……」

「え？　マリナさんを、ですか？」

「ああ、ゾッとしたんだ。ナディア嬢があの娘に何かするのではないかと……。もちろん、ナディア嬢がそんな人ではないことはわかっている。だが……」

　そのまま言いい淀よどみ、黙ってしまう。

　だが、言いたいことはわかる気がした。『そんな人ではないと思っていた』──それを言い出したら、セルヴァだってそうだ。彼があんなことをするなんて誰が思っただろう？　少なくともレティーツィアは、夢にも思わなかった。

　彼が罪を犯したのは、『そういう人だったから』ではないのだ。

　レティーツィアはそっと目を伏せ、頷いた。

「そのとおりだと思いますわ。誰もが、その心に過あやまちを犯してしまう可能性を秘めているものなのではないでしょうか？　もちろん、わたくしも」

「は……？　お前も？」

「ええ。わたくしも、殿下のお気持ちが別の女性に向いてしまったら、邪よこしまな思いを抱いだいてしまうかもしれません。いえ、間違いなく抱いてしまうでしょう」

「……想像がつかんな」

「わたくしにも欲望はあります。誰かを排はい除じょすることで殿下の心を取り戻せるのであれば、やってしまうに違いありませんわ。それも、迷うことなく」

　レティーツィアはリヒトをまっすぐに見つめて、にっこりと笑った。

「だって、リヒト殿下はわたくしのすべてですもの」

「っ……」

　思いがけないレティーツィアの告白に、リヒトがカッと顔を赤らめる。

　主人の反応に、イザークが「えっ……？」と小さく叫んで目を丸くした。

「珍し……」

「……うるさいな」

　リヒトがムッと眉を寄せ、赤くなった顔を隠すように手で口もとを覆う。

「あまりにまっすぐで……不意打ちだっただけだ」

　リヒトの珍しく照れた仕草に、なんだか急に恥ずかしくなってしまう。

　レティーツィアはパッと顔を赤らめ、下を向いた。

「でも、殿下は、誰かを貶おとしめ、傷つけることで手に入れられるような存在ではありません。そして、そういった愚おろかな振る舞いが、殿下を幸せにすることもございません。ですから、わたくしは正しく在れるのだと……。つまり、すべては殿下のおかげで……」

　そこまで言って、レティーツィアは目を見開いた。

（ああ、私……馬鹿だ……。いったい何を迷っていたの？）

　それでいいじゃないか。何も難しく考えることなんてなかった。

　すでに自分には唯ゆい一いつ無む二にの絶対的な指針があった。

　リヒトを誰よりも幸せにすること──！

　今までどおり、リヒトを幸せにすることを一番に考えて、行動すればいいんだ。

　それこそが、一番幸せな道。

　レティーツィアが望む未来へと繫がる道だ。

「そうだな」

　リヒトがその金色の瞳を眩まぶしげに細め、レティーツィアの華奢な身体を抱き寄せた。

「俺も、お前が俺以外の誰かを見たら、何をするかわからないな」

　思いがけずたくましい胸むな板いたに顔を埋うずめて、心臓が大きな音を立てて跳ねる。

「リ、リヒト殿下……あの……」

「──五分」

　その戸惑いの声には答えず、リヒトがイザークに視線をやってシッシッと手を振る。

　イザークはやれやれと肩をすくめると、「かしこまりましたよ」と言ってサロンを出て、扉とびらをきっちりと閉めた。

「え？　あ、あの……で、殿下……」

「俺も同じく、誰かを貶め、傷つけることで手に入れられる愛などないと思っているが、だがもしもそれでお前が手に入るのであれば、迷うことなく罪に手を染めるだろう」

　リヒトがレティーツィアと同じ思いを口にする。

「かといって俺は、お前を傷つけたあれを許すことはできそうにないがな。お前と違って、俺は心が狭せまいんだ」

「そんな……リヒト殿下……」

　そんなふうに言わないでほしい。レティーツィアは首を横に振った。

　それはリヒトの心が狭いからではない。そもそもマリナやセルヴァが罪人として一生を終えることなく新しい道に進めたのは、リヒトの温情によるところが大きいのだ。

「リヒト殿下はシュトラール皇国の次期君主に相応ふさわしい、立派な方ですわ」

　自身を映す美しい金色の双眸を覗のぞき込むようにして、熱心に言う。

　しかしリヒトは少し沈ちん黙もくすると、「そうじゃないな……」となんだか不満げに呟いた。

「え……？」

「俺を幸せにしてくれるんだろう？　レティーツィア？」

「ええ。それはもちろん……」

「そんなお前を、俺は決して手放したりはしない。お前は俺のものだ」

　再び、心臓がありえないほど大きな音を奏でる。

「そして、俺もお前のものだ」

　かぁ〜っと一気に顔が火ほ照てってしまう。

「俺はお前のすべて、か。……悪くないな。うっかりときめいた」

「っ……は、はしたなくて、申し訳ありません……」

　恥ずかしくなって身を捩よじるも、リヒトの腕はレティーツィアを逃にがしてくれない。

「謝ることじゃないだろう。悪くないと言ったんだぞ？　俺は」

「で、ですが……あまりに……その……女性らしさに欠けるというか……」

「まぁ、そうだな。お前がいつもあれほど男前では格好つけるのに苦労してしまうから、たまににしてくれるとありがたいな」

「えっ!?　何を仰ってますの!?　殿下はあえて格好などつけずともかっこいいですわ！　非の打ちどころもなく、本当に輝かんばかりで！」

　レティーツィアにとって信じられない言葉に、身を乗り出すようにして反論してしまう。

　リヒトは「そうか」と満足げに笑って、レティーツィアの髪を梳くしけずった。

「え……？　そうかって……あの、ですから……」

「ほかには？」

　ほか？

（え？　何を求められているの？）

「そのう……リヒト殿下は、素晴らしく素敵でいらして……」

　思いもしなかった言葉にしどろもどろになっていると、リヒトがレティーツィアの顎あごをそっと指ですくい上げて「それで？」と言う。

　視線を甘やかな金色の輝きに搦からめとられて──ようやく彼が何を求めているかを悟る。

「あ……こ、心からお慕いしております……。リヒト殿下……」

「──そうだ。立派だなんて言われたって、嬉しくない」

　恥ずかしそうな──しかし今までで一番甘さを含んだ囁ささやきに、リヒトが笑みを深める。

　その薄くて甘美な唇が近づき、レティーツィアの前髪に触ふれる。

「っ……わ、わたくしの代わりに怒おこってくださってありがとうございます……殿下……」

　額にチュッと啄ついばむように口づけられて、全身が震えてしまう。

　心臓が暴れて、今にも壊れてしまいそうだった。

「大好きです……」
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「学園島は本当に過ごしやすいですわね……」

　青く澄すみ渡わたった空を見上げて、呟つぶやく。

　日本では六月ともなれば衣ころも替がえ。最近は、三十度超こえの真夏日となる日も少なくない。

　しかし、ここ学園島は、設定資料集曰いわく『イギリスのロンドンをモデルに、イベントを作りやすいようにアレンジを加えた』そうで、かなり過ごしやすい。

　三月から六月まで、九月から十一月までの各月の平均気温は十度から十八度前後を推移。

　それでも、花々は日本の時期に合わせて咲さく。なんとも不思議な光景だ。

　もともと完全インドア派のヲタク（アラサー）で、暑いのも寒いのも苦手な身としては、この『設定』はとてもありがたい。

「……？　学園島は？」

　テーブルを片づけていたエリザベートが、レティーツィアを見て首を傾かしげた。

「あ、いえ、どこかと比べての発言ではありませんわ。あらためてそう感じたってだけで。あまりにも風が気持ちよかったものですから」

「あ、そうなんですね。たしかに、この薔ば薇ら園えんは本当に気持ちがいいですよね」

　久しぶりの薔薇園でのランチ。

　色とりどりの薔薇は鮮あざやかで、穏おだやかで麗うららかな陽ひも、優やさしく髪かみを揺ゆらす風も心ここ地ちよく、リヒトは相変わらず一挙手一投足が美しく完かん璧ぺきで、エリザベートの笑え顔がおは眩まぶしい。

（思い切って誘さそってよかった……）

　ゲームが再びはじまろうとも、それによって何が変わろうとも、リヒトの幸せを第一に考えればいい。あれもこれも守ろうと欲張るから、身動きが取れなくなっていただけだと気づいて、ようやくエリザベートと向き合う勇気が持てた。

『案ずるより産むが易やすし』とはよく言ったもので、本当に何を怖こわがっていたのだろうと、あれこれ悩なやんでいたのが馬鹿馬鹿しく思えてしまうほど、楽しく過ごすことができた。

　何より、エリザベートの態度が以前と少しも変わらなかったことが嬉うれしい。

「食後のお茶は、カルディナ社のダージリンとトワイリッツ社のアールグレイ、どちらにいたしますか？」

　イザークの声をＢＧＭにテーブルの片づけを終えたエリザベートは、素す早ばやく椅い子すに腰こしを下ろして、傍かたわらに置いていた手て提さげバッグを胸に抱だき、ずいっと身を乗り出した。

「あの、レティーツィアさま！　その、お見せしたいものが……」

「ああ、エリザベートさん！　わたくしも報告したいことが……」

　しかし二人とも、そこでハッとして口を噤つぐんだ。

　久々に会えたことが嬉しくて、楽しく過ごせたことにテンションも上がってしまって、ついついそんなことを口にしてしまったけれど──ここにはリヒトもイザークもいる。

　ヲタクの、ヲタクによる、ヲタクのための、『安全確かく認にん』を怠おこたってしまっていた。

　はたして、これは一いっ般ぱん人じんの前で話していい内容だっただろうか？

「ん？　なんだ？」

　二人の視線に気づいて、リヒトが不思議そうに目を瞬しばたたく。

　エリザベートは「え？　ええと……」と慌あわてた様子で視線を泳がせ、レティーツィアに今度はひっそりと囁ささやいた。

「あの、レティーツィアさま？　ついペロッと話してしまいましたが、ご本人さまの前で広げてよいものでしょうか？　もちろん、これは健全なものですが……」

「……エリザベートさん？」

　そんな言い方をしてはいけない。健全でないものも存在しちゃってることがモロバレだ。

「ええと、売り出したい系のアレかしら？」

「はい、そちらです。こっそり楽しむほうではなく」

　──後半部分も言わないほうがよかった。どうやら、自分以上にテンションが上がってしまっているらしい。らしくないほど、安全弁がゆるゆるだ。

「どうせお店に置く際には殿でん下かに許可をいただく予定ですから、それは大だい丈じょう夫ぶよ」

「そうですか！　ではでは、見てください！　力作なんです！」

　エリザベートがパァッと顔を輝かがやかせ、手提げバッグから何やら箱のようなものを出す。

　そして、中から何やら取り出すと、テーブルの上に並べた。

「っ……」

　手のひらに載のるサイズの純白のレザータッセル。一本だけ入っている国のカラーがとてもいいアクセントになっている。そして、おそらく元素を図案化したのだろうオリジナルのチャームとカラーストーンがついている。

「これは……バッグチャーム？」

「そうなんです！　前々から欲しいと思っていて、この機会に作ってみました！」

「すごいわ……」

　普ふ段だん使いができるデザインで、ブレスレットも素す敵てきだったけれど、あちらが国の文化や特色まで反映していたのに対して、こちらは色とチャームだけで国を表現しているのと、バッグにはもちろん、手帳や鍵かぎなどにもつけられるサイズなのもあって、使えるシーンはかなり多く、とても汎はん用よう性が高い。

（ヲタク感が皆かい無むなのにこんなにも推おしを感じられるお洒しゃ落れ……！　ヲタバレを気にせずずっと身につけていられるなんて、最高過ぎじゃない？）
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『選ばれし者』のグッズを作りたいという話をした時に出た案は、彼女のブレスレットをアレンジして量産しやすそうなデザインに変へん更こうしたアクセサリーやチャームだったのだが、まさかこう来るとは！

　言葉もなく見入っていると、リヒトがその一つをひょいっと持ち上げた。

「もしかしてこれは、世界六国をイメージしているのか？」

「わ、わかりますか!?」

「ああ、やはりそうなのか。……なかなかいいな」

　まさか、当の本人リヒトに褒ほめてもらえるなんて、夢にも思っていなかったのだろう。エリザベートが大きく目を見開き、そのまま固まる。

「世界六国を必要最低限なものだけで端たん的てきに、それでいてうまく表現できていると思う。身分が上の者ほど身の回りのものは実用性からかけ離はなれたデザインになりがちだからな、それほどチープには見えないのにスッキリしているのがいい」

「っ……ひ、ひえっ……!?　こ、こ、こ、光栄ですっ……」

　エリザベートがありえないほど真っ赤に染まった顔を両手で覆おおって、肩かたを震ふるわせる。

「こういったシンプルで気の利きいたデザインなら、身につけることに文句はないんだがな。どうして皇室専属のデザイナーはああもゴテゴテしたものばかり作るんだ……」

　ため息をつくリヒトに、イザークが眉まゆを寄せた。

「何を言ってるんですか。殿下は次期皇こう帝ていであり、すでに国の顔である第一皇子ですよ？　ゴテゴテしてていいんです。国の威い信しんってものを少しは考えてください」

「国の威信ね……。お前の口から出ると、これほど噓うそ臭くさいものはないな。その第一皇子を指差して笑えるヤツがどのツラ下げて言ってるんだ」

「それは、笑えるようなことをする殿下が悪いんです。馬鹿にするつもりなんかなくても、馬鹿にせざるを得ないことを目の前でされたら、そりゃ馬鹿にするでしょう？」

「そんなヤツはお前だけだ」

「え？　そんなことありませんよ。ねぇ？　レティーツィアさま」

「……そこでどうしてわたくしに振ふったのか、詳くわしく問いただしたいわ」

　にらみつけてやると、イザークは「まぁまぁ、深い意味なんてありませんよ」と笑って、全員の前にティーカップを並べた。

　ダージリンの爽さわやかなマスカットフレーバーが鼻び孔こうを優しくくすぐる。

「とにかく、シンプルで機能的と格調高い気品は両立しないんです。第一皇子たる殿下に必要なのは、もちろん圧あっ倒とう的てきに後者です。レティーツィアさまもそう思いますよね？」

　これ以上文句を言わせないためか、イザークが再びレティーツィアに同意を求める。

「ええ、こればっかりはイザークに賛成ですわ。殿下の装よそおいはゴテゴテしてていいのです。むしろゴテゴテしていてくださらなくては！」

　レティーツィアは力強く頷うなずき、その勢いに怯ひるんだリヒトを見つめて身を乗り出した。

「もちろん、シンプルな装いでも、殿下の美しさは一ミリたりとも損そこなわれませんけれど。それでも、たとえば美しい絵画をそのまま裸はだかで壁かべに掛かけることはございませんでしょう？　必ず相応ふさわしい額が用意されるものではありませんか？」

「まぁ……それは……」

「それに、華はなやかな装いは誰だれでも着こなせるというわけではございません。キャンバスを汚よごしただけの駄だ作さくに、それ自体に価値が見み出いだせるほどの素す晴ばらしい額が合うはずもない。残飯を銀食器に盛りつけて高級ワインを添そえたところで、それは残飯でしかないのです」

　反対に、超ちょう一流のシェフによる料理は、盛りつける皿が銀食器だろうが、使い捨ての紙皿だろうが、その素晴らしさが変わることはない。

　それでも、十人に訊きけば十人が必ず『紙皿ではなく、ピカピカに磨みがき込まれた銀食器で食べたい』と言うだろう。それが『付加価値』というものだと思う。

　料理人の腕うでも、料理の味も、かかる材料費も、そのほか経費も、何一つ変わらなくても、美しい食器に盛りつけて、細部までこだわりをもってデザインされた店内で、素晴らしい景色を眺ながめながら食べれば、何倍にも美味おいしく感じるものだ。

　それと同じだ。民たみは、自分たちと同じような姿をしている姿よりも、自分たちには一生手が届かない煌きらびやかな衣い装しょうを着こなした皇子然とした皇子こそが見たいと思うもの。

「殿下だからこそ、どれだけ華やかなご衣装も難なく着こなし、輝くことができるのです。唯ゆい一いつ無む二にの存在が、唯一無二の装いで、唯一無二の輝きとなる。それを見たくない民が、いったいどこにいるというのです？」

　自分たちが戴いただく存在は、常にキラキラしていてほしいと願っている。異論は認めない。

「……わかったような、わからんような……」

　レティーツィアの力説に、リヒトが嬉しいような、困こん惑わくしたような、複雑な顔をする。

　その隣となりで、イザークもまたやれやれとため息をついた。

「その息をするように自然に殿下を賞賛するクセ、なんとかなりませんか？　聞いていて笑っちゃうんですけど」

「え？　なんとかする必要がどこにあって？」

　素晴らしいものに素晴らしいと言って何が悪い。賞賛は惜おしみなくするものだ。

「というか、お前が同意を求めたのだけれど？　イザーク」

「いや、そうなんですけどね？　そんな熱量で力説されるとは思ってなかったので」

　微び妙みょうな顔の男性陣じんをよそに、エリザベートだけが「わかります！」と力強く頷く。

「わかってくださって嬉しいわ。エリザベートさん。そして、リヒト殿下の仰おっしゃるとおり、これはとても素敵ですわ。シンプルですし、量も作りやすいのではないかしら」

「ええと、そう思います。これ、実は昨日思いついて、大急ぎで作った試作品なんです」

「えっ!?　昨日!?」

　とてもそうは見えない。

「ええ。すごく簡単なものなんです。だから量を作りやすいと思いますし、それこそ革製品を専門にしている職人さんに発注できたら、クオリティもさらに向上しそうです」

「職人さんの心当たりを当たってみるわ。こちらはお預かりしてもいいのかしら？」

「はい！　ぜひ！」

　エリザベートが興奮した様子で頷いて、赤く染まった頰ほおを両手で包んだ。

「う、嬉しいなぁ！　自分で作って、自分で身につけて、独りで楽しむだけだったのに、作ったものがお店に並ぶかもしれないとか……！　誰かが身につけてくれるとか……！　一いっ緒しょに楽しんでくれる人がいるとか……！　もうもう、全部夢のようです！」

「エリザベートさん……」

「あ、あと……！　こちらは私にはまだ作る技術がないのでデザイン画のみなんですけど、ぜひともレティーツィアさまに見ていただきたくて……！」

　ワクワクを隠かくそうともせず、手提げバッグから今度は数枚の丸めた紙束を取り出して、レティーツィアに差し出す。

「まぁ……！　ピンキーリング？」

　そこに描えがかれていたのは、華きゃ奢しゃな指輪のイラストだった。

　極ごく細ぼそのリングはシンプルながら、アームの表面に緩ゆるやかに波打つ凹おう凸とつをつけることで、柔やわらかく光を反射する設計となっているようだ。その波間に、小さな石が配置されている。

「素敵……」

　これもまた、とてもシンプルだ。装そう飾しょくをあれこれつけ足さずとも女性らしい表情豊かなデザインは、さすがとしか言いようがない。

「カラーストーンの色は九色で考えています。台座の色は二色ですね」

「じゃあ、全部で十八パターンあるということ？」

「いえ、そういうわけではありません。配色は固定なので。全九種です」

「九種……？」

　なぜだろう？　世界六国なら六色のはず。余分な三色は？

「実は、ヴェテルのお二方の分は入っていません。まだイメージがつかめていなくて……。だから、九種なんです」

　あらためて、デザイン画を凝ぎょう視しする。

（なるほど！　これは世界六国の皇子たちとその側近をイメージしたリングなんだ！）

　金の台座が皇子たち、銀の台座がその側近たち。

　アフェーラのユエのみ従者を持っていないため、全部で十一色。

　石は、国の色を守りながらも本人のイメージに合わせて微妙に色合いを変えている。

　リヒトなら、金の台座に輝きの強い金色系の石。

　イザークなら、銀の台座に琥こ珀はく色に近い透とう明めい度の少ない石。

　ラシードなら、金の台座に鮮やかな紅の石。

　アーシムなら、銀の台座に血のような蘇芳すおう色の石。

「っ……！　素晴らしいですわっ！」

　これは、今すぐにでも欲しい！

「ほ、本当ですか？　嬉しい……！」

「ええ、本当に素敵。リングの素材や石によってお値段がかなり変わってくると思うので、貴族向けに作るか庶しょ民みん向けに作るか、悩むところではありますけど……」

「たしかに、そのあたりは職人さんと打ち合わせが必要になりますね」

　なんなら、同じデザインでも素材を変えて、貴族向けと庶民向けの二種類作るのもいいかもしれない。

　あるいは、予算に合わせて素材を選べるようにして、完全受注生産にしてもいいだろう。

　この世界では、こういったアクセサリーはまだ職人が一つずつ手作りしているものだ。それを考えれば、受注生産のほうが無む駄だがない気がする。

「これはチェーンも必要ですわね。リングに合う華奢で美しいものも用意しておかないといけませんわ」

「え？　チェーン、ですか？」

「ええ、わたくしのように身近に感じたい御お方かたがお一人なら素す直なおに小指にはめればいいと思いますが、複数の御方を愛めでたい場合もございますでしょう？」

　トントンとアーシムデザインとラシードデザインの説明を指で叩たたくと、エリザベートがハッとした様子で身を震わせる。

「あるいはそれをひそかに楽しみたい方も。チェーンで服の下につけられるようにしたら、そういった方にもよいのではないかと」

　その言葉ですべてを察したエリザベートが、一気に顔を輝かせる。

「っ……素晴らしいお考えです！　レティーツィアさま！　ああ！　そういう楽しみ方もできるんですね！　目から鱗うろこですっ！」

「こちらこそありがとう！　エリザベートさん！　これは最高だわ！」

　さらに興奮した様子のエリザベートと、手を取り合う。

　そんな二人を見て、リヒトがテーブルの上のデザイン画を引き寄せた。

「身近に感じるため、か……」

　そう小さく呟き、デザイン画を見つめたまま何やら逡しゅん巡じゅんする。

「あ、あの、実はまだ全然お見せできるようなクオリティではないのですが、ハンカチのデザインもしていて……」

「ハンカチを？」

「ええ、それで世界六国をそれぞれ図案化しようと思っているのですが、なかなかうまくいかなくて、もうどうしたもんかと……。レティーツィアさま、何か……」

　行き詰づまっている現状を打開するアイディアを求めて、エリザベートが身を乗り出す。

　その言葉に、熱心にデザイン画に見入っていたリヒトがふと顔を上げた。

「……？　なぜ、世界六国をわざわざ図案化する必要がある？　国章があるだろう？」

「え？　でも……」

「国章は駄だ目めです！　公式のものをそのまま使うことは絶対にしてはいけません！」

　それは、レティーツィアにとって──同人作家にとって『ご法はっ度と』だ！

　超反応を見せたレティーツィアに、リヒトが何ごとだとばかりに目を丸くする。

　もちろん、この世界はまだ『著作権』も『商標権』もない。

　それでも、ヲタクにはヲタクのルールがある！　それは絶対に守らなくてはならない！

「これは国より認められたものではございません。学園島のショップで販はん売ばいする予定ではありますが、しかしあくまでも個人的な趣しゅ味みの範はん疇ちゅうで作るものです。おわかりですか？　国章は国の大切なもの。当然、その権利は国にございます。個人の趣味で勝手に使ってはなりません！」

「許可なら取れるが……」

「仮に許可をいただけたとしても、軽々しく扱あつかってはいけません。国章がついていたら、人々はそれを公式……いえ、国が認めたものだと勘かん違ちがいしてしまいかねません。それが、いかにもチープだったり、粗そ悪あくだったりしたら、殿下はどう思われますか？　国が認めて作っているものがこんなものかと思いませんか？　それは、国を貶おとしめることにも繫つながってしまいます。何かあった時、責任も取れません」

　原作・公式のイラスト、ロゴ、画像をそのまま使ってはいけない。

　原作・公式が販売しているグッズとまったく同じものを作ってはいけない。

　二次創作でグッズを作る場合は、自身でデザイン、描いたものを使用すること。

　これは、絶対的な『鉄則』だ。

「趣味は、あくまで趣味の範疇で。他者に迷めい惑わくをかけるものであってはなりません！」

　公式は神さまだ。その神さまの不利益になるようなことは、絶対にしてはいけない。

　公式があってこそ、推しを愛で、推しＣＰカップルで妄もう想そうして楽しむことができるのだから。

　その感謝の気持ちを忘れて、公式の権利を脅おびやかす者は、クラスタ失格だ。そんなことが平気でできてしまう者はヲタクの風上にも置けない。すぐにヲタクを廃はい業ぎょうすべきだ。

　リヒトは小さく「そういうものか……」と呟くと、エリザベートに視線を移した。

「学園創設時、薔薇がこの学園の象しょう徴ちょうとされていたことは知っているか？」

「え……？」

「各種式典の際、選ばれし者は薔薇の花を胸に挿さしていた。校章や制服などができたのは、創立三年目だ。その後はそれを身につけるようになったため、薔薇の出番はなくなった」

「え？　じゃあ、それまで制服はなかったんですか？」

「ああ、身分によって着る色の指定はあったがな」

　そう言って、リヒトが見事な薔ば薇ら垣がきを指し示す。

「この薔薇園だけじゃない、この学園ではあちこちにさまざまな種類の薔薇が植えられているだろう？　それはその名残なごりなんだ」

「そうなのですね」

「国の色だということで、国の名がつけられた薔薇もあるぞ」

「えっ!?　金色や青色の薔薇があるのですか!?」

　これには、エリザベートだけではなくレティーツィアも驚おどろく。

　学園の歴史については勉強して知っていたが、国の名の薔薇は知らなかったからだ。

　青薔薇は、日本の研究者たちがバイオテクノロジーによって生み出すまでは、花言葉が『不可能』、『存在しないもの』だったぐらい、作り出せないものだったはずだ。

　もちろん、ここは魔ま法ほうもあるゲームの世界だ。現実と違って青薔薇が存在したって別におかしくはない。ただ、このゲームでは、細かい文化レベルなども綿密に精査したうえで世界観が構築されているため、まさかあるとは。

「青……まぁ、そのあたりは少々無理やり感もあるが……。シュトラールは淡あわい黄色だ。キュアノスとエメロードはほとんど白だな。ただ、キュアノスのは中心がほんのり紫むらさきで、エメロードのは花びらの端はしがわずかにミントがかった色だ」

「ああ、なるほど……」

　遺伝子組くみ換かえではなく、赤い薔薇から赤い色素を抜ぬいていくやり方で作った青薔薇か。たしかにそれは、日本でももっと早い段階で作られていたはずだ。

「見てみたいですわ」

「たしか、温室にすべて揃そろっているはずだ。シーズンが終わる前に一度見に行くか」

「はい、ぜひ」

　嬉しい。誘ってもらえた。

　頰を染めてはにかむも、しかし空気の読めないイザークが間かん髪はつ容いれず水を差す。

「え？　それで終わりですか？　出口を見失ってません？　薔薇の話をはじめられたのは、レティーツィアさまをデートに誘うためではないでしょう？」

「え？　あー……なんだったっけな」

　リヒトが紅茶を飲みながら、逡巡する。

　しかし話の流れを思い出せなかったらしく、ティーカップを置いて肩をすくめた。

「もう、それでいい気もしてきたな……」

「いやいや、変なところで一人で勝手に満足しないでくださいよ。こっちは消化不良です。国章を趣味の物作りに使ってはいけないと聞いて、急に薔薇の話をはじめられたんですよ。覚えてないんですか？」

「ああ、そうだった。つまり、各国の色の薔薇は、その国を示すモチーフとして使えるんじゃないかと思ったんだ」

　その言葉に、エリザベートが大きく目を見開き、息を吞のむ。

　そして、「色と元素と薔薇……」と呟くと、一気に顔を輝かせた。

「薔薇！　薔薇！　あ、ありがとうございます！　今までは、色と元素だけでデザインを構築しようとして苦戦していたのですが、薔薇という要素が加わって一気に世界が広がりました！　すごい！　アイデアが溢あふれてくる……！」

「そうか、いいものが作れそうか？」

「はい！　殿下のおかげです！」

「それはよかった」

　リヒトがエリザベートを見つめて、優しく微ほほ笑えむ。

「では、完成を期待しよう」

「えっ!?　か、完成したら、見てくださるのですか？」

「もちろんだ。期待している」

　その言葉に、エリザベートは真っ赤に染まった頰を両手で包んで身を震わせた。

「あ、ありがとうございます！　が、頑がん張ばります！」

　そして、わたわたと眼鏡を外すと、「ああ、どうしましょう……！　嬉し過ぎて、もう泣きそうです……！」と言いながら目を擦こする。

「これしきのことでか？　大おお袈げ裟さだ」

「大袈裟だなんて！　そんなことは絶対にありません！　この学園に、一いっ瞬しゅんでもいいから殿下の視界に入りたいって夢見ている女の子がどれだけいるのか、ご存じないんですか？　間ま違ちがいなく、私は今日一番の果報者ですよ！」

　新緑の瞳ひとみを潤うるませて、頰を紅潮させて、しかしリヒトをまっすぐ見つめて熱心に言う。

　そんないじらしいエリザベートに、リヒトはフッと唇くちびるを綻ほころばせた。

「まったく……お前は可愛かわいいな」

「っ……」

　瞬しゅん間かん、胸に何やらチクリとした痛みが走る。

　レティーツィアは息を吞んで、みぞおちあたりを押さえた。

「かっ……!?」

　予想だにしていなかった言葉なのだろう。エリザベートがさらに顔を完熟させて固まる。

　そして、わなわなと身体からだを震わせて、両手で心臓を押さえた。

「わ、私、明日死ぬんでしょうか……？」

「急にどうした。お前の情じょう緒ちょはどうなっているんだ」

「だ、だって……あまりに幸せ過ぎて……！　このまま召めされそうです……！」

　気持ちはよくわかる。レティーツィア自身、『萌もえ』によって生命の危機を感じるのは日にち常じょう茶さ飯はん事じだ。なのに、どうしてだろう？　胸のチクチクがひどくなってゆく。

「間違いなく、今が人生の絶頂です……！」

「前もそのようなことを言っていなかったか？」

「なので、夜道には気をつけることにしますね。嫉しっ妬とで刺さされても文句は言えませんので。それだけ幸せなので」

「乙女おとめの命を散らしちゃ駄目じゃないですか、殿下」

「まだ散っていないし、散ったとしてもそれは私のせいじゃない」

　イザークの言葉には眉を寄せたものの、しかしリヒトはエリザベートに視線を戻もどして、仕方がないなとでもいうように苦く笑しょうする。

　エリザベートに向けられた眼まな差ざしは、相変わらず優しく、柔らかだ。

「……っ……」

　チクチクがモヤモヤへ──そのまま明確な不快感へと姿を変えてゆく。

　嫌いやだと思ってしまう。すごく嫌だ。

　リヒトが『可愛い』と言う相手は、自分だけであってほしい。

　リヒトが蕩とろけるほど優しい笑顔を向けるのも、自分だけであってほしい。

　リヒトのすべては、自分のものであってほしい。

　どんな小さなものであっても、自分以外に渡したくない。

　レティーツィアはスカートをキツく握にぎり締しめ、唇を嚙かんだ。

　自分の中に溢れ出した気持ちがなんなのかを知る。──嫉妬だ。

　黒く、暗く、ドロドロした気持ちに、吐はき気けがする。

（駄目……。こんなの、よくない……）

　こんな気持ちは、正しくない。

　必死にそれを振り払はらおうと努めるレティーツィアをよそに、リヒトが苦笑を漏らして、エリザベートをなだめる。

「まぁ、紅茶を飲んで少し落ち着け。お前が刺されることなくちゃんと生き延びたうえで、学業を疎おろそかにすることもなく、デザインを完成させたら、その褒ほう美びに物作り用の素材でもプレゼントしてやろう。ハンカチ用のシルクなんかどうだ？」

「えっ!?　い、いいんですか!?」

「ああ、お前には相談にも乗ってもらっているしな」

「──ッ！」

　その言葉に、身体が硬こう直ちょくする。レティーツィアは息を吞んだ。

（相談……？　何それ……）

　リヒトが、エリザベートに個人的に相談に乗ってもらっている？

　そんな話は知らない。聞いていない。リヒトからも、エリザベートからも。

（いつの間に……そんな……？　私に内ない緒しょで……）

　いや、ここでポロっと口にするぐらいだ。特別秘密にしているわけではないのだろう。

　しかし、だったらなおさら、なぜ相談相手がエリザベートなのか。

　なぜ、恋こい人びとである自分に真っ先に相談してくれないのか。

（っていうか、それって、私の知らない間に二人で会ってるってことじゃないの？）

　嫉妬の炎ほのおが一気に燃え上がる。それは黒くて苦い思いを吞み込んで瞬またたく間まに大きくなり、胸の内をじりじりと焦こがす。

　レティーツィアは素早く立ち上がると、三人を見回してにっこりと笑った。

「申し訳ございません。予習をしなければならないことを思い出しました」

「予習？」

「ええ、次の授業は自然学ですの。わたくし、これだけは少し苦手で」

　それは噓うそではない。この世界では、自然にかんする学問──自然学が広く学ばれている。この世界自体が、六元素の力によって構成されているという『設定』のためだろう。

　しかし、ロンドンに似た気候で日本の四季の花々が咲くという不自然さにもあるとおり、前世の知識とこの世界の当たり前が嚙み合わないことが多々あるため、記き憶おくが戻ってから自然学がかなり苦手になっていた。

「そうか、頑張れ」

　リヒトがその金色の目を優しく細め、穏やかに微笑む。

「お話の途と中ちゅうで、ごめんなさいね？　エリザベートさん」

「いえ、久しぶりでとても楽しかったです！」

　エリザベートも輝かんばかりの満面の笑えみを向けてくれる。

　レティーツィアも文句のつけようがない綺き麗れいな微笑みを浮うかべて、優ゆう雅がに一礼した。

「それでは、失礼いたしますわ」

　不ふ審しんに思われることのないよう、頭から爪つま先さきまで神経を尖とがらせて必死に取とり繕つくろいながら、テーブルを離れる。

（我が慢まん……我慢……まだ駄目……）

　一刻も早くこの場を離れたい衝しょう動どうに駆かられつつ、ガゼボから死角になるまで耐たえる。

　そして、薔薇垣の中に完全に身体が隠れてから、レティーツィアは一気に走り出した。

（どういうことなの……!?）

『俺は決して手放したりはしない。お前は俺のものだ。そして、俺もお前のものだ』

　リヒトがそう言って自分を抱き締めてくれたのは、つい先日のことだ。

　それなのに、知らないところでリヒトがエリザベートに相談に乗ってもらっていた？　エリザベートと二人きりで会っていた？

「何それ……」

　もしそうなら、許せない。だが、許せない以上に──。

「リヒト殿下らしくない……」

　レティーツィアはそう呟いて、思わず足を止めた。

　そう、らしくない。リヒトは、そんな不誠実を平気でするような性格じゃない。

（まるで、ラシード殿下とクラウディアのよう……）

　ラシードとクラウディアが急激に仲よくなった経けい緯いを聞いた時にも、そう思った。

　まるで、イベントを起こすために、一気に好感度を上げたようだと──。

「っ……！」

　ゾクリと、冷たいものが背中を駆け上がる。レティーツィアはブルリと身を震わせた。

「ま、まさか……そんなはずない……！」

　レティーツィアは激しく頭を振って、怖い考えを追い出した。

　違う。ゲームのせいにしてはいけない。『シナリオ』や『設定』に囚とらわれては駄目だと、あれだけ学んだはずだ。

　でも、どうしても考えてしまう。

　どうして相談相手が、婚約者レティーツィアじゃないのか。

　婚こん約やく者しゃを差し置いてその友人に相談することを、なんとも思わなかったのだろうか？

　エリザベートもだ。まず相談するべきは婚約者だろうと、思わなかったのだろうか？

　二人だけの秘密を持つことを、レティーツィアに申し訳ないとは？

　普段の二人なら、そう考えるはずじゃないのかと。

「……っ……！」

　鼻の奥がツンと痛んで、涙なみだが溢れてしまいそうになる。

　レティーツィアはもう一度首を横に振って、両手で顔を覆った。

「違う……ゲームのせいにしては駄目……」

　自分の醜みにくい部分から目を逸そらしてはいけない。

　エリザベートに激しく嫉妬したのは、レティーツィアが『悪役令れい嬢じょう』だからではない。

　一生友人でいたいと思っている大好きな存在にすら、ひどく簡単に黒くてドロドロした感情を抱いだいてしまう──それは自分の弱さだ。醜さだ。

「あぁ……」

　恋の前では、友情はかくも脆もろいものなのかと思い知る。

『恋は綺麗なものなんかじゃない』

　そんなことは、十二分にわかっているつもりだった。

　そんなどうしようもなく乱れる乙女心も、幾いく度どとなく題材にしてきた。描いてきた。

　だが、今さらながらに痛感する。

（私……知識としてそれを知っていただけだったんだ……）

　実感を伴ともなった理解とは、ほど遠かった。

「たかが『可愛い』の一言……たかが笑顔一つなのに……なんで許せないの……？」

　リヒトの気持ちを疑っているわけではないのなら、そのぐらい構わないではないか。

　それなのに、独ひとり占じめしたいと思ってしまう。

「リヒト殿下の幸せが最優先だって言ってたくせに……」

　リヒトの幸せのためならなんでもする。

　あの決意は、どこに行ってしまったのか。

　暴れる負の感情と、それに対する自己嫌けん悪おが、胸の内でぐるぐると渦うずを巻く。

　レティーツィアはキツく唇を嚙み締め、その場にしゃがみ込んだ。

「こんな思いをするなら……恋なんてしなきゃよかった……」

　こんな黒くてドロドロした醜い感情とは無む縁えんでありたかった。

　大切な友人にまで嫉妬するような小さい人間になりたくなかった。

　以前は──『夢展開』が大地じ雷らいだった自分は、こんなふうではなかったのに。

　もともと、前世の自分は『同担歓かん迎げい』タイプだった。

『推し』はみんなで愛でるもので、『萌え』もできるだけ多くの同志と共有したいほう。独り占めしたいなんて、露つゆほども考えなかった。

　そして『非夢女子』だったのもあって、誰かに嫉妬することはほとんどなかった。

　だから、大好きな友達相手にこんな気持ちを抱くことなんてないと思っていたのに。

（『推し』への気持ちと『好きな人』への想おもいは、こんなに違うものだったんだ……）

　レティーツィアは大きく嘆たん息そくして、膝ひざを抱かかえた。

「リヒト殿下に恋をしなかったら……あの時のままでいられたのかな……？」

　こんな狭きょう量りょうで醜い人間にならずに済んだのだろうか？

　しかし、それはもう叶かなわない。この想いをなかったことにはできない。今やこの恋は、レティーツィアのすべてだ。

「っ……ままならない……」

　最愛の人リヒトを幸せにするためにも、この恋を糧かてによりよい人間へと成長していきたいのに、なんだかどんどん愚おろかになっていっている気がする。

　乙女ゲームなら、数えきれないほどプレイしてきた。ヲタ活するほどハマったものも、一本や二本ではない。

（でも、しょせんはゲームだったんだな……）

　ゲームの中でどれほどイケメンたちを攻こう略りゃくしようと、トゥルーエンドを迎むかえようと、それで自分の恋れん愛あい経験値が上がるわけじゃない。

　ほとんどはじめての恋に、どうしたらいいのかわからない。

　最愛の人に、大切な友人に、こんなドロドロした想いを抱いたのもはじめてのことで、どう自分の中で決着をつければいいかもわからない。

「情けない……」

　不ふ甲が斐いない自分に、ため息が止まらない。

　ああ、本当に、恋というものはままならない……。
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　バシャンという水の音が聞こえて、レティーツィアはふと視線を巡めぐらせた。

「身のほどを弁わきまえなさいよ！」

　続いて響ひびいた叫さけび声ごえに、思わず目を丸くする。

（ナディアさまの声……？）

　すでに放課後──。この東の庭園には、例の背景ポイントを探して植木迷めい路ろを探たん索さく中の自分以外には誰もいないと思っていたのに。

（水音……ってことは噴ふん水すいよね？）

　レティーツィアは植木迷路を抜け、庭園の中心部にある噴水へと向かった。

「まぁ！　クラウディアさん！」

　噴水の中に座り込んでいたクラウディアがビクッと身を震わせ、顔を上げる。

「レティーツィア……さま……？」

　どうしてここにいるのだろうとばかりに、目を見開く。その左の頰は赤くなっていた。引っぱたかれたのだろうか？

　思わず顔を歪ゆがめると、クラウディアはハッと身を震わせて、慌てた様子で視線を下げた。

「あ……も、申し訳ございません。お目汚しを……」

　実際、ひどいありさまだった。

　強い力で突つき飛とばされて、噴水の中に倒たおれ込んだのだろう。全身ずぶ濡ぬれなのに加えて、持ち物をぶちまけられたせいで、インク壺つぼのインクを頭から被かぶってしまっている。

　ペンや懐かい中ちゅう時ど計けい、詩集などがインクの黒に染まった水に沈しずんでいる。もう使いものにはならないだろう。小さな雑貨やいくつかの丸めた羊皮紙、ハンカチなども散らばっていて、一部はやはり黒い水を吸ってしまっている。

　慌てて視線を巡らすも、ナディアの姿はすでになかった。植木迷路を通らずにまっすぐ戻ったのだろう。

（そうだった。ナディアさまって、レティーツィアと違ってがっつり直接的な虐いじめをするタイプの悪役令嬢だった）

　情に厚い分、想いは深く烈はげしい。どうやら、リヒトがチクリと諭さとしたぐらいでは防げなかったらしい。

「っ……待っていてください、クラウディアさん。すぐに人を……」

「あ……い、いえ！　お待ちください！　私は大丈夫ですから！」

　そう言って素早くきびすを返すも、間髪容れず強く呼び止められる。

　レティーツィアは振り返り、思わず眉をひそめた。

「大丈夫って……」

　いったい何が大丈夫だと言うのか。

「あ、あの……その……できれば大ごとにしたくないので……」

「その気持ちはわからないでもないですが……」

　やったのはナディアだ。彼女のことを考えると、レティーツィアにも騒さわぎにしたくない気持ちはある。それでも、なかったことにするのは違うだろう。

「泣なき寝ね入いりはいかがなものかと思いますわ。その制服もペンも懐中時計も詩集もすべて、お母さまが必死に働いて貯ためたお金で購こう入にゅうしたものなのでしょう？」

「っ……それは……」

「クラウディアさんの事情を知りながらそれを粗そ末まつに扱うことは、お母さまのお気持ちや努力を踏ふみにじることと同じです。それを許してはいけませんわ」

　クラウディアが苦しげに顔を歪めて、俯うつむく。

「もちろん、大ごとにして糾きゅう弾だんしろと言っているわけではありませんわ。ご希望どおり、なるべく騒ぎにはならないようにいたしますから、人を呼ばせてくださいませ」

「っ……でも……」

　そこまで言ってもなお、クラウディアは首を横に振る。

「でも……私が悪いので……。甘えていたから……」

「クラウディアさん……」

　さて、どうしたものか。頭を悩ませていると、不意にのほほんとした声が響く。

「あれー？　レティちゃんじゃん！」

　ハッとして視線を巡らせると、ロイドを従えてこちらに歩いてくるイアンの姿があった。

「どうしたの？　こんな時間に、こんなところで……」

　どうやら、イアンたちの位置からクラウディアの姿は噴水中央の石像部分に隠れていて見えないらしい。

　にこやかに手を振りながら近づいてきてようやくクラウディアに気がついて、イアンは思わずといった様子で足を止め、目を丸くした。

「ちょっと……クラウディアちゃん……その格好……」

「っ……これは……」

　クラウディアがさらに身を小さくする。

　イアンは「ロイド、談話室」と小さな声で言うと、素早くマントを外した。

　ロイドが一礼し、そのままきびすを返す。

「イアンさま……どうしてこちらに？」

「最近、時間を見つけてはあちこち歩き回ってんだよ。時間帯ごとに人の流れを観察して、人が少ない場所……人目につきづらいところを探してんの」

　そう言いながら足早にやってきて「レティちゃん、これ持ってて」とレティーツィアの手にマントを押しつける。そして、上着の前をくつろげながら噴水に近寄ると、まったく躊ちゅう躇ちょすることなくザブッと水に足を突っ込んだ。

「イ、イアンさま!?」

「えっ!?　そ、そんな！　いけません！」

　レティーツィアとクラウディアが驚きの声を上げる。

　しかし、当の本人はきょとんとして、「何が駄目なの？」と首を傾げた。

「だ、だって……お召しものが汚れて……」

「そんなの気にしないでよ。大丈夫大丈夫。たかが服じゃん」

　何言ってるのとばかりに微笑んで、クラウディアに手を差し出す。

「大丈夫？　立てる？」

「は、はい、大丈夫です。あの……一人で立てますから……」

「だから、遠えん慮りょしないでって。もう一度言うよ？　たかが服だから。家族との思い出とか、自身の尊厳とか、そういうものを汚されるほうが大問題じゃん」

　瞬間、クラウディアの目に涙が溢れる。

　クラウディアは唇を嚙んで、震える手をイアンのそれに重ねた。

「ありがとう……ございます……」

「お礼を言うことでもないよ。このぐらい」

　イアンが優しく笑って、クラウディアを支えて立ち上がらせる。

　そして素早く上着を脱ぬぐと、「はい、これ持ってね」とクラウディアの両手に預けた。

「え？　あの……」

　戸と惑まどいに視線を揺らすクラウディアをよそに、イアンが水の中から彼女の私物を拾って、広げた上着の中に入れてゆく。

「イ、イアンさま……！」

　選ばれし者の純白の制服が、みるみるうちに黒に染まってゆく。

　イアンはすべてを拾い集めると、上着でしっかりと包み込んだ。

「はい、これ、ちゃんと抱いててね、落とさないように」

　あまりのことにクラウディアが言葉を失ってしまう。

　そんな彼女にもう一度笑いかけて、イアンはレティーツィアを振り返った。

「レティちゃん、俺のマントちょうだい」

「あ、は……はい！」

　駆け寄よってマントを手て渡わたすと、イアンはそれをクラウディアに頭からすっぽりと被せてその身体を包み込んで、そのまま抱き上げた。

「きゃ、きゃあっ!?」

　突とつ然ぜんのお姫ひめさま抱っこに驚いて、クラウディアが目を白黒させる。

「あ……あの、あの、あの……！」

「ん？　大丈夫だよ。軽い軽い。落としたりしないから安心して」

「そ、そういうわけではなくて……その……」

「レティちゃん、彼女の鞄かばんを持って一緒に来てくれる？　ごめんね〜。もうちょっとだけつきあって」

「はい。これぐらいお安い御ご用ようですわ」

　レティーツィアは頷いて──思わずふふっと笑った。

「わたくしがクラウディアさんをこんな目に遭あわせたとは思われませんの？」

　一言も尋たずねないどころか、疑いの目すら向けず、同行を頼たのむなんて。

　だが、イアンにとっては思いがけない言葉だったらしい。「へっ!?」と目を丸くする。

「いや、まったく思わないけど？　そんなのありえないでしょ」

「そうですか？　疑ってもおかしくないシチュエーションだったと思うのですが」

「そう？　そんなことないと思うけど。ねぇ？　クラウディアちゃん」

　イアンが笑いながら歩き出す。

「イ、イアンさま、あの……私……」

「わかってるよ。騒ぎにしたくないんでしょ？　大丈夫。この時間、人が少ないルートを通るからね、任せて」

　クラウディアの震える声に、イアンが安心してとばかりに優しく微笑む。

「も、申し訳ありません……。わ、私……私は……」

「何を謝ってんのかわかんないんだけど？　女の子が困ってんだよ？　泣いてんだよ？　助けるのなんて当たり前のことでしょ」

「でも……」

　さらに何か言いい募つのろうとしたクラウディアを笑顔で黙だまらせて、イアンが続ける。

「なんでも言って。なんでもしてあげるよ。それでクラウディアちゃんに笑顔が戻るなら、安いもんだから」

　その言葉に、もう我慢できなくなったらしい。クラウディアがイアンの上着に包まれた私物を強く抱き締めて嗚お咽えつを漏らす。

（本当に素敵な人……）

　王子としてではなく、一人の男として、人間として、人々を魅み了りょうする──。

「お泣かせしてしまうなんて、悪い男ですわね。イアンさま」

　レティーツィアの言葉に、イアンは声を立てて笑った。

「ええ？　いい男の間違いでしょ？」




　クラウディアと二人でロイドがイアンの名で手配した談話室に入ると、暖だん炉ろにはすでに火が入れられていて室内はとても暖かかった。

　談話室は、その名のとおり、落ち着いて話をするための部屋だ。

　対面に置かれた革張りのソファーに、美しいセンターテーブル。小さめの暖炉の前にはファイヤースクリーンがあるだけ、ほかには何もない。

　センターテーブルの上には、着き替がえとたくさんのタオルと水を張った洗面器、水差し、そのほか身み支じ度たくを整えるためのものが揃えられ、ソファーには毛布がかかっていた。

（完璧だ……）

　この短時間でこれだけの準備をしたロイドの手しゅ腕わんに舌を巻く。本当に元王子だろうか？

「クラウディアさん、濡れたものを早くお脱ぎになって」

　レティーツィアは腕まくりをして──ふと替かえの制服の横に置かれたＢ５サイズの箱に目を留め、それを手に取った。

　中に入っていたのはなんとシュミーズ。

　思わず目を剝むいたものの、よく考えれば当然必要なものだ。下着だけ濡れたままというわけにもいかない。

（でもこれ、ロイドさま……いえ、ロイドが用意したのよね？）

　確かめるまでもない。さまざまなことを秘密にするためにも誰かに頼むというわけにもいかなかったはずだ。

（すごいわ……）

　感心しながら、タオルを水に浸ひたしてクラウディアに視線を戻す。

　クラウディアは制服を脱ぎながら、「あ、あの……」と視線を彷徨さまよわせた。

「ひ、一人でできます……。お召しものが汚れてしまいますし……」

「お気になさらないで。イアンさまの言ったとおり、たかが服ですわ」

「でも……」

「お顔やお髪ぐしについたインクは落とすのが大変です。大ごとにしたくないと仰るのなら、手伝わせてくださいませ。お一人ではケアし切れないでしょう？」

　グッとクラウディアが言葉を詰つまらせる。

　そして、居い心ごこ地ち悪わるそうに身を小さくしながらも、観念したようにため息をついた。

「……申し訳ありません……」

「わたくしがしたくてしていることですから」

　にっこりと笑った──その時、ドアをノックする音が響く。

「ロイド？」

「はい、レティーツィアさまご所しょ望もうのものをお持ちいたしました」

「ありがとう。そこに置いておいてくださる？」

「はい、私はイアンさまのもとに戻ります」

　その言葉と同時に、足音が遠ざかってゆく。イアンも今、汚れを落とすために別室へと向かったところだった。

　レティーツィアは足音が聞こえなくなるのを待ってドアを開け、置いてあった物を中に引き入れた。

「……？　それは？」

「お肌はだ用のオイルですわ。お肌とお髪のインクには、こちらを使うとよいと思いまして。原液ですからね、落ちるまで濡れタオルでゴシゴシしたらお肌もお髪も痛んでしまいますでしょう？」

　下着姿になったクラウディアに濡れタオルを渡し、二人がかりで全身をしっかりと拭ふく。

　水で薄うすまったインク汚れのほうは難なく落ちるが、直接被った顔と髪のインクについてはそうはいかない。あらかた拭ぬぐえたところで、オイルの出番だ。

　クラウディアがたっぷりと顔に塗ぬりつけて、優しく円を描くように擦る。そうする間にレティーツィアが髪にも塗り、丁てい寧ねいに櫛くしで梳すく。そして浮いた汚れをタオルで拭き取る。

　二回ほどそれを繰くり返すと、インク汚れはほとんど目立たなくなった。

　レティーツィアは数歩下がってクラウディアの全身を眺めて、ホッと息をついた。

「これなら、外を歩けますわ。あとは寮りょうのお風ふ呂ろでお湯をいただいてください」

　共同のお風呂に入る習慣は、アフェーラ、ヤークート、キュアノスの三国にしかない。そして湯船に浸つかる習慣は、中でもアフェーラにしかない。

　それもあって学園島では、学生寮であっても、基本的に沸ふっ騰とうしたお湯をもらって部屋のバスタブで水と混ぜてちょうどいい温度にして身体を洗うのが基本だ。

　あのまま帰れば、汚れを落とすまでに何度お湯をもらわなければならなかったことか。

　部屋のバスタブもひどく汚してしまうだろうし、大変なことになっていたはずだ。

　それがわかっているからだろう。クラウディアが顔を歪めて深々と頭を下げる。

「ありがとうございます……！　レティーツィアさま……！」

「では、お着替えを。下着はそちらですわ」

　レティーツィアはにっこり笑って、彼女に背を向けた。

　こういう時に、前世では蛇じゃ口ぐちを捻ひねるだけで熱いシャワーを浴びることができていたのがどれだけ便利だったかを思い知る。

（給湯器やシャワーも、水と火の元素を使った生活魔ま道どう具ぐでなんとかならないのかな？）

　提案してみてもいいかもしれない。

　そんなことを考えていると、背後でクラウディアがぽつりと呟く。

「私……ラシード殿下に甘え過ぎてしまっていました……」

　その消え入りそうな小さな声に、ハッと意識を戻す。

「放課後だけではなく、お昼も一緒に過ごさせていただいて……」

「……たしかに、この一週間ほどはサロンでラシード殿下をお見かけしておりませんね」

　反対にレティーツィアは、この一週間ほどは薔薇園でエリザベートとではなくサロンで尊き方々とともにランチをとっていたため、それは間違いない。

　エリザベートとは、また距きょ離りを置いている。

　もちろん、エリザベートが悪いわけではない。悪いのはレティーツィアだ。

　大事な友達を傷つけないように。

　愛する人に幻げん滅めつされないように。

　醜い嫉妬をする自分の心に折り合いをつけるには、時間が必要だったのだ。

「私が悪いんです……。それが、どれだけナディアさまのお心を傷つけることになるか、考えもしなかった私が……」

「クラウディアさん……！」

「ですから、レティーツィアさま……！　どうか……！」

　震える懇こん願がんに、レティーツィアは壁を見つめたままそっと息をついた。

「あなたをこんな目に遭わせたのが彼女だということを黙っていてほしい、ですか？」

「っ……はい……！　お願いします……！」

　思わず、目を伏ふせる。

『わかりました』と答えるのは簡単だ。その気持ちはわからないでもない。

　しかし、それはある意味とても恐おそろしい申し出でもあった。クラウディアにとっても、そしてナディアにとっても。

「……お察しのとおり、わたくしはナディアさまの声を聞いていましたわ」

　だからこそレティーツィアは、普ふ通つうなら真っ先に尋ねるであろうことを口にしていない。

『いったい誰にやられたの？』と。クラウディアもそれに気づいていたのだろう。

（だからこその懇願といったところよね……。どうしたものか……）

　唇に指を当てて逡巡していると、背後でクラウディアが「あの、着替え終わりました。もう大丈夫です」と言う。

　レティーツィアは振り返って、あらためてクラウディアを見つめた。

「クラウディアさんがそう仰るのであれば、わたくしが口を出すことではございませんわ。ただ老ろう婆ば心しんながら、確認はさせてくださいませ。クラウディアさんはそれでよろしいの？　後こう悔かいはなさいませんの？　本当に？」

「っ……わ、私は……」

「お母さまが必死に働いて得たお金で購入した物たちは、もう二度と戻ってきませんわ。それでも構わないと仰るの？」

　レティーツィアの追つい究きゅうに、クラウディアが苦しげに顔を歪める。

「それは……自じ業ごう自じ得とく……なのだと思います……」

「本当にそうでしょうか？　わたくしはそうは思いませんわ」

　きっぱりと言うと、クラウディアが驚いた様子でわずかに目を見開く。

「え……？　だって、私……ラシード殿下のご厚こう意いに甘えてしまって……」

「たしかにクラウディアさんの仰るとおり、すでに定められたお相手がいらっしゃる方と、そのお相手を差し置いて必要以上に仲よくするのはどうかと思いますわ。ナディアさまがまだ婚約者候補であったとしても、そこは当然配はい慮りょしてしかるべきでしょう」

　それは間違いない。

「しかしだからといって、このような真ま似ねをしてもいいということにはなりませんわ」

　前世でも、よく『虐められる側にも問題がある』といった類たぐいの台詞せりふはよく聞いた。

　だが──冗じょう談だんじゃない。どんな理由があったとしても、虐めは許されることじゃない。

　百歩譲ゆずって、虐められた側にはっきりとした問題が認められたとしても、それに対して虐めという手段でもって抗こう議ぎや報復をするのは、絶対的に間違っている。

「クラウディアさんにどんな落ち度があったとて、虐めが是ぜとされることはございません。それだけはあってはならないことですわ」

「……でも……」

　レティーツィアはクラウディアをまっすぐに見つめたまま、トンと胸に手を当てた。

「わたくしはナディアさまが大好きです。大切なお友達で、将来はお互たがいに国を背負い、ともに力を合わせて歩んでゆく存在だと思っております」

　ナディアに寄り添いたい気持ちがないわけじゃない。見なかったことにもしてあげたい。恋の苦しさはよくわかるから。

　しかし、それはとても恐ろしい考えだと思う。本当に友達なら、目を逸らさず指し摘てきし、どんなことをしてもやめさせるべきだ。取り返しのつかないことになる前に。

　クラウディアにしても、それは同じだ。隠すことは簡単だ。これ以上の面めん倒どうを避さけたい気持ちもわからないでもない。だが、自分が悪いからと黙って理り不ふ尽じんを受け入れるなんて長く続くはずもない。いつか必ず、取り返しのつかないことになってしまう。

　どちらにとっても、問題を先送りにすることは悪手でしかないと思う。

「でも、だからこそ、陰かげで気に入らない誰かを虐めるような人であってほしくありません。国母となるべき人が、そのように卑ひ怯きょうな真似をして恥はじないなんてことは……」

「で、でも！　レティーツィアさまだって……！」

　クラウディアが思わずといった様子で叫ぶ。

　その思いがけない言葉にレティーツィアが目を見開くと同時に、クラウディアはハッと身を震わせて、両手で口を覆った。

「え……？　なんですの……？　わたくしが……？」

「っ……な、なんでも……」

　慌てた様子で首を横に振ったものの、それが通用しないことはわかっているのだろう。みるみるうちに顔から色が失われてゆく。

「なんでもない……ことはございませんわよね？」

「っ……そ、それは……」

　蒼そう白はくな顔で震えながら、クラウディアがオロオロと視線を彷徨わせる。

　追い詰めるつもりはないのだが、あの流れでの『レティーツィアさまだって……！』はさすがに無視できない。

「クラウディアさん？」

「わ、私……」

　クラウディアが唇を嚙み締めて──だが、もう逃にげられないと悟さとったのだろう。両手を胸の前で強く握り合わせて、ギュッと強く目を閉じた。

「ラシード殿下と一緒にいる時に……その……見てしまったんです……！　リヒト殿下が、レティーツィアさま以外の方と二人きりでいるところを……！」

　瞬間、ドクッと嫌な音を立てる。レティーツィアは、心臓のあたりを手で押さえた。

「え……？」

「紅茶色のおさげ髪がみの子で……そ、それも、一度や二度じゃなくて、かなり頻ひん繁ぱんに……。も、申し訳ありません……！　こんなふうにお伝えするつもりなんて……！」

　レティーツィアは動どう揺ようを押し隠すように微笑んで、首を横に振った。

（それってきっと、エリザベートさんのことよね……？）

　リヒトがエリザベートに相談に乗ってもらっていたという、アレだろう。

「そう……ですか……」

「レティーツィアさまの仰ることは正しいです……。正論だし……正義です。人として、きっとそう在るべき……なんだと思います……。で、でも……レティーツィアさまだって許せないでしょう……？　その相手を……憎にくくも思うでしょう……？」

「……そうですわね」

　レティーツィアは奥おく歯ばを嚙み締め、みぞおちに置いた手を握り固めた。

「考えただけで、胸ここが嫉妬でぐちゃぐちゃになりますわ」

　黒くて、暗くて、ドロドロした醜い感情に、心が塗り潰つぶされてしまう。

　苦しくて、悲しくて、切なくて、つらくて、ひどく痛い。今にも胸が張はり裂さけそうだ。

「でもね？　クラウディアさん」

　レティーツィアはまっすぐクラウディアを見つめて、きっぱりと断言した。

「それでもわたくしは、この感情を虐めという形で発散することはいたしませんわ」

　それだけは、絶対に。

　その言葉の──そして視線の力強さ、揺るぎなさに、クラウディアが再び顔を歪める。

　レティーツィアは、そんな──今にも泣き出しそうな彼女に優しく笑いかけた。

「クラウディアさんの仰るとおり、今わたくしが述べたことは、わたくし自身の正義です。クラウディアさんがそれに準じる必要などございません。そして、声こわ高だかにナディアさまを糾弾すべきだと言っているわけでもございません。誤解なさらないで。それを決めるのは、あくまでもクラウディアさんです」

「……レティーツィアさま……」

「ただどうか、虐められても仕方がないなんて考えることだけはしないでくださいませ。クラウディアさんにどんな落ち度があろうとも、です。わたくしからはそれだけですわ」

　自分のせいだなんて考えて、耐えて、自分を追い詰めないでほしい。嫌なことは嫌だと、つらいことはつらいと、苦しいことは苦しいと、悲しいことは悲しいと言ってほしい。

　そう伝えると──クラウディアが唇を嚙み締め、俯いた。

「レティーツィアさまは、本当にいつだって正しい……お綺麗ですね……」

　新緑の双そう眸ぼうが、暗く冷たい色に染まる。

「……そんなことはありません」

　本当に清く、正しく、強く──そんな素晴らしい人間だったらどんなによかったか。

「わたくしも……恋に苦しむ普通の女の子ですわ……」







[image: 第四章　悪役令嬢は欲張りなもの！　恋も友情も両方手に入れてみせてよ！]

「レティーツィアさま、こちらご覧になりまして？」

　一週間ほど経たった──ある日のこと。サロンに入った途と端たん、レアが駆かけ寄よってきて、満面の笑えみで何やら差し出した。

　それは美しい万年筆だった。胴どう軸じくとキャップ部分は純白に青が侵しん食しょくしてゆくかのような印象的なグラデーション。キャップの先せん端たんには青い宝石が象ぞう嵌がんされている。

「これは……！」

「素す敵てきでございましょう？　先日発売されて、瞬またたく間まに人気となった商品なのですって。すでに入手が困難だそうですわ」

　もちろん、知っている。なぜなら、レティーツィアがプロデュースした商品だからだ。

「優ゆう雅がで、繊せん細さいで、なんて素す晴ばらしいのでしょう。お色は六色あって、まるで世界六国のみなさまのようですのよ」

　当然、それを狙ねらってデザインしたものだ。

「素材を変えた、庶しょ民みん・中流階級のみなさま向けのものもあるそうですわ」

　そのとおり。デザインはよく似ているが、胴軸、キャップ、ペン先などの各部分の素材が違ちがい、宝石も象嵌されていない安値バージョンもある。

「ほかにも王おう冠かんを被かぶった猫ねこのマスコットが刺し繡しゅうされたハンドタオルに、同じマスコットのペーパーウェイト、革のバッグチャームもありましたの。あまりにも素敵で可愛かわいらしくて、わたくし、すべて購こう入にゅうしてしまいました」

　王冠を被った猫のマスコットは、学園の制服とは違うデザインの白い軍服を着た白猫だ。鮮あざやかな色のマントと、同じ色の王冠を被っている。当然、マントと王冠の色は六種類。

　ハンドタオルは、淡あわい六色のタオル地にそれぞれの色のマスコットが刺繡されている。

　ペーパーウェイトは、そのマスコットが透とう明めい度の高いガラスの球体の中に立っている。

　どちらも、レティーツィアがデザインしたものだ。

「あとは、周辺のお店でも、なんの変へん哲てつもない日用品が数多く六色展開されていましたわ。笑わないで聞いてくださいましね？　わたくし……実はその……クレメンス殿でん下かのような淡い青色のものを集めてしまうクセがございまして……。すでにたくさん持っているにもかかわらず、うっかり一通り買ってしまいました」

「えっ？　一通りですか？　六色展開されていた日用品すべて、ですか？」

「そうなのです。とくに気に入った物は、予備まで……」

　先日の突とつ然ぜんの性せい癖へき暴ばく露ろの際にも思ったけれど、どうやらレアは立派なヲタク気質らしい。

「万年筆と猫のマスコットのシリーズは、どれも信じられないぐらいお安くて……」

「それはもちろん、二次創作で稼かせぐのはご法はっ度となので」

「え……？」

　レアが目を瞬しばたたく。レティーツィアは慌あわてて「なんでもありませんわ」首を横に振ふった。

　一次創作ならともかく、二次創作はあくまで原作あってのもの。

　あくまでも権利を持つ方々のお目溢めこぼしをいただいている中で、ひっそりと楽しむものだ。

　作品を生み出してくださった作者かみさまのキャラや設定や世界観を利用し、その権利を侵おかして稼ぐなど、絶対にあってはならない。ゆえに価格設定は、純じゅん粋すいな材料費と製作を依い頼らいした職人への報ほう酬しゅう、商品を置いてくれたショップへのマージン、エリザベートがデザインしたバッグチャームにかんしては、そのデザイン料、輸送費などのもろもろの雑費・必要経費を差っ引いた純利益はほぼゼロとなるようにしてある。

（一見、同人グッズには見えないし、そうであることも公言していないけれど、本当なら通常のショップに置くのも嫌いやなのよね。私にとっては、あくまで同人グッズだから）

　しかし当然、この世界に同人ショップは存在しない。そのため、流通に乗せたりはせず、数店のショップに絞しぼって、あくまで委い託たく販はん売ばいとして売りはじめたのだが、これが瞬く間にレティーツィアの予想をはるかに超こえる人気となり、レアの言うとおり、売り切れ続出。すでに入手困難となってしまっている。

　つまり、これらを見て、『選ばれしみなさまっぽい』と感じ、そのうえで『欲しい』と思った人が、レティーツィアの想定よりずっと多かったということ。

（それだけ、隠かくれヲタクがいたってことよね……）

　レティーツィアにとっては、喜ばしいかぎりだ。

（本当は、同人グッズの定番のアクリルキーホルダーにラバーストラップ、ポストカード、ステッカー、缶かんバッジなんかもものすご〜く作りたかったんだけど、この世界の技術じゃ無理なものも多いし、さらに『漫まん画が絵』がまったく浸しん透とうしていないから、作ったところで何これってなもんなんだよね……）

　古いにしえのヲタクとしては、未いまだに使用用よう途とが不明なラミネートカードもロマンの塊かたまりだ。ぜひとも作りたかったのだけれど。

「これですわ。レティーツィアさま。とても可愛らしいと思いませんこと？」

　席に着くなり、レアがハンドタオルを見せてくれる。

「ええ、本当に……。この猫のマスコットの商品も六色展開されていたとのことでしたが、すべて青色のものを購入されたのですか？」

「え？　いいえ。六色展開されていた日用品のほうは青色だけを一通り購入したのですが、猫のマスコットの商品は保存用というか観賞用に六色すべて購入いたしました。そして、使用する用で青色をプラス二枚。ペーパーウェイトと革のバッグチャームも同様です」

「まぁ……」

　完全に、ガチ勢の買い方だ。どうしよう。もう親近感しかない。

「万年筆もすべてのお色を揃そろえたかったのですが、すでに青色と緑色と白色しかなくて、泣く泣くその三つだけ購入したのですけれど」

　レアがポーチの中から細い箱を取り出す。ふたを開けると、そこには白い万年筆が。

「とても素晴らしいと思いません？　このデザイン。ただの白になってしまうと思いきや、ちゃんと白から白へのグラデーションになっているのですわ。わたくし本当に驚おどろいて……。なんて素敵なのかしらと……」

　レアの言うとおり、基本の白にパール光こう沢たくが施ほどこされた温かみのある白が侵食している。

　レティーツィアのこだわりのデザインだったが、どうしてもほかの色に比べて地味で、変化に乏とぼしい。理解してもらえないかもしれないと思っていたのだけれど。

（ありがとうっ……！　レアさま……！）

　作り手冥みょう利りに尽つきる賞賛の言葉に、身を震ふるわせる。

「どうしてもほかのお色も欲しいのですが、次の入にゅう荷かは未定だそうで……」

「そうなのですね」

「ええ、そもそも委託品なので、入荷があるかどうかもわからないそうですわ」

　レアがひどく残念そうにため息をつく。

（再販売はしない予定だったけど……）

　レティーツィアにとっては、あくまでも同人活動だ。

　いくら利益が出ない価格設定にしているとはいえ、大っぴらにやるのは気が引ける。

　だが、レティーツィアの想定をはるかに上回る速度で売り切れてしまったのも事実だ。

（やっぱり、もう一度は作るべき……？）

　もちろん、すべての要望に答える義務はないし、それは不可能だ。だが、今回は需じゅ要ように対して、あまりにも供給が少な過ぎた。それも、自分の見み込こみが甘かったせいで。

（第二弾だんにはまだ時間が必要だし、第一弾をもう一度作るのもいいかもしれない……）

　第二弾として、エリザベートがデザインしたピンキーリングとハンカチーフ、さらには猫のマスコットのピンズを考えていたのだけれど、それは一いっ旦たん中断している。

　理由は単純に、ここしばらくエリザベートとは会っていないからだ。

　自分の心に折り合いをつけられるまではと、エリザベートには当分忙いそがしいと伝えて謝り、一旦距きょ離りを置いて──それが未だに続いている。

　第一弾のグッズはすべてレティーツィア自身がデザインし、職人探しから素材の選定、数回の試作を経て完成させるまではもちろん、委託販売をしてくれるショップの手配まで完全に一人で行っているため、エリザベートと連れん絡らくを取っていない状じょう況きょうでも進められる。

「……っ……」

　キツく唇くちびるを嚙かみ締しめ、俯うつむく。

　本当は、第一弾のグッズのこともちゃんと報告したい。反応を見たい。感想も聞きたい。脳汁駄だ々だ漏もれの妄もう想そう話にも興じたい。

（だけど……怖こわい……）

　また、エリザベートに対して、黒くて暗くてドロドロした醜みにくい嫉しっ妬とをしてしまったら？

　前回は気づかれずに済んだけれど、今度こそ、レティーツィアのそれをエリザベートが察してしまったら？

　そして、彼女がひどく傷ついてしまったら？

　大切な友情にヒビが入ってしまったら？

（リヒト殿下に、エリザベートさんに何を相談していたのかも訊きけていないし……）

　今でも、二人が密会を続けていたらどうしよう？

　自分が知らない間に、二人の心の距離がどんどん近づいていたらどうしよう？

　それを考えると、怖くてたまらない。

　このままではいけないことはわかっているけれど、何をどうしたらいいかわからない。

　内心ため息をついていると、レアの「ごきげんよう」と朗ほがらかな声がする。

　ハッとして視線を上げると、いつの間にかいつもの顔ぶれが揃いつつあったサロンに、ラシードが大あくびをしながら入ってくるところだった。

「えっ……？」

　その後ろには、従者のアーシムのほかに、クラウディアの姿がある。

（どうして、クラウディアさんがここに……？）

　呆あっ気けにとられていると、それに気づいたレアが「ラシード殿下がランチに招きたいとほかの殿下方のご了りょう承しょうを得たそうですわ」と耳打ちしてくれる。

「わたくしも、ここに来る途と中ちゅうにクレメンス殿下から伺うかがって……驚きましたわ」

「そうですわね……。とても仲がよろしいことは察しておりましたが……」

　しかし、個人的に仲よくしていることと、選ばれし者のサロンに招くことは、まったく別の話だ。なぜならここは、国を背負ってゆく者が親交を深めるための場所なのだから。

「ほかの殿下方が許可されたのであれば、異を唱えるつもりはございませんが……」

「きっと、例の件でお話ししたいこともあったのではないでしょうか？」

　レアがひっそりと囁ささやく。──なるほど。両親と妹探しの件か。

「こ、このたびは、私のような者をお招きいただき……」

　クラウディアが深々と頭を下げる。下腹部で重ね合わせた手が、ブルブルと震えている。さすがに緊きん張ちょうしているようだ。

「いえ、楽しんでいただければ幸いです。さぁ、ご令嬢方の席にどうぞ」

　クレメンスが穏おだやかに言い、ラシードが彼女のために椅い子すを引く。

「えっ……!?」

　その席はナディアの定位置。レティーツィアとレアは息を吞のみ、顔を見合わせた。

　前回座った席でいいはずなのに、どうしてわざわざその席なのだろう？

（ナディアさまは来ないということ……？）

　クレメンスとユエも、少し眉まゆを寄せて視線を交かわし合っている。

　しかし当のラシードは何もおかしいと思っていないようで、お礼を言うクラウディアに柔やわらかな笑顔で応えている。

（どういうこと……？　もしかしてナディアさまは……）

　冷たいものが背を駆け上がる。レティーツィアは思わず身を震わせた。

　ラシードの隣となりを、クラウディアに奪うばわれつつあるということなのだろうか──？

　結局、レティーツィアはナディアがクラウディアにしたことを、誰だれにも言わなかった。レティーツィアの言葉をちゃんと聞き、自分を追おい詰つめることはしないと約束したうえで、クラウディアがそうしてほしいと望んだからだ。

　イアンやロイドも、そしてクラウディア自身も、あの一件を誰かに話した様子はなく、レティーツィアが知るかぎりラシードの耳には入っておらず、騒さわぎにもなっていなければ、ナディアもそれについて糾きゅう弾だんされてはいないはずだ。

（ナディアさまの所業を知ったわけではないのに……？）

　ラシードはたとえほかに想おもいを寄せる人ができても、これまで自身の婚こん約やく者しゃ候補としてずっと頑がん張ばってきたナディアをないがしろにする人ではない。それなのに、どうして。

（それだけ、クラウディアさんがラシード殿下のお心を虜とりこにしたということ……？）

　でも、一週間前のクラウディアは、ラシードに甘え過ぎてしまっていたと、ナディアを傷つけてしまったと悔くやんでいたのに。

（あれからさらに親交を深めたの……？）

　モヤッとしたものが胸の内に広がる。レティーツィアは眉をひそめた。

　じゃあ、あの震える懇こん願がんはいったいなんだったのだろう？

　彼女は本当に自分の行いを反省していたのだろうか？

「あれ？　イザーク、一人か？」

　ラシードの声に、レティーツィアはハッと身を震わせて、勢いよく顔を上げた。

　言葉どおり、サロンに入ってきたイザークの前にリヒトの姿はない。

　レティーツィアは眉を寄せ、腰こしを浮うかした。

「イザーク？　リヒト殿下をお一人にしているの？」

　イザークがギクリとした様子で身を弾はじかせ、レティーツィアからサッと視線を逸そらす。

　イザークのそんな反応を見るのは、はじめてだった。いつだって憎にくたらしいほど余よ裕ゆうで、ふてぶてしく、主人すら手玉に取るような男が。

「いえ、殿下はお一人ではありませんよ。大だい丈じょう夫ぶです。ちょっと人と会っておりまして、今日はこちらには来られないそうです」

　瞬しゅん間かん、ざわりと背中が戦慄わななく。どうしてだろう？　予感めいたものがあった。

「じゃあ、今日はこれで全員だな。はじめようか」

　ラシードの声を合図に皇子たちと令嬢たち全員が席に着き、従者たちが準備をはじめる。

　レティーツィアは、空いているリヒトの席を見つめ、膝ひざの上で両手を握にぎり締めた。

　胸の内で、嫌な予感が膨ふくらんでゆく。

「あ、あの、わたくし……」

　思わずそう口走ってしまって──しかしそのまま口を噤つぐむ。

　このタイミングでうまく中座できる理由が見つけられない。

「……？　どうかなさいまして？　レティーツィアさま」

　不思議そうなレアを見つめ返して、拳こぶしにさらに力を込める。

「……いえ、なんでもありませんわ」

　レティーツィアは首を横に振って、ナフキンを手に取った。

　いつもどおり素晴らしいランチは、しかしまったく味を感じなかった。




　全員が食事を終え、食器が下げられた瞬間、レティーツィアは席を立った。

「申し訳ございません、みなさま。早めに戻もどりますわね」

　スカートをつまんでお辞じ儀ぎすると、クレメンスが「え……？」と目を丸くした。

「お茶は飲まれないのですか？」

「ええ、申し訳ございません。クレメンス殿下」

「どうした？　レティーツィア嬢じょう、体調でも悪いのか？」

　もちろん、体調が悪いわけではない。だが、そのラシードの言葉に全力で乗っかる。

「ええ、少し眩暈めまいがして……。午後の授業がはじまるまで休みたいのです」

「そういうことなら……イザーク。お茶の用意は……」

　おそらく、ラシードは『お茶の用意はほかに任せて、医務室まで送って差し上げろ』と言おうとしたのだと思う。だがレティーツィアはいち早くそれを遮さえぎり、首を横に振った。

「いえ、一人で大丈夫ですわ。ありがとうございます、ラシード殿下」

「いや、しかし……」

「必要ありませんわ」

　きっぱりと言って、イザークを見る。

　その思いがけなく鋭するどい視線に、イザークは驚いたように身を震わせた。

「むしろ、一人にしてちょうだい。イザーク。いいわね？」

「……はい、レティーツィアさまがそう仰おっしゃるなら」

　これからレティーツィアがすることに、イザークは邪じゃ魔までしかない。気づいたが最後、必ず阻そ止ししようと動くはずだ。だから、ついてきてもらっては困る。

　レティーツィアは再び優雅にお辞儀をすると、サロンを出た。

（考え過ぎだと思いたい……！）

　むしろ考え過ぎであってほしい。怯おびえ過ぎな自分を笑えるような結果であってほしい。

　心の底からそう願いながら、まっすぐ薔ば薇ら園えんへと走って、いつもの小こ径みちへと飛び込む。そのまま半分ほどを駆け抜ぬけたあと、いつも進む方向とは違う途みちに逸れ、深呼吸をする。

　レティーツィアはゴクリと息を吞むと、足音が響ひびかないように気をつけて歩き出した。

「っ……」

　ドクドクと心臓が鳴り止やまない。

　どうしても、頭の中でリヒトとラシードが重なってしまう。

（お願い！　私の杞き憂ゆうであって……！）

　レティーツィアは心の中で叫さけぶと、薔薇垣がきに顔を寄せて向こう側を覗のぞき見た。

「──ッ！」

　衝しょう撃げきが、身体からだを貫つらぬく。

　薔薇に囲まれた白いガゼボ──。そこには、楽しげに笑い合うリヒトとエリザベートの姿があった。
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（う、そ……）

　目の前が真っ暗になり、ぐらりと身体が傾かしぐ。

　レティーツィアは薔薇の枝をつかんで、なんとか倒たおれるのを防いだ。

　レティーツィアに知らせず、イザークを遠ざけて、二人で会っている。

　これを裏切りと言わず、なんと言うのか。

「……なんで……」

　レティーツィアは、まるで恋こい人びと同士のように仲なか睦むつまじい二人の姿から視線をそむけると、無言のままきびすを返した。

　薔薇の棘とげで傷ついたのだろう。手から赤い雫しずくが伝い落ちる。

　でも、そんな傷はちっとも痛くない。たった今引ひき裂さかれた心に比べたら、露つゆほども。

　いつもの途まで駆け戻り、そのままガゼボへと向かう。

　薔薇の小径から飛び出してきたレティーツィアに、リヒトとエリザベートが息を吞んで立ち上がった。

「レティーツィア……！」

「レティーツィアさま……！」

　二人が一いっ瞬しゅん、戸と惑まどった様子で視線を交わすのを、レティーツィアは見み逃のがさなかった。

「何を……していらっしゃるのですか？　二人きりで」

「レティーツィア、これは……」

「レティーツィアさま……、ご、誤解しないでください。私たちは別に……」

　二人がモゴモゴと言う。レティーツィアは二人の前まで進み出て、にっこりと笑った。

「誤解などしておりませんわ。わたくしはお二人を信じておりますもの。殿下の想いを。エリザベートさんとの友情を。大好きなあなた方が、わたくしを裏切るはずなどないと」

「もちろんだ！　お前を裏切ったりはしない！」

「わ、私もです！　絶対にそれはありえません！」

　二人が大きく頷うなずく。その言葉に噓うそはないだろう。二人を信じている。

　レティーツィアは拳を握り固めて、二人をにらみつけた。

「でしたら、コソコソなさらないでください！」

　隠すようなことをされたら、疑いたくなくても疑わざるを得なくなってしまう。

　リヒトはレティーツィアの『恋人』で、エリザベートはレティーツィアの『友達』だ。

　そしてリヒトにとっても、エリザベートは『友人』と言って差さし支つかえない存在だろう。

　だったら、堂々と言えばいい。放課後やランチ時間を友人と過ごす──それは不自然なことでも、咎とがめられることでもないのだから。

「恋人と友人に秘密を作られて、喜ぶ人間がどこにいましょうか……」

　声が震えてしまう。ほろりと零こぼれた涙なみだに、リヒトとエリザベートが息を吞んだ。

「……レティーツィア……」

「っ……レティーツィアさま……！」

「隠さないでいてくだされば……お二人を信じておりますから……！」

　本音を言えば、正直に申しん告こくしても二人きりで会ってほしくはない。自分以外の誰にも、リヒトに近づいてほしくない。

　だが、それは自分の心の問題だ。友人づきあいに支障が出るほどリヒトを束そく縛ばくするのも、エリザベートに、リヒトは自分の恋人だからと友人として仲よくなることすら禁じるのも、あきらかに間ま違ちがっている。

　そんな愚おろかな心は、過ぎた嫉妬は、黒くて暗くてドロドロしたものは、ちゃんと自分でなんとかするから、だから──こんなふうに隠すことだけはしないでほしい。

　レティーツィアは奥おく歯ばを嚙み締め、苦しげに顔を歪ゆがめた二人に背を向けた。

「っ……待ってくれ、レティーツィア。私は……」

「……リヒト殿下、従者に精神的な負担をかけるのもよくありませんわ。あのイザークが、わたくしの顔をまっすぐ見られませんでしたのよ」

　肩かた越ごしに振り返ってそう言うと、リヒトが「イザークが……？」と眉を寄せる。まるで『そんなわけがない』といわんばかりの表情だった。

「レティーツィアさま……！」

「エリザベートさん、気持ちの整理がついたらまたランチにお誘さそいしますわね」

「っ……」

　エリザベートが今にも泣き出しそうな顔をして、唇を嚙み締める。

　レティーツィアはそのまま二人を残して、ガゼボをあとにした。
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「……鏡よ鏡、この世で一番おブスなのは誰？」

　ドレッサーの鏡に映る自分に、ため息をついてしまう。

　そんなレティーツィアに、侍じ女じょのケイトが肩をすくめて蒸むしタオルを差し出した。

「大丈夫です。少なくとも、レティーツィアさまではありませんよ」

「だって見てよ、ケイト。この顔……。目ま蓋ぶたはパンパンに腫はれているし、すごいクマだし、ものすごくおブスだわ」

「朝までベソベソしてるからですよ」

　レティーツィアはグッと言葉を詰まらせ、蒸しタオルを目もとに押し当てた。

　心ここ地ちよい熱が、じんわりと肌はだに染しみ込んでゆく。

　レティーツィアはほうっと安あん堵どの息をついた。

　昨日は、屋や敷しきに戻って自室に入るなり涙が溢あふれて、夕食もとらずに大泣きしてしまった。

　そのまま泣いて、泣いて、泣いて──泣き疲つかれて意識を失うように眠ねむりに落ちたのは、うっすらと空が明るくなりはじめたころ。

　それだけ、リヒトとエリザベートのことがショックだったのだ。

（恋って大変……。こんなにしんどいものだとは……）

　一晩泣いたことで少し落ち着いたけれど、それでも心に受けた傷が癒いえたわけではない。そのため、まだ土曜日の朝だというのにもう月曜日が憂ゆう鬱うつでたまらない。

「レティーツィアさまでも悩なやんだりなさるんですね。少し意外でした」

「……何それ、わたくしって悩みがないように見えるの？」

「いえ、そうではなく、レティーツィアさまにとって、リヒト殿下以上に大切なことなど存在し得ませんでしょう？」

「……？　今の文章繫つながってた？」

「もちろんです。レティーツィアさまにとって、時間と労力は殿下の御為おんためにこそ使うもの。いくら思い悩むことがあったとしても、泣いて夜を明かして、クマを作り、肌を荒あらして、そんな姿で殿下の前に立ち、あまつさえその隣に並ぶなど、レティーツィアさまご自身が絶対に許さない……そうではございませんか？」

「……！　それは……」

「くよくよ悩む時間があるなら、殿下の御為に新しい知識の一つでも仕入れ、国のために、そして将来のために、選ばれし方々との社交に精を出して、民たみが誇ほこれる国母になるために美び貌ぼうに磨みがきをかける。私の知るレティーツィアさまはそういう方ですから」

「……耳が痛いわね。でも、そのとおりだわ」

　恋をすれば、人は変わるものだ。──わかっている。それでもできることなら、今まで苦労して築き上げてきたレティーツィアのままでありたい。

　ちょっとしたことに傷ついて、惑まどい、悩み、揺ゆれて、焦じれて、苛いら立だっては、落ち込む。そんな自分は嫌だ。らしくない。

　無力な──ただの女の子になってしまいたくない。

「はい、今度は冷やしタオルですよ」

　ケイトの声に、すっかりぬるくなった蒸しタオルを外して、冷水でしっかりと冷やしたそれを受け取る。そして椅子に背を預けて上を仰あおぐと、目もとに当てた。

「あー……気持ちいい……！」

「しっかり冷やしたら、オリーブオイルで目もとをマッサージしましょう」

「お願いするわ……」

「そのあとさらに蒸しタオルで温め、冷やしタオルで冷やします。それで十一時までにはなんとかなるでしょう」

「……？　十一時？　どうして？」

「殿下がいらっしゃいますから」

「はっ!?」

　思いもしない一言に、レティーツィアは勢いよく身を起こした。

「で、殿下が!?　どうして!?」

「どうしてって……今日の午後はレティーツィアさまと一いっ緒しょに過ごしたいと仰おおせだと」

「い、いつ!?　いつそんな話に!?」

「昨日の夜分に、使いの者が」

　レティーツィアは両手で顔を覆おおって、声にならない悲鳴を上げた。

「な、なんてこと！　ど、どうしてその時に言わないのよ！　今になって……！」

「昨日、人払ばらいをしたのはレティーツィアさまですよ？　自分が呼ぶまで、誰も部屋には絶対に近づくなと」

「う……。そ、それは……！」

　たしかに言った。泣いているところを、誰にも見られたくなかったから。

「そ、そうだけど……こんなおブスな顔で殿下に会えというの!?　冗じょう談だんじゃないわ！」

「あら……。では、お断りするんですか？」

　ケイトが意外そうに小首を傾げる。レティーツィアはピタリと口を噤んだ。

　もちろん、そんな選せん択たく肢しはない。ありえない。

「殿下が、レティーツィアさまと一緒に午後を過ごしたいと望んでくださったのですよ？　嬉うれしくないんですか？」

「嬉しくないわけがないでしょう！」

　間違いなく昨日の昼の一件についての弁解だ。決して楽しいお誘いではない。それでも、やっぱり嬉しい。

　きっぱりと言い切ったレティーツィアに、ケイトはオリーブオイルの瓶びんを手に取って、にっこりと笑った。

「では、大人しくしてくださいませ。そのおブスは絶対になんとかしてみせますから」




「ああ、素敵……。寿じゅ命みょうが伸のびますわ、殿下……」

「……斬ざん新しんな賞賛だな」

　黒いフロック・コート姿のリヒトに、感かん嘆たんのため息をつく。

　装そう飾しょくは一いっ切さいないスタイリッシュかつとてもシンプルなそれに、ピッタリとフィットするウエストコート。細身のパンツ。リヒトの芸術的なスタイルが惜おしげもなく露あらわになった色香溢れる悪あく魔ま的な美しさは、そのまま額に入れて飾かざっておきたいぐらいだ。

（すごい……。相手に気まずい思いをさせない美とか……新しい……）

　あまりにも装よそおいが素晴らし過ぎて、美しさが完かん璧ぺき過ぎて、存在の尊みがすご過ぎて──昨日あれだけのことがあったのに、気まずさや緊張を覚える隙すきがない。

　レティーツィアは身を震わせると、リヒトに相対したまま目を閉じ、合がっ掌しょうした。

（もう一生推おせる……！）

　いや、一度死んで転生しても変わらず推しているわけだから、その言葉は正しくない。

（来世でも推します……！）

　三つ子の魂たましい百まで。いや、ヲタクの性癖転生しようとも、だ。

「……？　どうした？」

　熱心に拝むレティーツィアに、麗うるわしいリヒトが首を傾げた。

「い、いえ、なんでもありませんわ」

「それにしても……いいな。そういう格好はなかなか新しん鮮せんだ」

　ふるふると首を横に振ったレティーツィアを見つめて、リヒトが眩まぶしげに目を細める。

「え……？　あ、ありがとうございます。動きやすい格好をとのことでしたので……」

「似合っている」

　かぁっと頰ほおが熱くなる。レティーツィアは慌てて俯いた。

　爽さわやかな水色のパフスリーブのジャケットに、同じ水色から瑠る璃りへのグラデーションが美しいスカート。ふんわりと広がるラインがとても気に入っている。

　ブラウスとペチコート、レースの手て袋ぶくろ、ブーツは清らかな純白で揃えて、コルセットはくびれを細く美しく見せるために黒。髪かみは清せい楚そな白い小花の髪かみ飾かざりでまとめた。

　初夏らしく、落ち着きがある中にも清純な白が光る──爽やかな装いだ。

　主人には何が似合うかを熟知しているケイトの手しゅ腕わんに、心から感謝する。

「会ってくれないかと思っていたから……よかった……」

　リヒトが心底ほっとしたように言って、手を差し出す。

「……たとえ太陽が西から昇のぼったとしても、わたくしが殿下からのお誘いを断ることなどありえませんわ」

　レティーツィアは苦く笑しょうして、差し出されたそれに自分の手を重ねた。

「そう言ってくれると嬉しい。釈しゃく明めいの機会を与あたえてくれて、感謝する」

　リヒトはレティーツィアの手をしっかりと握ると、真しん摯しに頭を下げた。

「……こちらこそ、来てくださって嬉しいですわ」

「ただ、出かける前に一つ──いいだろうか？」

「なんでしょう？」

「エリザベートが馬車の前で待っている」

　思いがけない言葉にレティーツィアは息を吞み、リヒトを見つめた。

「エリザベート……さんが？」

「昨日の件は俺から説明すると言ったんだが、どうしても自分の口から謝りたいと言って、ここに来ている。出かける前に少しだけ時間が欲しいそうだ。もちろん優先されるべきは、お前の気持ちだ。会いたくないのならそう言ってくれ」

　リヒトの手は温かく、力強く、レティーツィアを見つめる目もまっすぐで揺るぎない。リヒトの真摯な思いが透すけて見えるようだった。

「お前に負担をかけたくない。遠えん慮りょしないで、今の正直な気持ちを言ってほしい」

　その態度で、眼まな差ざしで、言葉で──充じゅう分ぶんだった。

　レティーツィアは表情を緩ゆるめると、玄げん関かんの扉とびらを見つめた。

「……大丈夫ですわ。会います」

　きちんと向き合う。エリザベートは大事な友達だ。

　リヒトとともに外に出ると──言葉どおり、馬車の前にはエリザベートが立っていた。

「も、申し訳ありませんでした！　レティーツィアさま！」

　レティーツィアの姿を見た瞬間、彼女はくしゃりと顔を歪めて、勢いよく頭を下げた。

「実は、私……六月末のレティーツィアさまの誕生日にサプライズをしたいという殿下の相談に乗っていたんです！」

「え……？」

　予想だにしていなかった言葉に、レティーツィアは思わず目を見開いた。

　リヒトを見上げると、「まぁ、そういうことだ……」とバツが悪そうに肩をすくめた。

「そ、そうなんです。わ、私は昔から夢中になると周りが見えなくなってしまうところがあって……今回もレティーツィアさまに喜んでいただきたいって……そればっかりで……肝かん心じんなところが抜けてしまっていて……」

　眼鏡の奥の零れ落ちそうな大きな新緑の瞳ひとみに、涙が溢れる。

「レティーツィアさまを傷つけてしまって……本当に申し訳ありませんでした……！」

　胸の前で握り合わせた両手が、ぶるぶると震えている。

　それがあまりにも痛ましくて、レティーツィアはエリザベートに駆け寄った。

「エリザベートさん……！」

「レティーツィアさま……！　あ、あの……い、言い訳になることはわかっていますが、それでも言わせてください……！」

　レティーツィアが差し出した両手を、エリザベートがボロボロと涙を零しながら握る。

「で、殿下が相談をされたのは、私だけじゃありません。そしてそのどなたとも、殿下は二人きりになってはいらっしゃらないと思います。私と話す時も、必ず、イザークさまが傍そばにいらっしゃいました。ふ、二人きりになったのは、あの時だけでした。それは私が、デザイン画を早く見ていただきたい一心で、恐おそれ多おおくもお呼び立てしてしまって……！　で、殿下は、それに応えてくださっただけなんです……！」

「え……？　昨日のお昼だけ……？」

　レティーツィアは思わず眉を寄せた。

　クラウディアの言葉とは、大きく食い違っていたからだ。

（どういうこと？　彼女は、頻ひん繁ぱんに二人きりで会っているように言っていたけれど……）

　リヒトがエリザベートに何か相談をしていることは知っていたため疑いもしなかったが、それが本当なのだとしたら彼女は噓をついていたことになる。

「で、殿下は、常にきちんと配はい慮りょをなさっていました……！　レ、レティーツィアさまを裏切るようなことは……決して！」

「エリザベートさん……！」

　涙を拭ぬぐうことすらせず、ただレティーツィアをまっすぐ見つめて、熱心に言う。

　どうか伝わってほしい──真摯にそれだけを願うエリザベートの姿が胸を打つ。

　どちらを信じるかは、考えるまでもなかった。

（クラウディアさんに疑問を感じたのは、これがはじめてじゃないのよね……）

　ナディアへの気き遣づかいと反省、後こう悔かいの言葉とは矛む盾じゅんしているラシードとの親密度といい、彼女の言葉を鵜う吞のみにするのは危険だ。

　信じるべきは、自分の目で見て、耳で聞いて、心で触ふれたもの。

　レティーツィアはエリザベートの手をしっかりと握り返して、にっこりと笑った。

「もちろん信じますわ。わたくしのほうこそ、醜い嫉妬をしてしまってごめんなさい」

「っ……レティーツィアさまが謝ることでは……！　わ、私が考えなしだったんです！　申し訳ありません！　よ、よ、要求なんてできる立場ではないことはわかっていますが、どうか……嫌きらいにならないでくださいっ……！　レティーツィアさまっ……！」

　震える懇願に、胸に熱いものがこみ上げる。

「嫌いになったりするものですか！　エリザベートさんはわたくしの大切なお友達よ！」

「っ……レ、レティーツィアさまぁ〜！」

　エリザベートが堪こらえきれなくなった様子で、大声を上げて泣き出す。

　レティーツィアは嗚お咽えつするエリザベートをしっかりと抱だき締めた。

「ああ、エリザベートさん……！」

　自分の馬鹿さ加減に、ほとほと呆あきれてしまう。

　リヒトも、エリザベートも、こんなにも自分を想ってくれていたというのに。

（恥はずかしい……。私を喜ばせるためにサプライズ計画を立ててくれていたとも知らずにあれこれ嫉妬していたなんて……）

　あらためて、成長しなきゃと思う。愚かなままでいてはいけない。

　自分の気持ちに振り回されていては、リヒトを幸せにするどころの話ではない。

「……よかった」

　リヒトが、しっかりと抱き締め合う女子二人の姿に小さく呟つぶやき、安堵の息をつく。

　そして、ふと何か思いついたように、馬車の前に立つイザークへと視線を向けた。

「変な意味ではないが、お前ももう少し疑いを持たれないようにはできなかったのか？　レティーツィアは一発で変だと気づいたと言っていたぞ。おかげで二人を泣かせるハメになってしまったじゃないか」

　その言葉に、イザークは何を言ってるんだとばかりに小首を傾げた。

「もちろん、やろうと思えばいくらでもできましたよ？　やろうと思わなかっただけで。一発で気づくのは当たり前ですよ。わざと気づかれるようにしたんですから」

「「わざと!?」」

　衝撃の事実にレティーツィアもエリザベートも身を震わせ、思わずハモる。

　リヒトだけが「やっぱりか……」と肩をすくめた。

「おかしいと思ったんだ。サプライズの相談をするためであることは知っていたはずだし、そもそもお前はあんなことで良心の呵か責しゃくを感じるような可愛い性格はしていないしな」

「迂う闊かつな主人にお灸きゅうを据すえるため、僕のお気に入りと二人きりの時間を持つ主人への意い趣しゅ返しのためと、いろいろ理由はあったんですけど、単純に殿下を窮きゅう地ちに追い込んでストレス解消がしたいなと」

「え……？」

　さらっと言ったけれど、今のって──？

「えっ!?　イザーク!?　ああああああなた、エリザベートさんのことを!?」

　予想外の告白に、啞あ然ぜんとして叫ぶ。

　そんなレティーツィアの前で、リヒトもまた驚いた様子で眉を寄せた。

「お前にも人の心があったんだな？」

「……殿下は僕のことをなんだと思ってるんですか？」

「人でなしだが……」

「まぁ、合ってますけど……。そんなに意外ですか？　こんなおもしろい玩具モノ……いや、おもしろい子、そうそういないでしょう？　かなり気に入ってますけど」

「……そういえば、以前同じようなことを呟いていたわね……」

　完全に、エリザベートをいい玩具おもちゃと見定めたような台詞せりふを。

　そうなると、イザークの言う『お気に入り』ははたして恋こい心ごころなのだろうか？

　リヒトと顔を見合わせていると、エリザベートが遅おくれて素すっ頓とん狂きょうな声を上げる。

「ええええっ!?　イ、イザークさまが私なんかを!?　お、恐れ多い……！」

「うん、だから今度デートしてね」

　照れることもなく、いつもの笑顔でさらりと言う。

「……告白ってこう……もっとロマンティックなものではないの……？」

『明日晴れるといいね』ぐらいの気軽さに、本当にそれは告白なのかと思ってしまう。

　エリザベートも同じ疑問を抱いたようで、戸惑い気味に目を瞬かせて、「はぁ……」となんとも気の抜けた返事をする。

「じゃあ、エリザベートさん。そろそろ行こうか。殿下方を二人きりにしてあげなきゃ」

「え？　あ、はい、そうですね。レティーツィアさま、本当に申し訳ありませんでした。このあとは、ゆっくりお二人でお楽しみくださいね」

　エリザベートが涙を拭って、ようやく微笑ほほえむ。

　彼女らしい明るい笑顔にほっと安堵して、レティーツィアはリヒトへと視線を移した。

「このあと……」

「もちろん、俺からあらためて説明と謝罪を。そして泣かせてしまった詫わびをさせてくれ。レティーツィア」

　差し出された手に自分のそれを重ねて、レティーツィアはにっこり笑って頷いた。

「喜んで」
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「うわぁ……！　なんて素敵……！」

　六聖エテルネ学園をぐるっと囲むように広がる学生街。さらにそれを取り囲むように、尊き方々の邸てい宅たくや貴族たちのタウンハウスが立ち並ぶ。

　学園島の北東に広がるキュアノス風の町は、エーゲ海のサントリーニ島やミコノス島を思わせる──白が基調となった美しい町だ。そこかしこに配された国のカラーである青が、とても映はえる。

　リヒトが連れてきてくれたのは、その中でもひときわ美しいレアの邸宅のほど近く。

　色とりどりの花が一面に咲さき誇る庭園。普ふ段だんから貴族階級の学生たちの憩いこいの場として開放されているらしく、たくさんの学生が散歩していた。

　最さい奥おうには鍵かぎがかかった柵さくがあり、その向こうには鬱うっ蒼そうとした森が。

　手にした鍵で門もん扉ぴを開けたリヒトに手を引かれて歩くこと、およそ五分。

　唐とう突とつに視界が開け──そこには豊かな水を湛たたえた泉があった。

「なんて綺き麗れいなんでしょう……！」

　水面みなもはどこまでも澄すんで青く、陽光を受けてキラキラと煌きらめいている。

　どこからか聴きこえるせせらぎに合わせて、木々がざわめき、小鳥が歌う。

　鮮やかな新緑と咲き誇る花々も相まって、まるでおとぎ話の世界のように美しい。

「気に入ったか？」

「ええ、とても！」

　隣の最高に麗しい『推し』よりも目を奪われる景色だ。気に入らないわけがない。

　しかも独ひとり占じめ──いや、二人占めだ。

「リヒト殿下、わたくしたちのほかには誰もいませんが、もしかしてこちらは開放されていないのですか？」

「ああ、俺たち二人だけだ」

　言葉とともにそっと腰を抱き寄せられて、心臓が跳はねる。

「少し歩こう」

　そのまま、ゆったりと歩き出す。

　優雅でスマートなエスコートに、リヒトの鼓こ動どうまで聞こえてきそうな距離感、密着度。そして、布越ごしに感じる体温に、胸の高鳴りが激しくなってゆく。

（し、心臓が壊こわれてしまいそう……！）

　レティーツィアは震える手で、大暴れしている心臓を押さえた。

（お、乙女おとめってすごい！　なんて強心臓なの!?　これがキュンとか、トゥンク……とか、ドキドキで済むんでしょ!?）

　信じられない。自分は死の危険まで感じているというのに。

（い、今までは『推し』への気持ちだけだったから、ギリギリ生き延びてこられたけれど、これはもう駄だ目めじゃない？　私、死ぬんじゃない……？）

『推し』へのドキドキと『萌もえ』のドキドキ、『恋人』へのドキドキと『恋』のドキドキ、すべて合わさって、心臓への負担が半はん端ぱじゃない。体温もどんどん上じょう昇しょう中だ。

　無理もない。至近距離に『推し』がいる──。それだけで充分過ぎるほどときめくのに、しかもその『推し』が自分の恋人で、自分のためにすべてを計画してくれて、自分だけに見せてくれる装いをしてくれて、こんなにも美しい場所で二人きりなのだ。

　純粋なデートではなく、お詫び要素が入っているにしても、それでもやっぱり嬉しいし、心が躍おどる。

（こんな幸せの数え役満、昇しょう天てんしないほうが無理じゃない……？）

　今日が二度目の人生──最後の日になるのかもしれない。

「あ、あの……こんな美しい場所があったなんて、わたくし知りませんでしたわ」

　暴れる心臓を必死になだめながら言うと、リヒトがふっと目もとを優やさしくする。

「まぁ、そうだろうな。もともとはキュアノス皇家の私有地だから。それをクレメンスが、去年のレア嬢の誕生日に美しく整備し直してプレゼントしたんだ」

「まぁ……！　そうでしたの」

「そのあまりの素晴らしさに感動したレア嬢は、一人で楽しむのはもったいないと庭園を開放することを決めたんだ。だがこの泉だけは自然そのままの姿だったため、開放したら景観を維い持じすることは難しいと判断し、森の手前に柵を設置したって話だ」

「じゃあ、ここはレアさまだけのものですのね」

「ああ、クレメンスを通じて借りた」

「もしかして、わたくしのために……ですか？」

　小さな声で尋たずねると、リヒトがレティーツィアを見つめて甘く微笑んだ。

「確かく認にんが必要か？」

　瞬間、心臓が衝撃とともにドンッとありえない音を奏かなでる。

（え、笑顔の破は壊かい力よ！）

　会心の一いち撃げきとは、まさにこのことだ。

　モロに食らった甚じん大だいなダメージに、レティーツィアは両手で胸を押さえてよろめいた。

（め、召めされそう……！　私の『推し』は間違いなく、笑顔一つで私を殺せる……）

　それを心から幸せだと思えるあたり、自分は救いようがないなと思う。

「……！　おっと……どうした？　大丈夫か？」

　リヒトがレティーツィアを抱く腕うでに力を込める。

「は、はい、大丈夫ですわ。かろうじて生きております……」

「かろうじて生きております？　なんだそれは。何があった」

　ピントが外れた答えに、リヒトが楽しげに笑う。

（つ、つい、心の声が……）

　レティーツィアは慌てて「だ、大丈夫ですわ」と言って、リヒトを見つめて微笑んだ。

「本当に素晴らしいですわ。この景色もですけれど、殿下を独り占めできるなんて……」

　もちろん、護衛がついてきていないわけはない。レティーツィアを迎むかえに来た馬車は、ちゃんと二台あった。もう一台には、イザークと護衛の騎き士し二人、侍女が乗っていたのも知っている。エリザベートを送ったあと、こちらに先回りしていたことも。

　しかし、危険性の少ない閉ざされた私有地だからこそ、彼らはリヒトが呼ばないかぎり、その気配をレティーツィアに気取らせることすらしない。

　レティーツィアが恐きょう縮しゅくしてしまわないよう、皇族としてきちんと身の安全を確保しつつ、それでいてしっかりと二人きりの時間を演出してくれるエスコートがとても嬉しい。

「本当は、サプライズの時に借りる予定だったんだけどな。今日になってしまった」

　リヒトが苦笑して、レティーツィアの身体をさらに引き寄せる。

「エリザベートの言ったことは本当だ。サプライズの件は、エリザベートだけじゃない、レア嬢やナディア嬢、クレメンス、ラシード、あとはケイトにも相談している」

「まぁ、ケイトにもですか？」

「ああ、レア嬢とナディア嬢は、クレメンスとラシードも一緒に、俺とイザークを加えて六人で話をしている。エリザベートは、昨日を除いてイザークが同席していた。ケイトも、執しつ事じとイザークが同席していた」

　レティーツィアを見つめる金の双そう眸ぼうは、どこまでも　誠実だ。

「もちろん、サプライズの件だけではない。どんな要件でも、昨日を除いて、お前以外の誰かと二人きりで会うことはいっさいしていない。俺は、俺の幸せのために尽くすお前に、顔向けできないようなことは絶対にしない。俺の名にかけて誓ちかう」

　その言葉に胸が熱くなる。

　レティーツィアはリヒトの視線をしっかりと受け止めて、コクンと頷いた。

「信じますわ」

「……昨日の昼のことは素す直なおに謝る。エリザベートは『殿下は応えてくださっただけ』と言っていたが、それは違う。デザイン画ができあがったという知らせに、俺も一刻も早くそれを見たいと思ってしまった。そして、その欲求を優先してしまった」

　そう言って、リヒトは「心のどこかに、甘えもあったんだと思う」と肩をすくめた。

「甘え、ですか？」

「そうだ。エリザベートはお前と仲がいいし、俺は別に悪いことをしているわけじゃない。だからお前も怒おこったりしない、理解してくれると。だが、お前に言われてハッとしたよ。お前の言うとおりだ。どんな理由があったとしても、恋人と友人がコソコソと二人きりで会っていて、愉ゆ快かいなはずがない。同じことをお前がしたら、俺はきっと許せないだろう。想像するだけで嫌だ。俺は心が狭せまいからな」

　いつぞやと同じことを言って、リヒトは足を止める。そしてレティーツィアとまっすぐ向かい合うと、深々と頭を下げた。

「悪かった。二度としない。どうか許してほしい」

「っ……殿下……」

　さらに熱いものがこみ上げ、胸が苦しいほど締めつけられる。

　レティーツィアは激しく首を横に振ると、リヒトに倣ならって身を折った。

「わたくしも……！　殿下はこれほどまでにわたくしのことを想ってくださっていたのに、小さなことを責めたりして申し訳ありませんでした……！」

（小さなことに目くじらを立てて嫉妬して、せっかくのサプライズ計画を台無しにして、エリザベートさんを泣かせて、リヒト殿下に頭を下げさせて、本当に私は……！）

『恋は人を愚かにする』とは、よく言ったものだと思う。本当に恥ずかしい。

「レティーツィア……」

「わたくしも、二度と同じ過あやまちは繰くり返しませんわ」

　成長しなくては。愚かなままでいてはいけない。この恋を悪いものにしてはいけない。この恋を糧かてにして輝かがやかなくては。

　十年後も、二十年後も、手を繫いでいられるように。

　恋をしてよかったと、幸せだと、ともに笑い合えるように──。

　リヒトと寄り添そってゆっくりと泉を散策し、一周して戻ってきた時には、お茶の準備が整っていた。

「まぁ……！」

　真っ白なクロスがかかったテーブルの上には、ティーコジーを被ったティーポットと、二つのティーカップ。そして、数種類の一口サイズの焼き菓が子しが載のった銀トレイが。

　泉はそれほど広いわけではない。もちろん見通しもとてもいい。それなのに、レティーツィアに姿を見られることなく、二人掛がけのベンチとテーブルを設置して、お茶の準備を整えてしまうなんて。リヒトの従者たちの鮮やかな手腕には、ただ驚くしかない。

「手を」

「あ……はい。ありがとうございます」

　差し出された手に自分のそれを重ね、そっとベンチに座る。

　膝掛かけも用意されていて、本当に抜かりがない。

「ミルクティーだが、大丈夫か？」

「ええ、もちろ……ええっ!?」

　なんと、レティーツィアの隣に腰を下ろしたリヒトが、自らティーポットを手に取って、トロリとしたミルクティーをカップに注ぐ。レティーツィアは仰ぎょう天てんして腰を浮かせた。

「で、殿下自ら!?　わ、わたくしが……」

「気にするな。ホストは俺だ」

「し、しかし……」

「もう一度言うぞ？　俺だ」

　強調された一いち人にん称しょうに、ハッとする。

　つまり、今のリヒトはシュトラール皇国の第一皇子をしていない。

「彼女をお姫ひめさま扱あつかいできるのは、彼かれ氏しの特権だろう？」

「かっ!?　か、か、か、彼氏だなんて……」

「……違うのか？」

　ティーカップを差し出しながら甘く微笑みかけられて、ドキドキしてしまう。

　顔を赤らめながらそれを受け取ると、ふわりと馴な染じみのある香りが身体を包む。

（え……？　この香りって……）

　レティーツィアは目を丸くし、慌ててミルクティーに口をつけた。

「やっぱり！　ＭＧティー!?」

「ああ、さすがだな。わかるか」

「も、もちろんですわ。毎日飲んでいますもの。あ、あの……大丈夫なのですか？」

　ＭＧティーは大衆茶だ。当然、リヒトが普段飲んでいる紅茶とはものが違う。

「ん？　何がだ？」

「わたくしの好みに合わせていただいたのは嬉しいですが、その……無理はなさらないでください。殿下のお口には合わない可能性が……」

「いや、これはこれで美味うまいと思う」

　意外にもまったく抵てい抗こうがない様子でミルクティーを口にして、リヒトが微笑む。

「以前、お前が言っていただろう？　貴族がドレスアップし、テーブルに着いて、優雅に楽しむ──パティシエが高級な材料をふんだんに使って作るものだけが、スイーツとして正しいなんてことはないと」

「え？　ええ」

　以前、街歩きをした際に、たしかに言った。

「あのクレープだったか？　俺の馬の食事より安くても、可愛くて、甘くて、美味おいしい。友達と一緒に街の景色を眺ながめながら食べるのも、また格別だと。どちらが上だとか優ゆう劣れつをつけられるものではないと」

「ええ、『どちらも素晴らしい』──それでいいのだと言いました」

「この紅茶で、それがよくわかった。ケイトに、お前がＭＧティーを好んで飲んでいると聞いた時は、なんだってそんなものをと思った。しかし、飲んでみると意外に美味い」

　リヒトは「普段飲んでいるものと違うだけに、はじめは違い和わ感かんを覚えたが」と続けて、一口サイズのフィナンシェをつまみ、口に入れる。

「普段気軽に飲むのにはいい。こうして外で飲むにも適していると思う。高級な紅茶よりも扱いがラクらしいしな」

　そう言うと、リヒトはレティーツィアと視線を合わせた。

「お前のその柔じゅう軟なんな思考は、俺にはないものだ」

「え……？」

「街歩きの時に思い知ったんだ。俺は、意外にものを知らん。世界が狭いと言うべきか。もちろん学力は問題ないし、国を治めるために必要な知識はちゃんと持っているが」

　リヒトは視線を彷徨さまよわせながら「そうじゃなくて、なんて言ったらいいか……」と呟き、しばらく逡しゅん巡じゅんして、あらためてレティーツィアをまっすぐに見つめた。

「たとえば国の経済状況は知っているが、民の金銭感覚は知らない。学生街のことですら知らないことばかりだった。クレープにも昼食で食べたパンにも驚いた。とにかく安いし、貴族のそれとはまた違って美味い。もちろん、食事だけじゃない。自分の感覚と乖かい離りしたものが、かなりたくさんあった。少しショックだったな。俺は俺の民のことをこんなにも知らなかったんだと……」

「ですが、それは……」

　レティーツィアはモゴモゴと呟いて、俯いた。

　必ずしも『庶民感覚』を理解していることが正しいというわけでもないだろう。

　国を背負う長たるもの、決して民と同じであってはいけないと、レティーツィアは思う。

　君主には君主たる視点が、思考が、絶対的に必要だからだ。

「その点、お前はすごいな。俺よりもはるかに庶民の感覚をつかんでいるように思える。小説のエンターテイメント化についても、俺ではその発想すら出てこないから。もちろん、そんな自分を卑ひ下げしているわけじゃない。これから勉強すればいいだけの話だしな。今の俺はどれだけ欠けていてもいいと思っている。今から完璧である必要なんてどこにもない。皇こう帝ていになった時に、その座に相応しい者になれていればいいんだ」

　リヒトはそうきっぱりと言って、顔を上げたレティーツィアに再び笑いかけた。

「そうじゃなくて、お前が俺とは違う視点や感覚を持っていることが嬉しく、頼たのもしい。素直に尊敬している」

「っ……殿下……」

「その弛たゆまぬ努力もさることながら、常に進化し続けているお前は本当にすごいと思う。まっすぐ前を見つめている姿は眩しい。そんなお前に恥じぬ俺であらねばと思う。お前は俺のモチベーションだ」

　自分を見つめる金の双眸に、その真摯な輝きに、鼓動がどんどん激しくなってゆく。

　まさか、シュトラール皇国の次の太陽から、そんな言葉が聞けるなんて。

（夢……じゃないのよね……？）

　あまりの誉ほまれに身を震わせるレティーツィアに、リヒトが手を伸ばす。

　そして、高こう揚ようして赤くなった頰にそっと指を滑すべらせた。

「そんなお前を喜ばせたい一心だったんだ」

　こみ上げてくるものに、胸が苦しいほど熱く締めつけられる。

「その気持ちが先走り過ぎて、やらかしてしまったがな。本当にすまなかった」

「っ……殿下……もう謝らないでくださいませ」

　リヒトがどれだけ自分のことを想ってくれていたか。このお詫びにすべてが表れている。本当にリヒトは、レティーツィアを喜ばせるために多くの者から話を聞き、サプライズの計画を立ててくれていたのだ。そうでなければ、昨日の今日でここまでできるはずもない。

（ＭＧティーも、はじめは違和感を覚えたって……）

　それでも、今は美味いと思う。それはつまり、これまでに何度も飲んだということだ。おそらくは、レティーツィアの好きなものを理解するために。

　紅茶を注ぐ手つきにもぎこちなさは一切なかった。何度か練習もしたに違いない。

　それが、どれだけ嬉しいか！

「あ、ありがとうございます……殿下……！　わ、わたくし……」

　感激で、それ以上言葉にならない。

（ああ、もう……好き……）

　好きで、好きで、たまらない。

　この溢れんばかりの想いを、いったいどうすればいいのだろう？

「し、幸せです……！　こんなにも幸せでいいんでしょうか……？」

「駄目なわけはないだろう？　なぜ駄目なことがあるんだ」

　リヒトが笑って、レティーツィアの髪を優しく梳くしけずる。

「お前には、誰よりも幸せになってほしい。いや、俺が幸せにする」

　大きくて頼もしい手からは、愛いとしさしか感じない。

　まるで大切な宝を扱うようにそっと触れる。

「だから、俺の傍にいてくれ。レティーツィア」

「っ……もちろんですわ……！」

　レティーツィアは歓かん喜きに身を震わせながら、何度も頷いた。

　もとより、離はなれるつもりなどない。

　レティーツィアの答えにリヒトは満足げに微笑んで、レティーツィアを抱き寄せた。

　自分をすっぽりと包み込む身体の温かさに、腕の力強さに、ギュッと目を閉じる。

（ああ、結局私は、また『ゲーム』に踊おどらされてしまっていたんだ……）

『ヒロイン』になったことで、エリザベートが変わってしまったらと思うと、怖かった。自分たちの仲が壊れてしまったらどうしようと怯えていた。

　クラウディアが、不自然なほど素す早ばやくラシードの心をつかんだのを目まの当あたりにして、ひどく動どう揺ようもした。

　結局、ささいなことに嫉妬していたのは、不安の表れでもあったのだと思う。

　リヒトが自分以外の誰かに興味を持ったら、どうしよう。『ヒロイン』に惹ひかれたら、どうしよう。

　本当に、『悪役令嬢』である自分がこのまま幸せになれるのだろうか、と。

（馬鹿なことを……！）

　あれだけ『設定』や『シナリオ』なんて関係ないと言っておいて、なんてざまだろう。

（大事なのは、目の前にいる人なのに……！）

　自分を見失ってはいけない。

　大切な人とはちゃんと向き合わなくてはいけない。

『ヒロインだから』、『攻こう略りゃく対象だから』、『悪役令嬢だから』なんて考え方をしてはいけない。

（私は、ゲームに生かされているわけじゃない……！）

　リヒトに恋をしたのも、『設定』だからではない。

　この恋は、胸の内の想いは、誰かに与えられたものじゃない。

　レティーツィア自身が育んだものだ！

「殿下……。本当に、ありがとうございます」

　広い背中に手を回して、リヒトを見上げる。

　今日リヒトがしてくれたことにも、かけてくれた言葉にも、そこに込められた真心にも、ずっと心配してくれていたことにも、いっさい『シナリオ』は関係ない。

　大事なのは、リヒト自身。信じるべきも、リヒト自身。その心であり、言葉だ。

　もちろん、恋だけじゃない。友情も同じだ。

（私が友達になったのは、『ヒロイン』じゃない。エリザベートさんだ）

　そんなことも、見失いかけていたなんて。

「もう憂うれいはないか？　この際だ、すべて言ってくれ」

　リヒトが優しく目を細めて、レティーツィアの頭をぽんぽんする。

　レティーツィアは頷いて、再びリヒトのたくましい胸に顔を埋うずめた。

「まったくありませんわ」

　もう迷わない。




　お気に入りの紅茶と美味しいお菓子を思う存分堪たん能のうして、そろそろ移動しようかという時だった。

「きゃっ……」

　急に強い雨が降り出して、レティーツィアは驚いて顔を上げた。

　ほぼ同時に、リヒトが立ち上がり、素早くフロック・コートを脱ぬぐ。

　雲はあるが、太陽はしっかり出ていて、青空も見えている。──天気雨だ。

「あ、どうしましょう。ティーセットが……」

「放っておいていい。走れそうか？」

　リヒトが目の前に手を差し出す。レティーツィアは自分のそれを重ねて立ち上がると、大きく頷いた。

「よし！」

　リヒトがフロック・コートをレティーツィアに頭から被せ、その手を取って走り出す。

「っ……」

　繫いだ手が熱い。

　広くたくましい背中が、跳ねる金色の髪が、ひどく眩しい。

　雨あま粒つぶが太陽の光に煌めいて、まるで世界がキラキラと輝いているよう。

（ああ、もう……！　ドキドキが止まらない……！）

　そのまま森の中に駆け込み、ひときわ大きく枝を広げて葉を茂しげらせた木の下に逃にげ込む。

「雨から逃げるなんてはじめての経験だ。普段は必ず誰かが傍にいるからな」

「そ、そうですわね。わたくしもです」

　リヒトが楽しげに笑いながら、濡ぬれた髪をかき上げる。
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　瞬間、ズッキュンと心臓を撃うち抜かれて、レティーツィアは胸を押さえて息を詰めた。

（い、色気が駄々漏れなんですけど!?　水が滴したたる乱れ髪がみっ！　しっとりと濡れた肌っ！　湿しっ気けを吸って肌に張りつくシャツッ！　ああぁあああっ！　最高っ！　最高オブ最高っ！　これ絶対スチルになるやつっ！　見たいっ！　いい角度からの濡れ『推し』を見たいっ！　お願いっ！　見せてっ！　それが無理なら、視界に映る景色を保存させてぇぇっ！）

　恋に萌えにと、心臓への負担がすさまじい。

　顔を真っ赤にして身み悶もだえていると、リヒトが「どうした？」と視線を合わせて微笑む。

　濡れて乱れた髪が振りかかる甘い眼差しの破壊力に、レティーツィアは「ひえっ！」と小さな叫び声を上げた。

「な、なんて神作画なんですか……殿下……」

「は？」

「い、いえ、こっちの話です……」

　ブンブンと頭を左右に振ると、リヒトが空を見上げる。

　空はやはり雨雲に覆われることなく、太陽が輝いている。

　雨によって洗われた世界は瑞みず々みずしく、初うい々ういしく、心に沁しみる。

「呼べば、すぐにイザークたちが駆けつけるが……嫌だな」

　リヒトは小さく呟くと、フロック・コートにすっぽりと包み込まれたレティーツィアの身体をそっと抱き寄せた。

「寒くないか？」

「え？　あ、はい。フロック・コートのおかげでわたくしはほとんど濡れておりませんし、大丈夫ですわ。わたくしよりも、殿下のほうが……」

「俺は大丈夫だ」

「ですが、お風か邪ぜを召されるようなことがあれば……」

「そんなやわじゃない。通り雨だ。もうしばらく二人でいたい。……駄目か？」

「っ……」

　駄目なわけがない。

「ず、ずるいですわ……。そんなふうに仰られたら……」

　断れるわけもない。

　むぅっと頰を膨らませると、リヒトが悪戯いたずらっぽく笑う。

「ずるくもなるさ。お前といるためだ」

「殿下……」

　綺麗な指がすいっとレティーツィアの顎あごをすくい上げ、リヒトの芸術的な顔が近づく。

「あ……」

　ビクンと身を震わせたレティーツィアの唇に、リヒトの柔らかなそれが優しく触れる。

　身体が甘く痺しびれて、レティーツィアはふるりと身を震わせた。

「……ん……」

　リヒトの大きくて温かな手が髪を撫なで、そのままレティーツィアの身体を抱き締める。

「レティーツィア……」

「っ……」

　唇を離さないまま吐と息いきだけで囁かれて、気持ちが高ぶってゆく。

（蕩とろけてしまいそう……）

　恥ずかしさと、『はじめて』に対する小さな不安、それらをはるかに凌りょう駕がする幸福感に、頭がふわふわする。

（ああ、どうしよう……。幸せだ……）

　今、この時が、永遠に続けばいいのにと思う──。
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『放課後、立ち入り禁止の北の森で、リヒト殿でん下かが女子生徒と密会しています』

　いつの間にか鞄かばんに入っていた告発メモに、レティーツィアは思いっきり顔をしかめた。

　もちろん、こんなものは大噓うそだ。リヒトに確かめるまでもない。

（私がどれだけ幸せな週末を過ごしたと思っているのよ？）

　こんなものに不安になることは、もうない。

（これ、クラウディアさん……よね？）

　リヒトが女子生徒と密会しているという話は、クラウディア以外から聞いたことはない。当然だ。そんな事実はないのだから。

　なぜこんな噓をつくのだろう？　リヒトとレティーツィアの仲なか違たがいを狙ねらってだろうか？　仮にそうだとしても、また別の疑問が生まれる。リヒトとレティーツィアを仲違いさせたい理由はなんなのか。

（クラウディアさんが想おもっているのは、ラシード殿下……よね？）

　それなら、リヒトとレティーツィアの仲を壊こわしたところで、彼女に利はないだろう。

「どうしようかしら、これ」

　レティーツィアはため息をついて、メモを目の前でヒラヒラと振ふった。

　無視するのは簡単だ。

　だが──。

「北の森……」

　学園の北側に広がる立ち入り禁止の森には、六聖を祀まつる聖堂がある。

『ヒロイン』が『六聖の乙女おとめ』として覚かく醒せいする場所だ。

（偶ぐう然ぜん？　それとも……）

　知っていて、レティーツィアを誘おびき出だそうとしている？

「まさか……！」

　レティーツィアは首を振った。クラウディアのこれまでの言動を考えてもその可能性は低いだろう。

　だが、クラウディアにはあまり近づいてほしくない場所であることには変わりがない。無視するのは危険かもしれない。

（だけど、行ったところで、レティーツィア私じゃ中に入れないけど……）

　なぜなら、聖堂は六元素の力でもって厳重に封ふう印いんされているからだ。封印を解くことができるのは、『ヒロイン』と世界六国の皇子たちだけ。そういう『設定』だ。

　レティーツィアはぐしゃりとメモを握にぎり潰つぶすと、勢いよく立ち上がった。

（行ってみよう……！　『六聖の乙女』にかかわることだったらいけない……！）

　噓をつく理由だけじゃない。レティーツィアを北の森に誘き寄せようとする目的も、まったくわからない。

　だからこそ、行くべきだ。

　レティーツィアは覚かく悟ごを決め、教室を出た。




　深い森の奥。唐とう突とつにぽっかりと拓ひらけた──その場所。

　まるで人々から忘れられてしまったような佇たたずまいの、古い教会。

「すごい……。ゲームのままだ……」

　ため息が漏れてしまうほど優ゆう雅がで壮そう麗れいでありながら、崇すう高こうで厳げん粛しゅく、ひどく近寄りがたく、それほど大きくないにもかかわらず、見る者を圧あっ倒とうする。

　精密な彫ちょう刻こくが幾いく重えにも施ほどこされた、美しいアーチを描えがく入り口。細身の優美な尖せん塔とうには、六つの薔ば薇らのレリーフが掲かかげられ、もう鳴らなくなって久しい小さな鐘かねがかけられていた。

（噓みたい……。私でも、たどり着けた……）

　ほーっと安あん堵どの息をついて、レティーツィアは制服を払はらった。

「た、大変だった……」

　北の森はなにせ広い。聖堂の位置はだいたいしかわからないうえ、森には道らしい道もない。遭そう難なんだけはしないように、番号を書いた付ふ箋せんを細い木の枝などに巻きつけてはいたけれど、陽ひが落ちたらそんなものはいっさい見えなくなってしまう。

　告発の真しん偽ぎよりも、身の安全を確保すべきではないか。陽が翳かげる前に引き返すべきではないか。そう──心折れかけた矢先の発見だった。

　おそるおそる近づくも、どんな力もレティーツィアを阻はばむことはなかった。

（封印が解けている……？）

　ドクンと心臓が嫌いやな音を立てる。

　レティーツィアは聖堂の出入り口へと急ぎ、その観音開きの扉とびらを勢いよく開けた。

「……！」

　古いゴシック様式の室内。

　入り口から祭さい壇だんへまっすぐ延のびる身廊ネイブ。両側にズラリと並ぶさまざまな意い匠しょうのステンドグラスから極ごく彩さい色しきの光が降り注ぐ。アーチ状の高い天てん井じょう。それを彩いろどる宗教画の美しさには、自然と畏い敬けいの念を抱いだいてしまう。

　祭壇には薔薇が絡からみつき盛さかりと咲さいたデザインの十じゅう字じ架かがあり、その前には聖せい餐さん台。それはセミダブルベッドぐらい大きく、精せい緻ちな薔薇の装そう飾しょくが言葉もないほど美しかった。

「クラウディア……さん……」

　白い布を被かぶせられた『何か』が載のった聖餐台の脇わきにいたのはクラウディアだった。

　彼女はレティーツィアを見て、ひどく嬉うれしそうに唇くちびるを綻ほころばせた。

「お待ちしておりました。レティーツィアさま」

「え……？」

　思いがけない言葉に、レティーツィアは眉まゆを寄せた。

（殿下の密会をでっち上げて誘き出したことを隠かくす気はないということ……？）

　レティーツィアは身廊を三分の二ほど進んで、クラウディアをにらみつけた。

「なぜこんなことをしたのか、お伺うかがいしても？」

「レティーツィアさま。私……幸せになりたいんです……」

　答えになっていないことを言って、クラウディアがかすかに微笑ほほえむ。

「私、レティーツィアさまのことは嫌きらいじゃないです。むしろ好きです。憧あこがれています。だって、レティーツィアさまはいつだって私のような者にも優やさしくて……。まっすぐで、正しくて、精神こころまで本当にお綺き麗れいで……ついつい嫉しっ妬としちゃうぐらいで……」

　さらに自じ嘲ちょう気味に笑って、あらためてレティーツィアを見つめる。

「でも、私の運命を捻ねじ曲まげる方だと聞きました」

　唐突な──だけどたしかな違い和わ感かんのある言葉に、レティーツィアは目を細めた。

（聞いた……？）

「だから、できればこんなことはしたくなかったんですけど、でもレティーツィアさまを排はい除じょしないと私は幸せになれないんだそうです」

「……それが、密会をでっち上げてわたくしをここに呼び寄せた理由？」

「はい、リヒト殿下の密会は噓です。──ごめんなさい。そうするよう指示されていて。でも、談話室でお話しした時は思っていたほど傷ついた様子がなくて、最後まで綺麗なことを仰おっしゃっていたんで、実は少しショックだったんです。私なんかじゃ、レティーツィアさまにダメージを与あたえることはできないんだなって」

　そんなことはない。ダメージは受けていた。それを教えてあげるつもりはないけれど。

　レティーツィアはため息をついて、首を横に振った。

「わたくしは、わたくしをここに呼び寄せた理由を訊きいているのですが？」

「ですから、私は幸せになりたいんです」

　クラウディアが表情を変えぬまま、先ほどと同じ言葉を繰くり返かえす。

「これは、私が幸せになるために必要なことなんです」

　そして、聖餐台の『何か』から白い布を剝はがした。

　そこには、エリザベートが横たわっていた。

「っ!?　エリザベートさん！」

　反射的に呼びかけるも、その身体からだはピクリとも動かない。全身から血の気が引いた。

「あなた！　エリザベートさんに何をしたの!?」

「大だい丈じょう夫ぶですよ。眠ねむってもらってるだけです。何かをするのはこれからです」

　クラウディアが背後から何やら取り出し、まるで見せつけるかのように掲げる。

　それは銀色の──十字架の形をした短たん剣けんだった。柄つかにも刃はにも彫刻が施され、中心には大きなクリスタルが輝かがやいている。女性的で優美なデザインは、どこか聖剣に似ていた。

（どう見ても、重要アイテムよね……）

　だが、まったく見覚えはない。続編のアイテムなのだろう。

（どうしよう……。続編のシナリオは知らない……）

　しかし、クラウディアの目的が『六聖の乙女』であることは間ま違ちがいないだろう。

　聖剣が眠る聖堂で、ヒロインが何かを起こすなら、それしかない。

「……『六聖』の力を手に入れてどうしようというの？」

「だから、幸せになるんですよ」

　──三回目。まったく具体性のない答えに、思わずイラッとしてしまう。

　それも仕方がないことなのかもしれないが。

（あきらかに、絵を描いたのは別の人間だもの）

　誰だれかを妄もう信しんし、その言葉どおりに動いている。その証しょう拠こに、さっきから『聞いた』だの『〜だそうだ』だの、『指示された』だの、そんなことばかり言っている。

　自分で考えて動いていないから、言葉に具体性や主体性がなく、行動も唐突なのだ。

「排除すべきは、エリザベートさんも同じ……ってことでいいのかしら？」

「はい、そのとおりです」

「ご両親を憎にくんではいないと言っていたと記き憶おくしているのだけど」

「妹を恨うらんでいないとは言ってません。だっておかしいでしょう？　たった数分の違いで、なんの苦労もすることなく、すべてを手に入れてるなんて」

「……今の言葉は、ちゃんとあなた自身の言葉だったわね」

　エリザベートへの敵意が透すけて見えるようだった。

「それで？　いったいどうしようと言うの？」

「もちろん、『六聖の乙女』には私がなります」

　クラウディアがわずかに目を細めて、自身の胸に手を当てる。

「あの方は、『六聖の乙女』に相応ふさわしいのは私だって仰いました。両親の庇ひ護ごのもと、その愛情をたっぷりと享きょう受じゅして育ったエリザベートではなく」

「……そう」

「これで私は幸せになります。エリザベートより、誰より、『六聖の乙女』として頂点に君臨して、世界に傅かしずかれて、大好きな人を手に入れて……」

「大好きな人？　ラシード殿下のことかしら？　それとも？」

「まずはラシード殿下ですね。でも『六聖の乙女』として覚醒すれば、ほかのみなさまも手に入れられる可能性があるって聞いてます。全部で十名でしたっけ？」

　また、『聞いてます』だ。これはもう間違いない。

「あなた、『ゲーム』の記憶があるわけじゃないのね」

　案の定、クラウディアは怪け訝げんそうに眉を寄せた。

「え……？　ゲーム？　いったいなんのことですか？」

　その表情に噓はないように思えた。ということはやはり、彼女の六聖にかんする知識や重要アイテムはすべて、『あの方』とやらから得たものということだ。

「私が『六聖の乙女』として覚醒すれば、レティーツィアさまとエリザベートは負け確定です。ああ、なんて素す敵てきなんでしょう……！」

　クラウディアがうっとりと夢見るように微笑む。

　その不可解な言葉に、レティーツィアは眉をひそめた。

「クラウディアさん？　あなた、いったい何を言っているの？」

　いったい、何をもって『負け』なのか。

　乙女ゲームの目的である『攻こう略りゃく対象と素敵な恋こいをすること』を『勝ち』と考えたとして、しかしそれは『六聖の乙女』として覚醒したからといって達成されるものでもないだろう。イベントだけ起こしても、意味はない。

　事実、『六聖の乙女』として覚醒しながらも、マリナは誰の心も得られなかった。

　恋の成じょう就じゅと『六聖の乙女』としての覚醒は、イコールではない。

「とぼけたって無む駄だですよ。私、ちゃんと聞いてますから」

　クラウディアがまるで小馬鹿にするようにクスクスと笑って、聖餐台に近づく。

　そして、十字架を背にして聖餐台に相対すると、勢いよく短剣を振り上げた。

「これでチェックメイトです！」

「ッ!?　な、何を！」

　窓から差し込む光を受けて、短剣の鋭するどい切っ先が不ふ吉きつに輝く。

「エリザベートさんっ！　やめてぇっ！」

　恐きょう怖ふに絶ぜっ叫きょうし、縋すがるように手を伸ばす。しかし、そんなレティーツィアを嘲笑あざわらうように、クラウディアがエリザベートの胸に短剣を突つき立たてる。

　レティーツィアはさらなる悲鳴を上げて、その場に膝ひざから崩くずれ落おちた。

「あ、あ……そんな……！　なんてこと……！　エ、エリザベート……さん……」

　あまりの恐おそろしさに、全身がガクガクと震ふるえる。

「大丈夫ですよ。傷ついたりしませんから。ただ、力を奪うばうだけです」

　言葉どおり、エリザベートの胸が血に染まることはなかった。

　代わりに、金色と緑色と青色の光が溢あふれ出でて、短剣に吸い込まれてゆく。

「っ……!?」

　不思議な光景に目を瞠みはる。クラウディアは呆ぼう然ぜんとするレティーツィアにクスッと笑うと、短剣を引ひき抜ぬいた。

　血ち飛沫しぶきは上がらなかった。

「な、何……？　ど、どういう……？」

「私とエリザベートは、六聖の力を半分に分け合っているそうです。一人では、不完全。片割れの力を得て、はじめて『六聖の乙女』として覚醒できると」

「半分、に……？」

「双ふた子ご友情ポイント？　というものによってルートは何種類かあるそうですが、つまりはもう片方の力を得さえすればいいそうです。手段は、譲じょう渡とだろうと強ごう奪だつだろうと構わない。あの方はそう仰いました」

　その時だった。ドンッと大きな音とともに地面が揺ゆれる。

「きゃあっ!?」

　聖堂がビリビリと揺れ、あたりをすさまじい光が包み込む。

　宝石のオパールなどが持つ遊色効果のような多色──正確には六色の色しき彩さいを含ふくんだ光。

　目を開けていられないほどの光の洪こう水ずいに、レティーツィアは頭を抱かかえ込んで床ゆかに伏ふせた。

　それでも、目ま蓋ぶたの向こうがひどく明るい。

（これって、マリナさんが聖剣の封印を解いた時と同じ──！）

　そうだ。一カ月ほど前にも目もく撃げきした。今も同じように、北の森から聖なる光が上がっているだろう。

（っ……殿下は……）

　今は放課後だ。しかも、聖堂にたどり着くまでにかなり時間がかかってしまっている。

　学園には、どれだけの人が残っているだろう？　リヒトは、ほかの皇子たちも、すでに帰路についてしまっただろうか？

　あれこれ考えを巡めぐらせていると、ふと目の前が翳る。レティーツィアは薄うすく目を開けて、おそるおそる身体を起こした。

「……！　聖剣……」

　十字架の前には、神こう々ごうしい六色の光を纏まとう聖剣が浮うかんでいた。

「ああ、なんて美しい……！」

　クラウディアが聖剣を見上げて恍こう惚こつの表情を浮かべる。

「あとはエリザベートから奪った力を聖剣に捧ささげるだけ。ああ、なんて素敵なんでしょう。これで私が『六聖の乙女』となる──！」

　ヒロインらしからぬ高笑いをして、クラウディアがレティーツィアを振り返る。

「さぁ、負ける気分はどうですか？　レティーツィアさま」

　──何を言ってるんだろう？　負けたつもりなんて毛頭ないけれど。

「……『六聖の乙女』になって、どうするの？」

　レティーツィアは呼吸を整えると、ゆっくりと立ち上がった。

「ねぇ、教えてくださらない？　あなたは、『六聖の乙女』になってどうしたいの？」

「は？　すでに何度も言ってるじゃないですか。私は幸せになるために……」

「何を言っているの？　地位が人を幸せにすることなんてなくてよ」

　レティーツィアはきっぱりと言って、その胸に手を当てた。

　幸せは人それぞれだと思うけれど、それだけははっきりと言える。

「わたくしは、シュトラール皇国でも屈くっ指しの財力を持つアーレンスマイヤー公こう爵しゃく家の娘むすめよ。暮らしは、これ以上はないぐらいいいと思うわ。それこそ、エリザベートさんのそれとは比べものにならないぐらい」

「はい？」

　クラウディアが怪訝そうに眉を寄せる。『それが何か？』と言わんばかりだ。

　レティーツィアはその新緑の瞳ひとみをまっすぐ見み据すえたまま、さらに胸をトントンと叩たたいた。

「熾し烈れつな競争を勝ち抜いて、シュトラール皇国第一皇子の婚こん約やく者という地位だって得たわ。尊き方々と同じ純白の制服は、国で唯ゆい一いつ──世界でも六人の子女しか着ることができない、それはそれは特別なもの。わたくしは、その誉ほまれをいただいた存在よ」

「……自じ慢まんですか？」

「そうね、自慢よ。将来はこのうえなく約束されているもの」

　レティーツィアはあっさりと頷うなずき、不敵な笑えみを浮かべた。

「不ふ愉ゆ快かいにさせてしまったのなら、ごめんなさいね。悪気はないのよ？　こればっかりは純然たる事実でしかないんだもの」

「……あなたって人は本当に……」

　クラウディアが眉をひそめて、ため息をつく。

「やっぱり、聞いていたとおりの人だったんですね……」

　レティーツィアはそんなクラウディアを冷ややかに見つめたまま、笑みを深めた。

（そうね、それも誰かに聞いたのよね）

　なぜなら『あなたって人は本当に』などと言われるようなことを、クラウディアにした覚えはまったくないからだ。

　胸内を占しめている感情が自分のものではないことに、なぜ気づかないのだろう？

（それは、あなたが妄信している『誰か』の感情でしょうに……）

　レティーツィアを憎らしく思っているのは、その『誰か』だ。クラウディアではなく。

　レティーツィアは内心ため息をつくと、冷たい笑みを浮かべたまま言葉を続けた。

「でも、わたくしを幸せにするのは、そんな地位でも、贅ぜい沢たくな暮らしでもないわ！」

　ここ最近、そんな自分がどれだけ憂うれい、悩なやみ、苦しんだと思っているのか。

「わたくしの幸せは、大好きな方とともに在ることよ」

「何を言って……」

「恐れ多くもリヒト殿下に愛されて、その唯ゆい一いつ無む二にの──一つとして欠点が見当たらない完かん璧ぺきなお姿を一番近くで思う存分気が済むまで愛めで、一挙手一投足に萌もえ散らかしながら、わたくしのすべてを殿下の御おん為ために捧げ、一いっ生しょう涯がい尽つくすこと！　それが第一！」

　リヒトの愛に勝まさるものなどない。リヒトのためなら、地位やお金や贅沢な暮らしなんてつまらないもの、今すぐにだって捨ててみせる。

「あとは、身分や立場などの垣かき根ねを越こえてつき合える趣しゅ味みの合う友達が一人いてくれたら最高だわ。美味おいしい紅茶を片手に、何時間でも語りあかせる──そんな人が」

　チラリと聖餐台を見る。

　先ほどから、エリザベートはピクリとも動かない。大丈夫だろうか？

「どちらも得ることができないのなら、こんな制服に価値はないわ。国で唯一、世界でもたった六人だけに与えられる誉れなんて、わたくしにとってはなんの意味もないの」

　そう断言して、レティーツィアはクラウディアに視線を戻もどした。

「だから、教えてくださらない？　あなたの思い描く幸せはいったいどんなものなの？　それには『六聖』の力が必要不可欠なの？」

「っ……私は……」

「ただ高い地位を得れば幸せになれるなんて、勘かん違ちがいもいいところよ」

「っ……それは、もともとたくさんのものを持っているからでしょう？　美び貌ぼうも、お金も、家いえ柄がらも、何不自由ない暮らしも、何も持っていなかったら……」

「それが幸せに必要不可欠だと思っているなら、手に入れるのはその美貌やお金や家柄、何不自由ない暮らしでいいのではなくて？」

「そ、それは……」

「『六聖の乙女』にならなくては幸せになれないなんて、誰が言ったの？」

　思いがけない質問だったのだろうか？　クラウディアが虚きょを突かれたように息を吞のみ、目を丸くする。

「だ……誰って……。こ、これは私の……」

「それは聞いたわけではないの？　あなたの意見？　じゃあ、どうしてそう思ったの？」

「え……？　そ、それは……」

「エリザベートさんは、『六聖の乙女』になる資格を有しているのかもしれないけれど、まだそうではない。それでもすべてを持っているように見えたのでしょう？　幸せそうに見えたのでしょう？　それが答えなのではなくて？　六聖の力なんてなくたって、世界で唯一の存在になんてならなくたって、幸せにはなれるのよ」

「っ……そ、それは……」

　クラウディアが動どう揺ようした様子で視線を彷徨さまよわせる。そんな彼女をねめつけて、レティーツィアは一歩前に進み出た。

「『六聖』の力は国の在り方さえも変えてしまうほど強力なものよ。それをどう使うのか、明確なヴィジョンも持たず、ただ漠ばく然ぜんと『幸せになりたい』というだけで手を出していいものではないの！　そんな生易しいものではないのよ！」

「……っ……」

「今の六国を壊し、世界の在り方を変えなくては手に入れられない幸せってなんなの？　そんなもの、このわたくしですら見当がつかなくてよ！」

　国で唯一の──世界でたった六人の誉れを手にしているレティーツィアですら！

「そんなことをしなくたって、何不自由ない暮らしならきっと手に入れられたと思うわ。あなた、アルディ家のことはちゃんと調べたの？　エリザベートさんには弟さんがいるの。お母さまが病気で亡なくなられたあと、お父さまが迎むかえられた後妻──お継か母あさまの子よ。アルディ家の跡あと取とりはその弟さんなの。今年九つだったはずよ」

　つまり双子が争う理由はすでにない。かつて、クラウディアの養母が可能性を見み出いだした『双子が争わなくていい状じょう況きょう』はしっかり整っていたのだ。

「そ、そんな……。あの方は……そんなこと一言も……」

「……教えてくれなかったって言うの？　でも、エリザベートさんが双子の片割れだって教えてもらったんだから、そこからは自分で調べればよかっただけの話ではなくて？」

「まさか！　そんな……まるであの方を信用してないみたいなこと、できるわけ……」

「信用……そうかしら？　じゃあ、そこは考え方の違いね」

　どんなに信しん頼らいする人からもたらされた情報でも、それをただ鵜う吞のみにすることは危険だ。

　仮にリヒトからもらった情報でも、レティーツィアはきちんと真偽を確かめて精査する。それは、相手を信用していないからではない。自分自身の言動に責任を持つためだ。

　誰かの情報を鵜吞みにして行動すれば、何かあった時に責任を持つことができない。

『あの方がそう言っていたから』と責任を転てん嫁かすることしかできない。それが嫌だから。

（自分の口が紡つむぐのが、誰かがもたらした情報や誰かの感情であることにどうして疑問を持たないのかしら？）

　どうにも、クラウディア自身と相対しているように思えない。

　クラウディアの言動には、およそ自分というものが感じられない。

「あなたたちのお父さまの人となりは知らないから、お父さまがあなたを受け入れるかどうかはわからないわ。だけどエリザベートさんなら、絶対に力になってくれたはずよ。そういう人だもの。あなたがちゃんと調べさえすれば、そういう道もあったのよ」

「……よくそこまでエリザベートを信じられますね。まだ出で逢あったばかりなのに」

　クラウディアがひどく悔くやしげに顔を歪ゆがめ、「あなたたちって本当にイライラするわ」と吐はき棄すてる。レティーツィアはピクリと片かた眉まゆを跳はね上げ、視線を鋭くした。

「もしかして、リヒト殿下の密会をでっち上げたのは、それが理由？」

　リヒトとではなく、エリザベートとの仲違いを狙ってのことだったのか。

「今、あなたたちって言ったわね？　もしかして、エリザベートさんにも何か吹ふき込んでいたの？　それなのに、効果がなかった？」

　クラウディアは苛いら立だたしげに舌打ちをして、そっぽを向く。──どうやら図星らしい。

　レティーツィアは「それはそれは、ご苦労さまだったわね」と嫌いや味みたっぷりに言って、鮮あざやかに嘲ちょう笑しょうした。

「もちろん、心から信じているわ。エリザベートさんはあなたとは違うもの」

　口ではナディアに申し訳ないと言いながら、ラシードとの逢おう瀬せを重ね、その立場を奪い、サロンで大きな顔をしているクラウディアとは。

「あなたなんかの薄っぺらい言葉で揺らいだりするものですか」

　その言葉に、クラウディアがカッと顔を赤らめる。──その時だった。

「……う……」

　聖餐台のエリザベートがわずかに身動きし、呻うめき声を漏もらす。

「エリザベートさん！」

　レティーツィアの叫さけびに応えるように、エリザベートがゆっくりと目を開ける。

　ぼんやりと天井を見つめて怪訝そうにしたあと、のろのろと視線を彷徨わせた。

「あ……れ……？　私……？」

「エリザベートさん！　気がついたのね！　痛いところはない!?」

「え……？　レティーツィア……さま……？」

　新緑の双そう眸ぼうがようやくレティーツィアの姿を認めて、ゆっくりと大きく見開かれる。

　エリザベートは息を吞むと、ガバッと身を起こした。

「えっ!?　な、何!?　ここはどこ!?　わ、私、どうしてこんなところに!?」

　そしてオロオロしながら、宙に輝く聖剣や短剣を持ったままのクラウディアを見る。

「あ、あなたは……たしか、クラウディア……さん……？　ま、待って？　私……誰かに後ろから口を塞ふさがれて……っ……」

　そこまで言って、エリザベートが身を震わせる。どうやら、意識を失う前に自分の身に起きたことを思い出したらしい。

　エリザベートは素す早ばやく視線をレティーツィアに戻すと、聖餐台から飛び降りた。

「レティーツィアさま！」

「あ！　ちょっ……!?　危な……！」

　短剣を持っているクラウディアに背を向けるなんて！

「レティーツィアさま！　ご無事ですか!?　お怪け我がは!?」

　慌あわてるレティーツィアに駆かけ寄よって、エリザベートが叫ぶ。

「お怪我は!?　されていませんね!?」

「え、ええ……。いえ、わたくしよりも、エリザベートさんのほうが……」

「私は頑がん丈じょうなんで大丈夫です！　レティーツィアさま、本当にお怪我はありませんね!?　ま、前のような縄のあととか……」

　顔は蒼そう白はくで、新緑の瞳には涙なみだが滲にじみ、レティーツィアの無事を確かめる手もブルブルと震えている。

　じわりと胸が熱くなる。レティーツィアはエリザベートの震える手を両手で包み込んだ。

　ああ、もう！　大好きだ！

「レティーツィアさま！　逃にげてください！　ここはなんとか私が……」

「いいえ、大丈夫。エリザベートさん。逃げる必要はないわ」

　レティーツィアが首を横に振った途と端たん、これまで黙だまって二人のやりとりを憎にく々にくしげににらみつけていたクラウディアが叫んだ

「そ、そうよ！　アンタはすでに六聖の力を失ったの！　『六聖の乙女』となる資格も！　今さら逃げたところで、なんの意味もない……！　アンタとレティーツィアさまの負けは確定してるんだから！」
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「……羨うらやましいなら、そう言いなさいよ。そんな女より、血の繫つながった自分と仲よくして。友達よりも姉を大事にしてって」

　その──今までになかった口調の激しさに、ズバッと言ってやる。

　すると、クラウディアは「だ、誰が……！」と顔を真っ赤にした。

「か、勝手なこと言わないで！　何もかも知ったような顔をして……！」

「それはこっちの台詞せりふよ！　逃げる必要がないと言ったのはそういう意味じゃないわ！　勝手に勝ち誇ほこらないでいただけるかしら？」

　すでに負けが確定したからではない。

「必ず来てくださるからよ！」

　クラウディアが「は……？」と不可解そうに眉を寄せる。

　その瞬しゅん間かん、聖堂の扉が勢いよく開いた。

「なっ……!?」

　ビクンとクラウディアが身を弾はじかせる。

「レティーツィア！」

　愛いとしい人の声に、心が震える。胸の内を熱いものが満たしてゆく。

　でも、今振り返るわけにはいかない。宙に浮かぶ聖剣から、そしてクラウディアから、一いっ瞬しゅんたりとも目を離はなすわけにはいかない。

（リヒト殿下……！　やっぱり来てくださった……！）

　愛しい人がそこにいてくれる──それが勇気になる。力になる。

　ヲタクな自分だって『推おし』のためならなんでもできるけれど、恋する乙女のパワーはそれとは比べものにならない。

（さぁ、レティーツィア！　正念場よ！）

　リヒトのため、国のため、世界のため、クラウディアを阻そ止ししなければ！

　今、状況が把は握あくできているのはレティーツィアだけ、だったら自分がやらなくては！

「せ、聖剣が……!?」

「クラウディア！　これはいったい……！」

　続いた声に、クラウディアがサッと顔色を変える。

「ラ、ラシード殿下……！」

　その瞬間を見み逃のがさず、レティーツィアは床を蹴けった。

　そのままクラウディアに飛びかかり、一気に短剣を奪う。

「きゃあっ！」

「レティーツィア!?　何を……！」

　リヒトの驚おどろきの声を聞きながら、レティーツィアはクラウディアから、そして聖剣から素早く距きょ離りを取った。

「みなさまは、そのまま動かれませんよう！」

　レティーツィアの叫びに、皇子たちが息を吞む。

『六聖の乙女』の覚醒は世界にとってデリケートな問題だ。レティーツィアやリヒトは、今の平和こそ尊いものという考えだが、『六聖の乙女』が作る統一世界こそ理想郷として神聖視している国や王も在る。前回も『六聖の乙女』を巡って、六国はかなり揺れた。

　だからこそ、皇子たちに、国や王の意思に反する行動をさせるわけにはいかない。

　つまり──『六聖の乙女』の覚醒の阻止にかかわらせるわけにはいかない。

「これは、わたくしがわたくしの信念においてすること！　国は関係ございません！」

　レティーツィアはそう叫んで、クラウディアをねめつけた。

「六元素を司つかさどる聖剣だろうと、世界に混乱をもたらすのなら、そんなもの必要ないわ！」

　それは、マリナにもぶつけた言葉だった。その思いは一いっ貫かんして変わらない。

　戦争のない世界。

　元素の力が息づく世界。

　世界六国が力を合わせてともに歩む──穏おだやかで美しい世界。

　それ以上に尊いものなんて、ないのだから。

「もちろん、それを揮ふるう『六聖の乙女』もよ！」

「っ……聖剣は世界の宝なのよ！　そして、『六聖の乙女』ほど尊い存在は……」

「いいえ、違う！　世界の宝は、協力し合って次の世界六国を導いてゆかれる殿下方よ！　世界六国が変わらず在ることが、どれだけ奇き跡せき的で尊いことか！　国を正しく受うけ継つぎ、守り、次へと繫いでゆく。そんな殿下方以上の宝などあるものですか！」

「っ……既き存そんを壊してこそ、新しくよりよいものを生み出すことができるものでしょう！　世界の進化を妨さまたげるつもりですか!?」

　クラウディアの叫びはまるで台本を読んでいるかのようだ。──当然だ。誰かの言葉をそのまま口にしているのだろうから。

　だが、その言には一理も二理もある。少なくとも、そう考える者たちはたくさんいる。だからこそ、皇子たちをかかわらせるわけにはいかない。

　皇子たちを、世界の反逆者にするわけにはいかない。

　だから──それはレティーツィアの役目だ。この『悪役令れい嬢じょう』の！

「どう新しくなるか、どうよくなるのか、それも提示できないくせに何を言ってるの？　世界はね、一か八かで壊していいものではないのよ！」

　世界と一言に言っても、六つの国があり、それぞれに万を超こえる民たみがいて、その民にはまたそれぞれに大切なものがあり、日々の生活がある。

　よりよいものを作ることが最終的な目的だったとしても、それを壊していい権利など、どこにも、誰にも、ありはしない。

　ましてや、クラウディアが望んでいるのは自分自身の幸せだ。

　そんな身勝手な願いと、世界を天てん秤びんにかけていいはずがない！

「進化を妨げることが『悪』だというのなら、わたくしは『悪役令嬢』で結構だわ！」

　世界を壊し、民を犠ぎ牲せいにする『正義』は否定する！

　リヒトのため、皇子たちのため、そして世界のために、誇りを持って悪役で在ろう！

「聖剣も『六聖の乙女』も覚醒させるものですか！　お前たちは世界には必要ないの！　引っ込んでいなさい！」

　レティーツィアはそう叫ぶと、手に持っていた短剣を一気に己おのれの腹部へと突き刺さした。

「ッ!?　レティーツィア！」

「レティーツィアさま!?」

　リヒトの驚きょう愕がくの声と、エリザベートの悲鳴が重なる。

　リヒトが駆け出すのと同時に、エリザベートから奪った金と緑と青の輝きが刀身を伝い、身体の中に入り込んでくる。

「ッ……！　あ、あぁあぁっ！」

「レティーツィア！」

　刺した箇か所しょではない──全身に激痛が走る。目の前が暗くなり、ぐらりと身体が傾かしぐ。そのまま祭壇から落ちたレティーツィアを、リヒトが間かん一いっ髪ぱつ抱だき留めた。

「レティーツィア！　レティーツィア！　ああ、お前はなんてことを！」

「い、いや！　レティーツィアさま！　レティーツィアさま！」

「レティーツィア嬢！　大丈夫か!?」

「アレクシス！　校医に準備をさせなさい！」

　あたりが騒そう然ぜんとする中、ゆっくりと痛みが引いてゆく。

「血が出ていない……？　でも、さっきたしかに……。これはいったい……」

「っ……う……」

　レティーツィアはゆっくりと目蓋を持ち上げると、自分を覗のぞき込むリヒト、クレメンス、ラシードを見て、うっすらと笑みを浮かべた。

「……大丈夫……ですわ。あの短剣では……傷ついておりません……」

「た、たしかに制服にも傷一つないが……だが……」

　残る鈍にぶい痛みに耐たえながら視線を巡らせれば、へたり込んでいるエリザベートの傍そばにはイザークが。扉の前ではイアンとロイド、ユエにリアム、ルーファス、そしてアーシムが立ち尽くしている。

　レティーツィアはそっと息をついて、クラウディアに視線を戻した。

　レティーツィアの行動が理解できなかったのだろう。呆然としていたクラウディアは、目が合った途端ビクッと身をすくめて、震える声を振り絞しぼった。

「な、何？　なんなの？　お綺麗なことばかり言っていたくせに、結局は『六聖』の力を自分のものにしようとしたってこと？　今さら、そんなことしたって……」

「いいえ……。だって、わたくしは、そもそも資格を有していませんもの……」

　そうじゃない。そんなものは欲しくもなんともない。そしてきっとできるはずもない。『悪役令嬢』が『ヒロイン』になれるはずもないのだから。

　レティーツィアはゆっくりと身を起こすと、嫣えん然ぜんと微笑んだ。

「そして、資格を有していたあなたも……たった今、それを失ったわ……」

「え……？」

「当然でしょう？　これほど明確に『六聖』の力の一部を悪役令嬢わたくしに奪われたのだから」

「──ッ!?　まさか!?」

　クラウディアが顔色を失い、十字架を振り仰あおぐ。

　ほぼ同時に、そこに浮かんでいた聖剣は輝きを失い、そのまま搔かき消きえた。

「っ……聖剣が……消えた……!?」

「う、噓！　噓っ！　そんな！　噓っ！」

　聖剣が消えると同時に、レティーツィアの身体から金と緑と青の光が溢れ出す。

　再びの激痛に、レティーツィアは身を捩よじり、リヒトの腕うでの中に倒たおれ込んだ。

「っ……あぁあ、あ、ああぁあぁあっ！」

「レティーツィア！」

「だ、大丈夫……ですわ。きっと、すぐ……あ、あぁあっ！」

　すぐに終わるはずだ。マリナの時もそうだったのだから。

　マリナには痛みに苦しむ様子は見られなかったが、それは彼女が『六聖の乙女』となる資格を有しており、『六聖』の力が彼女を拒きょ絶ぜつすることがなかったからだろう。

「レティーツィア！」

「大、丈夫……。きっと……大丈夫……」

　予想どおり、三色の輝きが一気に霧む散さんすると同時に、痛みが引いてゆく。

　レティーツィアは深く息をついて、リヒトの胸に顔を埋うずめた。

「あ……あ……。も……う、大丈夫……ですわ……」

「っ……お前というヤツは！」

　リヒトが顔を歪め、レティーツィアを強く抱き締しめる。

「このじゃじゃ馬め！　危ないことばっかりして！　目が離せないじゃないか！」

　速い鼓こ動どう。震える身体。たくましい腕。そして力加減を忘れた抱ほう擁よう──。そのすべてにリヒトが自分をどれほど想ってくれていたかが透けて見えていた。

（ああ、殿下……）

　たとえようもない幸福感が身を包む。

「う、噓！　だって私はまだ力を失ってない！　奪われたのはエリザベートの力だけよ！　消えた輝きは三色だったじゃない！　私の力はまだ私の中に……！」

　祭壇上では、まだクラウディアが騒さわいでいた。

「でも、六聖の乙女として覚醒するには……片割れの力も必要なのでしょう……？」

　ため息をつきながらそう言うと、クラウディアが「そ、そうだけど、でも！　でも！　こんなことは……！」などと言いながら激しく首を横に振る。

　こんなことは？　聞いてなかったとでも言うつもりだろうか？

「奪われたのがエリザベートさんの力でも……あなたの力でも……どちらにしても覚醒に必要な半分を失ったことには変わりがないわ……。そうではなくて？」

　少し考えたらわかることだ。

「それは……でも……！」

「いったい誰をそこまで盲信していたのかは知りませんけれど……すべての情報を鵜吞みにして言われるがままに行動するのは、『信頼の証あかし』ではなくてよ……」

　それは、『思考停止』と言うのだ。

「そ、そんな……そんな……でも……」

　クラウディアがへたり込む。

　そんなクラウディアを冷ややかに見つめていたクレメンスが、リヒトに視線を戻した。

「……リヒト。もしかして、セルヴァは……」

　セルヴァがレティーツィアを害したという事実と、マリナ──『六聖のごとき乙女』が突とつ然ぜんその力を失ったことが結びついたのだろう。

「もしかして、君たちは以前もこうして……」

　クレメンスの言葉に、しかしリヒトはレティーツィアを抱き締めたまま動かない。

　クレメンスは美び麗れいな眉を寄せると、リヒトの肩かたを叩いた。

「リヒト？」

「……！　あ、あぁ……。もう、みなにも話すべきだな……」

　ハッとした様子で顔を上げ、リヒトが頷く。

「ちゃんと話す。だが、また後日にしてくれ。今は、きちんと話せる自信がない……」

　その憔しょう悴すいしきった様子に、クレメンスはわずかに目を見開くも、すぐにふっと微笑んで立ち上がった。

「ええ、もちろん。とりあえず、学園のほうは任せてください。なんとか誤ご魔ま化かします」

　クレメンスに続いて、扉の前のイアンが「はい！」と手を上げる。

「クラウディア嬢のこともお任せを。丁てい重ちょうに扱あつかわせていただきます」

「……悪い、二人とも。頼たのんだ」

「頼まれました！　ロイド、すぐにお連れして！」

　ロイドが素早くクラウディアのもとへゆき、彼女をゆっくりと立ち上がらせる。

　クラウディアは救いを求めるようにラシードを見つめた。

「ラ、ラシード殿下……」

「……あの子が、君の妹か？」

　ラシードがエリザベートを見つめて、ポツリと言う。

　いつも元気いっぱいの深しん紅くの双眸が、悲しみに染まった。

「とっくに、見つけていたんだな……」

「っ……それは……」

「噓をつかれていたことにも気づかず……オレはとんだ間ま抜ぬけだな……」

「っ……で、殿下……私の話を……」

　ラシードが素早く立ち上がり、クラウディアに背を向ける。

　それは、『話など聞く気はない』という明確な意思表示に見えた。

「先に戻る。リヒトはレティーツィア嬢の身体が落ち着いてから戻ってこい。いいか？　絶対に無理をさせるなよ！」

「……言われなくても」

　リヒトが小さく頷くのを確かく認にんして、クラウディアを一いち瞥べつすることもなく歩き出す。

「アーシム！　イザーク！　お前らも行くぞ！」

「はい、じゃあエリザベート、君もこちらへ」

「は、はい……イザークさま。あの……でも……」

　イザークの手を借りてよろよろと立ち上がったエリザベートが、なんとも気き遣づかわしげにレティーツィアを見る。レティーツィアは彼女を安心させるべく、にっこりと笑った。

「わたくしなら大丈夫よ。エリザベートさん。びっくりさせてごめんなさいね？　あとでちゃんと説明させていただくわ」

「レ、レティーツィアさまが謝ることなんて、何も……！」

　エリザベートは首を横に振り、ようやくホッとしたといった様子で微笑んだ。

「じゃあ、待っていますね。でも、無理はなさらないでください」

「ええ、お約束するわ」

「絶対ですよ？」

　クラウディアとエリザベートを連れて、全員が出てゆく。

　レティーツィアは顔を歪め、リヒトの頰ほおへとそっと手を伸ばした。

「申し訳ございません、殿下……。ご心配をおかけいたしました……」

「まったくだ！」

　リヒトが吐き棄てるように言って、レティーツィアを抱く腕に力を込める。

　鼓動はいくぶんか落ち着きを取り戻していたけれど、その身体は相変わらず震えていた。

「よくやった。本当によくやってくれた。立場上、俺たちは大っぴらに『六聖の乙女』を否定することができないから……」

　そう──。マリナの時も、リヒトは彼女の所業を糾きゅう弾だんしたが、実は皇子の立場でできたのはそこまでだった。聖剣を折ったのは、あくまでもレティーツィアがやったことだ。

「だが、やり方をもう少し考えてくれ！　レティーツィア……お前を失うかと……！」

「殿下……」

「本当に、お前は……！　お前は、俺を誰よりも幸せにしてくれるんだろう？　だったら、危ない真ま似ねはしてくれるな！」

　余よ裕ゆうも何もかなぐり捨てて、レティーツィアを力いっぱい抱き締めて、ただ叫ぶ。

「俺の傍にはお前がいなくてはならない！　お前のいない幸せなどありえないんだ！」

「っ……」

　その熱に応えるようにリヒトへの想いが一気に溢れ出して、胸がいっぱいになる。

　ああ、これほど嬉しい言葉があるだろうか。

　レティーツィアは唇を綻ばせ、リヒトの背に手を回し、たくましい胸に頰をすり寄せた。

「はい……！　本当に申し訳ありませんでした。殿下」

「本当だ！　まったく、よくも俺の心臓に多大な負担をかけてくれたな！　俺はお前曰いわく、『世界の宝』の一部なんだろうが！」

　リヒトが苛立たしげに言って、レティーツィアの髪かみを引っ張る。

　そんな仕草まで嬉しくて、レティーツィアはふふっと笑った。

「今もまだ心臓がドキドキなさっているのが、嬉しくてたまらないのですけれど……」

「……心配をかけておいて喜ぶな。性格が悪いぞ」

「ええ、だってわたくし、『悪役』なもので」

　クスクス笑いながら言うと、ようやくリヒトも表情を緩ゆるめる。

「そうだな。あの啖たん呵かは、実にかっこよかった。──だが、『悪役』のレティーツィア。この罪は重いぞ。一生をかけて償つぐなってもらわなくてはならない」

　リヒトが指の先でレティーツィアの顎あごをすくい上げる。

　レティーツィアを映す金色の双眸が、甘やかに煌きらめいた。

「覚悟しておけ」

　レティーツィアはうっとりと微笑み、頷いた。

「ええ、もちろんですわ……！　一生お傍で償わせてくださいませ……！」

「なんだ、まるで誓ちかいの言葉のようだな」

「誓いの言葉で間違いありませんわ」

　一生傍で償うということは、健すこやかなる時も、病やめる時も、喜びの時も、悲しみの時も、死が二人を分かつまで、愛し、敬い、慈いつくしむということなのだから。

「わたくしが、誰よりも幸せにして差し上げますわ」

「では、誓いのキスを」

　リヒトがレティーツィアを優しく引き寄せ──唇が重なる。

　蕩とろけるように甘い口づけに、レティーツィアは身を震わせた。

　ステンドグラスの極彩色の光が、二人に降り注ぐ。

　まるで世界が二人の恋を祝福しているかのようだった。




「……もっとお前に触ふれていたいが、そろそろ戻ってやらなくてはな」

　レティーツィアにキスの雨を降らせながら、リヒトが名残なごり惜おしそうに呟つぶやく。

「……ん……そうですわ……。みなさま……あ……お待ちかと……」

「……一時間ぐらい待たせておきたい気分だがな」

「い、一時間……？」

　今でもドキドキして仕方がないのに、心臓が壊れてしまう！

　一気に顔を真っ赤にして「むむむむ無理ですわ！」と上ずった声を上げると、リヒトが声を立てて笑った。

「お前がそう言うなら、仕方がない。我が慢まんしよう」

　リヒトは悪戯いたずらっぽく笑ってそう言うと、レティーツィアを横抱きにして立ち上がった。

「え、ええっ!?」

　突然の『お姫ひめさま抱っこ』にレティーツィアはわたわたとリヒトを見上げた。

「リ、リヒト殿下!?　わ、わたくし、ちゃんと殿下とともに歩けますわ」

「いいから、じっとしてろ。少しぐらい、俺にもかっこつけさせてくれ」

　その言葉に、ドキンと心臓が跳ねる。

（あ、あえてかっこつけなくたって、殿下はいつもかっこいいのに……）

　でも嬉しい。嬉しくないわけがない。皇子さまの『お姫さま抱っこ』に憧れない乙女はいないだろう。少なくとも、自分にはドストライクだ。

（私の……皇子さま……）

『推し』であり、『最愛の人』──。

　昨日よりも今日、今日よりも明日、どんどん好きになる。

（ああ、なんて幸せなの……）

　えも言われぬ幸福感に包まれて、レティーツィアはそっと目を閉じた。
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「どうして……？　どうして……？」

　クラウディアは、暗い部屋で一人頭を抱えていた。

「私……言われたとおりにしたのに……。何も間違えなかったのに……」

　それなのに、なぜ『六聖の乙女』になれなかったのだろう？　あの方は間違いないって仰ってくださっていたのに。わからない。いったい何が悪かったのか。

「どうして……！」

　何度目かの『どうして』を叫んで、頭を搔き毟むしったその時。密ひそやかなノックとともに、ドアが開く。クラウディアはハッとして、立ち上がった。

「イ、イアンさま！」

　部屋に入ってきたのは──イアンだった。後ろには、フードを目ま深ぶかに被ったローブ姿の小こ柄がらな人物を連れている。

　クラウディアは身を震わせると、イアンの胸に縋りついた。

「イアンさま！　ああ、イアンさま！　わ、私、ちゃんと言われたとおりにしました！　そ、それなのに、どうして……！」

「うん、お疲つかれ〜！　ちゃんとできてたよ。バッチリ。ホント助かった。ありがとね」

　クラウディアの言を遮さえぎって、イアンがにこーっと笑う。

　その子どものように無む邪じゃ気きで残ざん酷こくな笑え顔がおに、クラウディアは戸と惑まどい、視線を揺らした。

「あの、できてたって……？　でも、私、『六聖の乙女』にはなれなくて……」

「うん、それでいいんだよ」

「いいんだよって……？　どういうことですか？　私は『六聖の乙女』になれるって……私が相応しいって……イアンさまが……」

「ああ、言ったね。アレ、噓」

「え……？　う、そ……？」

「そう、噓」

　悪びれる気配すらなく頷くイアンに、クラウディアは状況が把握できない。

「い、いったい……？」

「あれ？　まだ理解できない？　だから俺の本当の目的は、君にその資格を失ってもらうことだったんだってば」

「え……？」

「──そう、あなたの役目はここで終わり」

　イアンの後ろにいた小柄な人物がクスッと笑って、フードを脱ぬぐ。

　とろりとしたチョコレート色の髪が、はらりと肩に零こぼれた。

「あ、あなたは……？」

「マリナ・グレイフォードというの。でも、自己紹しょう介かいなんて意味がないと思うわ。だって、あなたはもう資格を失ったもの」

　そう言って、同じくチョコレート色をした目を細めて、微笑む。

「退場組よ」

「退場って……」

　いったいなんのことだ。

　クラウディアは再度激しく首を横に振ると、イアンの制服に爪つめを立てた。

「イ、イアンさま!?　これ、これはいったいどういう……!?」

「うまくやってくれたから、ちゃんと君の望むものは用意するよ。泉の畔ほとりの美しい屋や敷しきに、たくさんのドレス、豪ごう華かな食事にあり余るほどのお金。もちろん躾しつけの行き届いた使用人も。何不自由ない暮らしを約束するよ。エリザベートちゃんじゃ一生手に入れられないぐらい素す晴ばらしいものをね」

「え……？」

「君の欲しいものって、求めていた幸せって、それだろ？　そう言ってたよね？」

「そ、それは……」

「ちゃんと見ていましたし、聞いていましたよ」

　チョコレート色の髪の女性──マリナ・グレイフォードがクスクスと笑う。

　クラウディアはなぜか頰が熱くなるのを感じた。

「ば……馬鹿にしてるんですか……？　私を……」

「いいえ、そんなことはしないわ。私も苦労してきたクチなので……ね」

　マリナがさらに笑いながら首を横に振る。その言葉に噓はないのかもしれない。だけど、これ以上はないというほど不愉快だ。

　クラウディアは顔を歪めて視線を戻すと、再びイアンに詰つめ寄った。

「っ……イアンさま!?　この人はなんなんですか!?　わ、私は『六聖の乙女』に……」

「だから、それは無理だってば。なってほしくもないしね。一回で理解してくんねーかな。『六聖の乙女』になるのは、君でもエリザベートちゃんでもないんだよ。諦あきらめて」

　面めん倒どうくさそうに言うイアンに寄り添そい、マリナが微笑む。

　瞬間、脳のう裏りにひらめくものがあった。

「あなた、が……？」

『六聖の乙女』になるのは、この女だと？

　その言葉にマリナがにっこり笑って、口を開く。

「『六恋』はね？　四作目の製作まで決定していたけれど、単純に一作目から四作目まで順番に作られたわけじゃないの。一作目、ヒロインを入いれ替かえての二作目、次は一作目のポータブルゲーム機移植版。こちらは一作目のシナリオがそのままフルボイスになって、本編に豪華なスチルが追加されて、トゥルーエンドの後日譚たん的な特別シナリオも入って、さらに攻略対象も尊き方々全員になったのよ。知ってた？」

「え？　え？　何？　いったい……何を言ってるの？」

「そのあと、ミニゲームを進めて攻略対象たちとの日常を楽しむ『ファンディスク』と、俗ぞくに『愛枷あいか版』と呼ばれるゲームが出るの。『六恋』は二・五次元舞ぶ台たい化もされていて、その舞台のストーリーをもとに作られたのが『愛枷版』。シリーズの中では異色の存在で、作中時間軸じく的には一作目のエンディングのあとのお話。舞台は学園島ではなくて、六聖の乙女のために作られたクリスタルパレス。内容も攻略対象と学園生活を送るのではなく、六聖の乙女ヒロインが攻略対象たち──かつての世界六国の王子たちととともに統一されて生まれ変わった世界を育ててゆくというもの。もちろん、移植版とファンディスク、愛枷版の『ヒロイン』はこの私。そして、その次が三作目。はじめて攻略キャラクターがごっそり入れ替わって、物語は一作目の次世代へと移り変わる──」

　そこまで一気に言って、マリナがさらに笑みを深める。

「二作目の『ヒロイン』が六聖の乙女となる可能性を失った今、この攻略対象の顔ぶれで、『ヒロイン』を務めることができるのは私だけよ。一作目とほとんど変わらない内容ならともかくあれだけ豪華な内容が追加された移植版が無視されることなんてないと思うわ。そして、ファンディスクと愛枷版も。だから、必ずもう一度私に順番が回ってくるはず。私ね？　一度失敗をして知ったの。この『世界』は『ゲームオーバー』を許さない」

　マリナが楽しげにクスクスと笑いながら、呆然と固まるクラウディアの顔を覗き込む。

「『シナリオ』をどれだけ無視しても『修正』が入ることはない。レティーツィアさまもリヒト殿下も、その勝手を許されている。でもゲームが続行不可能になったら、ゲームが再スタートするように最小限の変へん更こうでつじつまを合わせてきた。ねぇ、だったらもう一度ゲームが続行不可能になったらどうなるかしら？」

「ど、どうなるって……」

「イアンさまだけではなく、ほかの攻略対象も全員三作目のメンバーに入れ替わるのなら、次の『ヒロイン』は三作目のジュリア・アルファスタになるでしょうけどね？　さすがにそれはないと思ったの。間違いなく次も、変更は最小限でつじつまを合わせてくるはずよ。つまり──」

　マリナがトンと胸に手を当て、不敵に笑った。

「もう一度、私に『ヒロイン』の順番が回ってくる可能性が高い」

「は……？　何を、言っているの……？」

　何もかもが、理解できない。

　ただ呆然とすることしかできないでいると、マリナが小馬鹿にするように笑う。

「私が何を言っているのかわからないでしょう？　いいのよ、それで。あなたはしょせんその程度ってことだから」

「っ……あ、あんな妄もう言げんが理解できる人なんて……」

「妄言ね……。あなたにはそうなんでしょう。だからあなたはその程度だって言ってるの。レティーツィアさまなら、すべて理解するわよ」

　突然飛び出したまさかの名前に、クラウディアは目を見開いた。

「え……？　レティーツィアさま……？」

「そうよ。だから、あなたが『六聖の乙女』となることを阻止したでしょう？」

　そういえば、あの時たしかに、レティーツィアは『ゲーム』という言葉を口にした。

　クラウディアはようやく事態を理解し、怒いかりで顔を真っ赤に染めた。

「だから、レティーツィアさまを聖堂に呼べって……。は、はじめからそのつもりで!?　イアンさま！　私を騙だましたんですか!?」

「え？　まぁ、一応そうなるね。それが何？」

「何って！」

　嚙かみつかんばかり叫ぶも、相変わらずイアンはどこ吹く風だ。

「あ、ちなみに、実は俺もマリナちゃんが何を言ってるのかは全然わかんないんだよね。でも、クラウディアちゃんと俺が決定的に違うのは、俺には明確な目的があるってこと」

「も、目的……？」

「そう。俺が王位継けい承しょう者しゃになって最初にやったことって、マリナちゃんに連れん絡らくを取ることだったんだよね。俺の目的のために必要だったから」

　イアンのアメジストの双眸に、冷たい光が宿る。

「君も自分の目的をもって、自分の頭で考えて、行動すればよかったんだよ。そうすれば騙されることもなかったんじゃない？」

「っ……そ、それは……」

「本当にそう。少しもおかしいと思わなかったの？　覚醒の場面にレティーツィアさまを立ち会わせること。どう考えても、あなたにメリットなんてなかったでしょう？」

「だ、だって、それは……」

　イアンを信じていたから。イアンの言うとおりにしていれば、幸せになれるって。

　全身がぶるぶると震える。クラウディアは両手で顔を覆おおって、その場にへたり込んだ。

「そんな……ひどい……。騙していたなんて……。信じてたのに……」

　しかし、当のイアンは心外だとばかりに眉を寄せた。

「え？　ひどいかな？　たしかにちょっと騙したし、『六聖の乙女』にはなれないけど、でも俺、ちゃんとクラウディアちゃんを幸せにしてあげるよ？」

「な、何を……？　今、私は『六聖の乙女』にはなれないって……」

「だって、クラウディアちゃんが求めていたものって、お金だとか、いい暮らしだとか、そういうちっぽけなもんじゃん？　必要ないでしょ。『六聖』の力なんて」

「そ、それは……でも……」

「『六聖』の力じゃなくてほかの力だけど、それを叶かなえてあげるって言ってるんだよ？　それの何が問題なの？」

　イアンは本気でわからないといった風ふ情ぜいだ。クラウディアは怒りに頰を染め、イアンをねめつけた。

「っ……だ、騙しておいて、今さら……！　そんなの、信じられるわけ……！」

「怒おこってもいいけどさぁ、もう少し冷静に考えてみたら？　むしろ、ちょっとした騒ぎを起こしただけで一生何不自由しない暮らしをさせてもらえるってすごいことじゃない？　クラウディアちゃんにとっても、実はものすごくいい取引だと思うけど？」

「っ……それは……」

「ね？　もう一度よく考えてみよう？」

　言葉を詰まらせたクラウディアの顔を覗き込み、イアンが凶きょう暴ぼうに笑う。

「世界の頂点に立とうだなんて高望みさえしなければ、君は間違いなく幸せになれるよ。ねぇ、どうする？」

　このまま六聖の乙女になりたいと駄だ々だをこねてイアンを敵に回すか、それともイアンが望む結果を出せた報ほう酬しゅうとして、ずっと欲しかった幸せを得るか。

　選せん択たく肢しなど──なかった。

「…………」

　無言のまま、クラウディアが床に視線を落とす。

　それが、答え。

「──そう、それでいい。俺、賢かしこい子は好きだよ」

　アメジストの双眸が、残酷に煌めく。

「じゃあ、わかるよね？」

　イアンは満足げに目を細めると、人差し指を形のよい唇に当てた。
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「な、なんてことっ……！」

　あまりの衝しょう撃げきに、ボロッと涙なみだが零こぼれてしまう。

　瞬しゅん間かん、リヒトとエリザベートがぎょっと身を弾はじかせた。

「さ、最高……！　最の高！　最高オブ最高ですわっ！　あぁ、語ご彙い力がっ！　語彙力が一いっ瞬しゅんで死んでしまうほどの素す晴ばらしさ……！　あまりの感動に涙が……！」

　なぜ、この世界にはカメラがないのだろう？　これぞ後世に残すべき美なのに。

「あ……気に入ったのか……。びっくりした……」

「よ、よかったです……。またやらかしてしまったのかと……」

　リヒトとエリザベートがほっと胸を撫なで下おろす。

　リヒトが身に纏まとっているのはアフェーラ風──少し和のニュアンスの入った中ちゅう華か的な漆しっ黒こくの円領袍ほうだった。金糸銀糸で縫ぬい取とられた鳳ほう凰おうがひどく鮮あざやかだ。

　ゆったりしているのにもかかわらず、胸や腰こしあたりはしっかり身体からだのラインが出ていて、ストイックな中にも匂におい立つような艶なまめかしい色香がある。

「目の前に存在してくださっているだけで、心が潤うるおう……。あぁ、最高……」

　かくいうレティーツィアも十じゅう二に単ひとえのもととなったという高たか腰ごし襦じゅ裙くんを着ている。

　白い内着に光こう沢たくのある水色の絹の襦じゅを着、裙もすそはとろりとした翡ひ翠すい色。さらに淡あわい青緑の薄紗うすぎぬを幾いく重えにも重ねている。帯は清らかな白。そして金色の領巾ひれを肩かたにかけている。

　ちなみに、エリザベートは小こ花ばな柄がらがなんとも可愛かわいらしい薄うす紅べに色の交こう領りょう襦裙、イザークは濃のう紺こんの胡こ服ふく姿だ。

　ここは、学園島の南東──アフェーラ風の街にある庭園カフェ。

　あちこちに野点のだて傘かさが設置されている、広々とした日本的な庭園。今日は貸し切りらしく、ほかに人はいない。

　どこもかしこも素晴らしいが、盛さかりに咲さいた満開の藤ふじ棚だなはことさらに圧巻だ。

　漆うるし塗ぬりのベンチに座るリヒトも合わせて、芸術とはこういうことをいうのだと思う。

「これがサプライズのメインだった……」

「あ、はい。私がデザイン画を描えがかせていただいた衣い装しょうです」

　エリザベートが恥はずかしそうに頰ほおを染めて頷うなずく。

　レティーツィアはそんな彼女をガバッと抱だき締しめた。

「さすが過ぎますわっ！」

　ヲタク文化がないこの世界で、自力でコスプレにたどり着くとは！

　そして、まさにレティーツィアの好みドンピシャ。性せい癖へき直球ドストライクだ。

「大好きです……！　エリザベートさんっ……！」

「レティーツィアさま……！」

　ひしっと抱き合う女子二人を複雑そうに見つめて、リヒトが「一番の俺のライバルは、もしかしてエリザベートなんじゃないのか？」と笑う。

「実は、エリザベートにサプライズについて相談した時、思いがけず力説されたんだよ。どんな高価な物よりも、レティーツィアにとっては俺こそが一番のプレゼントなのだと。俺以上のものはないのだと。だから、ぜひとも飾かざらせてほしいと」

「……！　ええ、そのとおりですわ」

　さすがエリザベートだ。よくわかっている。

「そんなことで本当に喜んでもらえるのかと最初は半信半疑だったんだが、リサーチしたレティーツィアの好みと合わせて計画を練るうちに、俺もだんだん楽しくなってきてな。それで……その……夢中になり過ぎてやらかしてしまったわけだが……」

「本当に申し訳ありませんでした……」

「もう何度も謝っていただきましたわ。謝罪はお腹なかいっぱいです」

　そう言って、レティーツィアはリヒトの隣となりに素す早ばやく腰を下ろすと、その美し過ぎる顔を覗のぞき込んだ。

「それよりも、こんな素す敵てきなプレゼントをありがとうございますっ！　最高ですわっ！　この至高の輝かがやきよ！　もうこれは神の領域でしかありえません！　冴さえ冴ざえとして一点の曇くもりもない、背筋が凍こおるほどの美しさ！　ひどく神こう々ごうしいのに、鮮やかで艶めかしい──いいえ！　もう生々しいまでのこの色香！　ああ！　さすがはリヒト殿でん下か！　推おせる！　マジで一生推せますわっ！」

「は……!?」

「どんな服もこれほど着こなしてしまうなんて、ずるいとしか言いようがありません！　なんなんですか？　本当に！　こんなの好きに決まってるじゃないですか！　好きです！　好きしかないです！　毎日好きが更こう新しんされて、あまりの天てん井じょう知らずで自分が怖こわいですわ！　この世に存在してくださって、本当にありがとうございます！　（ここまで一息）」

　ヲタクのマシンガン賞賛に、リヒトが目を丸くする。

　しばらくポカンとしてレティーツィアを見つめたあと、なんとも言えない表情をした。

「な、なんとも熱ねつ烈れつで嬉うれしいが……」

「レティーツィアさま？　前に告白はもっとロマンティックなものなんじゃないのかとか言ってませんでした？」

　イザークが「人のこと言えます？」と呆あきれたように言う。

「……つい、興奮して。こんなご褒ほう美びがいただけるなんて思わなかったものですから」

　そう──。これはご褒美だ。

　リヒトから『六聖のごとき乙女おとめ』とセルヴァが引き起こした騒そう動どうと、その本当の顚てん末まつを、レティーツィアから今回の騒動の詳しょう細さいを聞いた各国の皇子たちが用意してくれたものだ。

　もともとリヒトが練っていた誕生日サプライズ計画をベースに、ユエが場所の手配をし、リアムがレティーツィア好みの珍めずらしいお茶とアフェーラ風の甘かん味みを用意し、クレメンスとラシードがお抱かかえのお針子を総動員して衣装を作り上げてくれたと聞いている。

　レティーツィアは各国の皇子たちに深く感謝して──あらためてリヒトを見つめた。

「リヒト殿下。そういえば、クラウディアさんは学園を去られるとか」

「ああ、彼女が六聖の力を得ようとしたことは俺たち以外知らないし、それだって未み遂すいだ。このまま今までどおり学園生活を送ってもいいと思うし、俺たちもそう言ったのだが……やはり居づらいとのことでな、その意見を尊重することにした」

「ヴェテルに行くことになさったとか」

「ああ、生まれ故郷も育った国も嫌いやだと言うのでな。それならうちで引き受けましょうとイアンが手を上げてくれて、任せることにした」

「イアン殿下は、今回の騒動の事後処理で、文字どおり駆かけずり回まわってくださったとか」

「ああ、本当に一番頑がん張ばってくれた。そのせいで忙いそがしくてご褒美計画には参加できなくて、それはそれは悔くやしそうにしていたな。ああ、でも」

　リヒトが襦裙に合わせて結ゆったレティーツィアの髪かみに指を絡からめて、優やさしく笑った。

「その髪を飾っているかんざしは、今朝イアンが届けてくれたものだ。やはりどうしても参加したかったらしい」

「まぁ、そうでしたの」

　白い小花のかんざしにそっと触ふれる。──その心遣いが、とても嬉しい。

「あの、彼女が妄もう信しんしていた『誰だれか』については……？」

「それがわからずじまいだ。彼女は手紙で指示を受けていて、実際に会ったことはないと言っている。手紙は指示どおり読んだら燃やしていたので、一通も残っていないそうだ。俺もみんなも怪あやしいとは思ったが、証しょう拠こもないのに噓うそだと決めつけて尋じん問もんするわけにもいかない。そもそも、彼女は犯罪者じゃないしな。礼れい儀ぎ正ただしく事情を聴きく以外にできることがないんだ」

　リヒトがお手上げだとばかりに両手を広げる。

「おそらく、その『誰か』は男の人ではないかと思うのですが……」

「ああ、エリザベートを気絶させてから聖堂に運んでいるからだろう？　ほぼ同じ体格のクラウディアには、エリザベートを背負ってあの森を抜ぬけるのは相当キツいはずだ」

「はい……。彼女の言葉の端はし々ばしからも、間ま違ちがいないかと……」

　しかし、前世やゲームの記き憶おくを持つ『男』がはたして存在するのだろうか？

「だが、彼女が口を割らない以上、真相は闇やみの中だ。俺たちだって糾きゅう明めいしたいがな……。すまない。お前があれだけ頑張ってくれたのに、最後が煮にえ切きらない結果になって」

「いいえ、お気になさらず。お疲つかれさまでございました」

　少々詰つめ切れなかったところもあるけれど、それでも結果としては上々だろう。

「エリザベートさんも。いろいろと大変だったでしょう？」

「わ、私のほうは大したことは……！」

　エリザベートがワタワタと両手を振ふる。

　クラウディアの言動から察したとおり、レティーツィアがしばらく距きょ離りを置いていた間、エリザベートのほうもレティーツィアの悪口を吹ふき込まれていたらしい。

　その手口は、エリザベートの友人たちに近づき、噂うわさという形でレティーツィアの悪口を吹き込むというもの。噓を信じたエリザベートの友人たちは、親切心からエリザベートにレティーツィアとのつきあいをやめるよう、何度も忠告していたという。

　クラウディア自身も同じく、悪評高いレティーツィアとつきあっているエリザベートが心配だというスタンスで、何度か話しかけてきていたらしい。

「あの方はともかく友人は善意から言ってくれていたので、逆にレティーツィアさまとの友情を否定されているようで、一時期は精神的にしんどかったんですけど……。それでも最終的にはみんなわかってくれましたし」

「エリザベートさん……」

「あの方が姉し妹まいだったことは、少し……かなり複雑ですけど、私が大切にしているものを平気で踏ふみにじり、汚よごし、傷つける人とかかわる気はありません。学園を去ると聞いて、正直ホッとしています」

　きっぱりと言って、エリザベートがにっこりと笑う。

「そして、私は世界を変える存在になんてなりたくありません。そもそも、世界を変える必要性を感じませんもん」

「そのとおりだ」

　リヒトも大きく頷く。

「この世界を作り変える大変革なんて必要ない。俺たちの手で、ゆっくりと、穏おだやかに、よりよく成長させていけばいいだけだ。──レティーツィア」

　大好きな金色の輝く双そう眸ぼうが、レティーツィアを映す。

「心から感謝する。これは俺だけじゃない。世界六国の王位継けい承しょう者しゃ全員の総意だ」

「もったいないお言葉ですわ」

　喜びに胸が熱くなる。世界の宝に褒ほめていただけて、これほどの誉ほまれはない。

「わたくしはリヒト殿下のものですもの。殿下が導く国のため、殿下が愛する世界のため、そして殿下自身のために尽つくすのは当然のことですわ」

　リヒトのためなら、どんなことだってできる。

「恋こいする乙女のパワーはすごいんですのよ」

[image: ]

　リヒトの声が、視線が、気配が、存在すべてが、力になるから。

「っ……本当にお前はかっこいいな……」

　リヒトがまいったとばかりに苦く笑しょうして、レティーツィアの肩を引き寄せた。

「じゃあ、ご褒美を堪たん能のうしてもらおうか」

　その言葉に、レティーツィアはふふっと笑った。

　レティーツィアにとって、この二度目の人生こそが、『ご褒美』だ。

『推し』と同じ世界で、『推し』の存在を感じながら『推し』と同じ空気を吸えるだけでうっかり昇しょう天てんしてしまいそうなほど幸せなのに、『推し』のその一挙手一投足をつぶさに観察できるばかりか、『推し』を自分の力で幸せにすることまでできるのだ。

　ヲタクにとって、これ以上の幸せがあるだろうか！　いや、ない！

　ヲタクだけではない。『推し』を『最愛の人』に変へん換かんすれば誰もが頷くはずだ。異論は認めない。

「でも、言い方を変えると、『六聖』の聖なる力を奪うばい、『六聖の乙女』の覚かく醒せいを阻そ止しし、世界の変革を妨さまたげ、お気に入りの皇子を侍はべらせて優ゆう雅がにお茶を楽しんでるわけですから、本当に『悪役』みたいですよね」

　イザークがお茶の準備をしながら、からかうように言う。

「まぁ、いいわね。それ」

　レティーツィアはクスクスと笑って、リヒトの肩に頭を預けた。

「では、『悪役令れい嬢じょう』らしく、大いに堪能することにしますわ！」

『推し』を、『最愛の人』を。

『萌もえ』も、『ヲタ活』も、『友情』も。

　そして、元素の力が息づく──穏やかで美しいこの世界を。





ＥＮＤ
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　こんにちは！　お久しぶりです、烏丸からすま紫し明めいです。

　このたびは「悪役令れい嬢じょうは『萌もえ』を浴びるほど摂せっ取しゅしたい！」二巻を手に取っていただき、ありがとうございます。楽しんでいただけましたでしょうか？




『推おし』との『夢展開』は大地じ雷らいだけど、『絶対に推しを幸せにするマン』なヲタクが、『推し』に望まれちゃったらどうするのか──を描えがいてみたこの作品、なんと続編を出すことができました。めちゃくちゃ嬉うれしいです。これもひとえに、みなさまのおかげです。この作品を応おう援えんしていただき、本当にありがとうございます。

　にーづま。先生によりコミカライズもされて、この作品が自身の想像を超こえた広がりを見せたことに驚おどろきつつ、その幸せを日々嚙かみ締しめております。いや、本当に。最高以外の何ものでもない……。ネームや原げん稿こうのチェックのたびに、奇き声せい──いえ、喜声を上げて、ゴロンゴロンしております。

　コミカライズ版の「悪役令嬢は『萌え』を浴びるほど摂取したい！」もどうぞよろしくお願いいたします！

　それでは、謝意を。

　イラストを描いてくださった林はやしマキ先生！　大ファンです！　今回も本当に素す晴ばらしいイラストをありがとうございます！

　前回に引き続き、細やかな指し摘てきと心配りで、烏丸を支え──導いてくださった担当さま、本が出るまで尽じん力りょくしてくださった編集部のみなさま、デザイナーさま、校こう閲えつさま、そして営業さま。この本を並べてくださる書店さま、本当にありがとうございます！

　いつも応援してくれている家族と友人にも、深い感謝を！

　何より、この本を手に取ってくださったみなさまに、心より御お礼れい申もうし上あげます！




　それではまた、みなさまにお目にかかれることを信じて。





烏丸紫明









※本書は、二〇二〇年にカクヨムで実じっ施しされた「第５回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト　恋れん愛あい部門」で大賞を受賞した「悪役令嬢は『萌え』を浴びるほど摂取したい！」を加筆修正したものです。







電子書籍特典　書き下ろし短編

『変態は最大の誉め言葉でしてよ！』







「ああ、本当に……。寿命が延びますわ……」

「……前にも言ったが、斬新ざんしんな称賛しょうさんだな」

　アフェーラ風の衣装を着た神々しさを感じるほど美しいリヒトが、「いや、称賛なんだよな？」と首を傾かしげる。──もちろんだ。貶けなした覚えはまったくない。

　美しい日本風の庭園。藤ふじは今が盛りで、薄紫うすむらさき、白、薄紅の花が初夏の日差しに煌きらめく。

　しかし、そんな夢のように美しい光景も、リヒトには敵かなわない。

　レティーツィアはリヒトをうっとりと見つめたまま、コクコクと首を縦に振った。

「美しくも雄大ゆうだいな景色を見た時、日々の疲つかれやストレスが吹っ飛びませんか？　胸むねの内に抱かかえていた悩なやみも、小さな引っ掛かりや心の傷もどうでもよくなり、明日からまた頑がん張ばろうという気力が湧わいてくる──」

「ああ、まぁな」

「そういうことです」

「……どういうことだ」

　リヒトが理解できないといった様子で、眉まゆをひそめる。

「殿でん下かがあまりにもお美しくて、見ているだけで癒いやされるということですわ。わたくしのすべてが、今まさに浄化されております……。ああ、魂たましいまで洗われるよう……」

　きっと、マイナスイオンなどがどっさり溢あふれ出ているに違ちがいない。

（本当に、美しい人は存在しているだけで環境に優しい……！　神過ぎる……！）

　両手を合わせて拝んでいると、リヒトが「理解はできないな……」と肩かたをすくめた。

「だが、喜んでもらえているようでよかった。正直、エリザベートから提案された当初は、そのセンスを疑ったんだが……」

「そうですね。わりと長いこと、本当にこれでいいのか悩んでらっしゃいましたよね」

「え……？」

　リヒトとイザークの言葉に、レティーツィアはきょとんとして小首を傾げた。

「センス……ありませんか？」

　ヲタクのニーズにはドンピシャだが。

「ないでしょう。僕ぼくなら、着飾って『プレゼントは私です！』なんて言い出した時点で、百年の恋こいも殺意に変わりますね。どれだけ美しくて地位も権力もある令嬢れいじょうでも、です」

「え？　幻滅げんめつするだけでは飽あき足らず、殺意を抱くまでいってしまうの？　さすがに、怒いかりの導火線が短過ぎではなくて？」

「だとしても、僕が変なわけではないですよ」

　イザークがきっぱりと言って、リヒトを見る。

「殿下も、レティーツィアさまがそんなことをしたら、やっぱり反応に困りますよね？　幻滅まではしないかもしれませんが……」

「綺き麗れいに着飾った姿を見るだけなら、そうだな。反応に困るどころか、わりと拷問ごうもんかもしれないな」

「え……？」

　その言葉に、思わず目を見開く。

「拷問……？」

　エリザベートもポカンとして首を捻ひねった。

「綺麗に着飾った麗うるわしいレティーツィアさまを見るのが、拷問……？　私、一週間ぐらいなら、飲まず食わずで二十四時間ずっと見ていられますけど……」

「たしかに、わたくしはリヒト殿下のような神がかり的な美び貌ぼうは持ち合わせておりませんが……」

　でも、拷問だなんて──さすがに言い過ぎではないだろうか？

　眉を寄せた二人に、しかしリヒトは「違う」と首を横に振った。

「そういう意味じゃない。決して食べてはいけない──だけど見るからに美味おいしそうな大好物スイーツを目の前に並べられて、嬉うれしいか？　繰り返すが、絶対に食べられないんだぞ？　少なくとも、俺おれにとっては拷問だ」

「……！」

　リヒトが言わんとしていることを理解して、エリザベートが顔を赤らめる。

　レティーツィアも両手で顔を包んで、慌あわてて俯うつむいた。

「あ……。そ、それは……たしかに……」

「そ、そういう考え方も……あるのですね……」

　恥はじらう乙女おとめ二人に、しかしイザークは何を言ってるんだとばかりに首を横に振った。

「え？　いや、違いますよ。殿下の考え方も特殊とくしゅです。食っていいなら喜べるってことですから。そうじゃないです。条件とかいう問題ではなく、着飾って『プレゼントは私です！』なんてことをされたら普通は引きますし、反応に困ります。当然、嬉しくもないです。なぜかこの中では僕が少数派みたいになってますけど、違いますからね？」

　力説されるも──あのイザークが多数派なんてことがあるのだろうかと思ってしまう。

　しかしたしかに、往々にして、ヲタクの感覚と一般人のそれにはズレがあるものだ。

「でも、プレゼントは受け取る本人が一番好きなもの、喜ぶものでいいのではなくて？　イザークの言うセンスって、一般的な視点──つまり関係のない外野の意見でしょう？」

「まぁ、それはたしかに」

「受け取る本人の好みを無視したセンスなんて、なんの意味があるの？　『彼女にこんなセンスのあるプレゼントをした自分』って誰だれかにひけらかしたいならともかく、そうじゃないなら、どんなものでも受け取る本人が一番喜ぶものを贈おくるべきよ」

　そして、ヲタクレティーツィアの一番喜ぶものは、『推しリヒト』だ。

（もう存在自体が最大の贈りもの。生まれてくださってありがとうございます……！）

　レティーツィアは両手を合わせて再びリヒトを拝むと、ズイッと身を乗り出して金色に輝かがやく双眸そうぼうを覗のぞき込んだ。

「つまり、殿下が一番のわたくしにとって、このプレゼントは本当に最高だということです！　ああ、頑張ってよかった！　我儘わがままが許されるなら、次はどうかヤークート風でお願いいたします。いえ、キュアノス風もいいですわね。ヴェテル風も。シュトラールの近衛このえ騎き士し団だんの制服や式典服もいいですわね！　殿下がお召しになったら、世を忍ぶ仮の姿みたいできゅんきゅんすること間違いなしです！　そうだわ！　アーレンスマイヤー公爵こうしゃく家の礼装もいいかもしれません！　まさかの婿むこ養子感……！　想像しただけで興奮します！」

　どれもこれも絶対に似合うはずだ。そして、魂が蕩とろけるほど美しいに違いない。

　キラキラした目をして欲望を垂れ流すレティーツィアに、イザークが「レティーツィアさまって、実は結構な変態ですよね」と笑う。いや、嗤わらう。だが、まったく気にならない。ヲタクにとって『変態』は誉ほめ言葉だ。

「……完全に玩具おもちゃにされているような気がしないでもないが」

　リヒトは苦笑して、レティーツィアの細い肩を抱だき寄せた。

「まぁ、いいさ。それでお前が喜んでくれるなら」

「殿下……」

　そして、その美しく結い上げたピンクブロンドにそっとキスをした。

「愛しい俺の『悪役令嬢』──。ずっと傍そばにいてくれ」



















悪あく役やく令れい嬢じょうは『萌もえ』を浴あびるほど摂せっ取しゅしたい！ ２
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